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　見習い弁べん護ご士しであるフィオナは、緊張の面持ちで廊下を右往左往していた。

　冬眠から目覚めた熊のようにのっそりと廊下を動き回り、喜劇役者のように顔色を変化させていたが、何時間この空間の空気を吸おうとも、心臓の鼓こ動どうが平常運転に切り替わることはなかった。

　いや、むしろ時間が経過すればするほど、フィオナの心臓は生き急ごうとする。

　数時間後に控えた面接風景を想像するだけで発汗機能が過か敏びんに反応してしまうのだ。

　それだけこの《面接》に懸かける思いが強いわけであるが、それも仕方ないことだった。

　何しろこの面接に合格すれば、弁護士になるという夢を半なかば叶えることができるのだ。

　フィオナにとって弁護士とは幼い頃からの夢であり、また家族を支える生計たつきの道でもあるからして、こんなところで躓つまずくわけにはいかず、このように緊張の糸をぴんと張り詰めさせているわけである。

「何もスミオ法律事務所だけが法律事務所ってわけじゃないでしょ」

　とはフィオナの学友であり、親友でもある人物の言葉である。

　その通りだった。

　見習い弁護士であるフィオナが弁護士になるには、弁護士資格を持つ者の事務所で働き、師となる人物に免状を貰わなくてはならない、という鉄の決まりが弁護士ギルドに存在したが、何もその免状を発行できるのはスミオ法律事務所だけではない。

　このセレズニア王国の王都グロリュースには掃はいて捨てるほどの法律家と事務所が存在し、法治国家の名に恥じぬ様よう相そうを呈ていしていた。

　自慢するわけではないが、法学校を主席に近い成績で卒業したフィオナならば、いくらでも雇やとってくれる事務所があるはずである。

　だのになぜわざわざ、

「業界で最も厳しく、最も狭き門」

　といわれているスミオ法律事務所に入ろうと躍やつ起きになっているのかといえば、それは偏ひとえにフィオナの憧あこがれ故だった。

　女弁護士スミオ・マリアヘル。彼女の名を知らぬものがこの業界にいるとすれば、余程辺へん鄙ぴな場所で事務所を営む隠いん者じやのような法律家だけであろう。

　スミオ・マリアヘルは、数少ない女性弁護士にして、希少な古エルフ族の生き残りでもあった。

　しかもただ珍しいだけの弁護士ではない。彼女は誰よりも優秀で、誰よりも可か憐れんな弁護士であると業界の誰もが認めていた。

　彼女が請け負った訴訟の勝率は九九パーセントオーバー――

　その数字が何よりも雄弁に彼女の実力を物語っていた。

　そんな人物の下もとで修行をし、免状を貰えれば、フィオナの弁護士としての未来は何よりも明るくなるはずである。

「――ううん、違う」

　フィオナはぷるんぷるんと首を振り、くすんだ色の髪を振り乱した。

「わたしは何も弁護士としての成功を求めるために法律家を目指したわけじゃないもの」

　確かに弁護士になればフィオナがこれまで過ごしてきた貧しい生活から脱却することも夢ではない。弁護士になり、企業や資産家からの依頼を過不足なくこなしていけば高給が約束される。

　実際、業界一の法律事務所と呼ばれるこのスミオ法律事務所も相当なものだ。グロリュースの宮殿へと続く目抜き通りの中でも一等地と呼ばれる場所に聳そびえ立つ由緒ある建築物で、玄関にファームと書かれた看板さえなければ、美術館や博物館として使われても過分ではない立派な建物だった。

　だが、フィオナはその素晴らしい建物や調度品などに感銘はうけても、それを欲し、手に入れようとは思わなかった。

　なぜならばフィオナは、法律によってお金儲もうけをするのではなく、法律によって人を助けたいだけなのだから。

　故に業界で最も厳しく、最も優秀な弁護士の下で正義とは何か、法律とは何か、それらを身を以もつて学びたいと思ったのだ。

　それが友人達や教官からも無む謀ぼうと諭さとされた訪問に繋がっているのである。

　中にはあからさまにフィオナの挑戦を嘲あざけり、指を指して笑う者までいたが、フィオナは一向に気にして……、

（あれ、笑われてる……？）

　級友達に笑われたことを思い出し、憤ふん慨がいしたわけではないが、フィオナは既視感のように笑い声を知覚した。

　勿論、白昼夢を見ているわけではなく、実際に笑われているだけなのだが。

　見れば隣の椅子に腰掛けている少女が笑っていた。

　指を指し笑い転げたりはしていない。むしろ上品に口元を押さえながら「くすくす」と笑っていた。

　何が可お笑かしいのだろうか、先ほどから落ち着きなく歩き回ったり、百面相をしたりしている自覚はあるので、心当たりなどあり過ぎるのだが。

「だって貴方あなた、さっきから考えていることが全部口からこぼれているんだもの」

　今のフィオナの顔は茹ゆでられたデビルフィッシュのように真っ赤であろう。

　が、しかしここで落ち込んで引っ込むようなフィオナではない。法学校で最初に作った友達もトイレのドアの鍵を閉め忘れた、という恥ずかしい馴なれ初そめのものであるからして、逆にこの恥ずかしい出逢いも何かの縁なのでは、と強引に自分を納得させた。

　フィオナは緊張によって発汗した掌てのひらを制服のスカートで拭ぬぐうと、古来より最も手軽に友人を作る方法、握手を求めた。

「はじめまして、わたし、フィオナっていうの」












　上品に笑う少女ことエクスナ・オライウォンは、屈託のない笑顔と共に握手を返してくれたが、なんの悪気もなく、

「姓はなんとおっしゃるの？」

　と口にした。

　彼女にしてみれば法律家を目指す人間はみな上流階級の子し弟ていで、姓があるものだとなんの疑いもないのだろう。だからフィオナのような平民がこの場にいるなど考えもつかないに違いなかった。

　フィオナとしてみても自分が貴族でも商人の娘でもないことになんら引け目などは感じていなかったので、「姓はないの、わたしは平民だから」と言い「でも二つ名ならあるのよ。級友達はわたしのことを眠れる森のフィオナって言うの」と戯おどけてみせた。

「眠れる森のフィオナ？」

　エクスナは不思議そうに問い返す。由来を知りたいようだ。

　フィオナは軽く舌を出しながら、

「奨学金を貰って法学校に通っていたのだけど、故郷に育ち盛りの弟と妹がいるから、仕事をいくつも掛け持ちしていたの。だから授業中いつも眠くて……、それで時折、目を開けたまま眠っていたからそんな二つ名を付けられちゃって……」

　捨て身の自じ虐ぎやくネタであるが、貴族のお嬢様のエクスナ嬢のお気に召すだろうか。

　フィオナの交遊録に貴族のお嬢様、という項目が入るのは法学校に通い始めてからではあるが、その短からぬ経験によって、お嬢様という奴は大体二種に大別されることを知った。

　簡単に言えば平民を見下しているかそうでないか、である。

　フィオナの交遊録には後者の人間しかいないわけであるが、果たしてエクスナ嬢はどちらであろうか。

　フィオナが祈りながら瞼まぶたを持ち上げると、そこには本当に可笑しそうに口元を押さえ、目元には涙まで滲にじませている少女がいた。

　どうやら彼女とは良い友人になれそうである。




　エクスナはセレズニア南部にある名門法学校を卒業し、そのまま汽車に飛び乗るとグロリュース中央駅の前に駐とめてあった馬車に乗り込み、王都グロリュースで最も有名な法律事務所へ連れて行ってと言い放った行動派らしい。

「運良く徒弟を募集していたけど、募集していなかったらどうするつもりだったの？」

　フィオナは当然の疑問を口にしたが、エクスナは「考えてもいなかったわ」「でも、募集していたのだから結果オーライよね」と相好を崩した。

　フィオナもつられて頰を緩めてしまったが、そんな能天気な二人に軽けい蔑べつの念と言葉を送るものがいる。

　先ほどからフィオナ達の向かいにある長椅子に腰掛け、親戚の葬式に参列しているかのように沈痛な面持ちをしていた少女だ。

　彼女の名はイリア。姓がないところを見ると彼女もフィオナと同じ平民の出であるらしい。ただ、フィオナのように能天気ともいえるような明るさはなく、潔けつ癖ぺきを絵に描き、実直という絵の具で塗りつぶしたかのような印象を持った少女だ。

　実際、頭の中がお花畑であるフィオナとは馬も合わないし、馴れ合う気もないのだろう。刺々しさと毒々しさを隠す素そ振ぶりさえ見せない。

「さっきから聞いてれば、正義のために弁護士になるだの、弱い人たちを救うだの、貴方たち、本当におめでたいわね」

　こんな言い方をされて腹を立てない人間がいたら、その人は弁護士ではなく修道女にでもなるべきだろう。生あい憎にくとフィオナは修道女になって弱者を救いたいのではなく、法律によって虐しいたげられている人たちを救いたいのだ。こんなところで前髪ぱっつんの委員長タイプに言い負かされているようなら、そんな夢は実現不可能である。

「イリアさん、だったかしら。貴方もわたしと同じ三一一年卒業組よね？」

「そうだけど」

「ならば先週に卒業式で宣誓したばかりでしょ。国王陛下に忠誠を誓ちかい、誰に恥じることなく正義を遂行し、法の助けを求める人すべてに手を差し出すって。それとも一週間前のことも忘れてしまうほど法律を詰め込み過ぎたの？」

　フィオナは上手い皮ひ肉にくを言ってやったと思ったが、イリアはまったく応えた様子がない。それどころか、「そんな宣誓もしたわね、たしか」と鼻で笑いながら肯定すると、

「まあ、この事務所で貴方たちが言う正義が追求できるかは別にして、貴方たち、知っていてそんな馴れ合いをしているのかしら」

　と結んだ。

　つまり彼女が何を言いたいのかと言えば、今この事務所で募集している見習い弁護士は一人だけということだ。

「ここにいる三人の中で、明日以降もこの建物に通えるのは一人だけ、つまり残り二人はその光景をほぞを嚙かんで見送らなくちゃいけないのよ、おわかり？」

　丁度、二等辺三角形を形成している三人の間に電流が流れた、ような気がする。

　他の候補者と話すまで考えもしなかったことだが、よくよく考えれば当たり前のことで、血の通った彼女たちと優劣を競い、たった一つだけしか用意されていない椅子を争わなければいけないのである。

　スミオ法律事務所に入ることは、法学校に入る前からの夢である。その望みが目の前で絶たれ、あまつさえ友人に奪われて心穏やかでいられるだろうか。

　――無理だろうな。フィオナは心の中で首を振る。

　ならばこんなところで馴れ合うな、とイリスは言いたかったのだろう。

　だからあえて喧嘩腰に話し掛けてきたのかもしれない。

　フィオナ、そして恐らくだがエクスナもイリアの言葉を理解すると、互いに視線を交差させ、以後、必要以外の言葉を発することはなかった。

　フィオナは自分が呼ばれるまでの三時間、沈黙を友人代わりに過ごしたが、一方で不安という名の望まぬ来客の存在も認めざるを得なかった。

　すでにフィオナの中では敗色ムードが過半を占めていたのだ。

　束の間の邂かい逅こうであったが、フィオナはすぐに彼女たちが自分よりも優れていると認識することができた。

　育ちも良く、屈くつ託たくのない笑顔で誰とも接することができる貴族の娘。

　そう言えば全国試験の上位に彼女の名を見かけたことが何度もある。確かフィオナは一度も彼女より上の成績を収めたことがないはずだ。

　もう一方は、その娘とは対照的に嫌みたらしい娘であるが、冷徹に物事を把握できる弁護士向きの性格ともいえる。彼女ならば新人といえど臆おくすることなくすぐに法廷に立てるような気がするし、誰よりも早く正式な弁護士になれるはずだ。

　教官や級友たちからは勉強はできるがどこか抜けていると言われるフィオナだったが、冷静に他者の実力を計ることくらいできるのだ。

　その自分が白旗を揚げているということは、恐らく真っ先に落とされるのは自分だということだろう。

　実際、フィオナが彼女たちに勝っているところなどありそうになかった。肝心の弁護能力は勿論、更に絶望的な差があることは一目見たときから把握しているフィオナだった。

「あーあ、頭の内側は非凡なんだから、せめて外側に弱点があればいいのに……、神様のいけず……」

　神は残酷なまで人々に差を設ける。

　同じ年齢、同じ法を修めたにもかかわらず、彼女たちとフィオナの胸回りの肉の差は、絶望的なまでに大きく、深かった。
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　王都グロリュースにある大法廷、つまり中央裁判所は王都でも有数の荘そう厳ごんさと規模を誇ほこる建物である。

　古代魔法文明時代の建築様式を取り入れ、ドワーフの名工達を惜しげもなく使い建てられた白亜の建物は正義を追求する場に相応ふさわしい威い容ようを誇っていた。

　フィオナはお上りさんのように大法廷の前にある噴水からその威容を見上げると、決意を新たに大法廷とは反対の方向へと踵きびすを返した。

　大法廷はまだフィオナのような弁護士の頭に見習いなどという頼りなさげな物が付いているひよっこには無縁の場所なのだ。今、フィオナが向かわなければならない場所は大法廷の向かいにある小さな建物――、それでも庶民のフィオナから見ればとても立派な建物で、小法廷と呼ばれる地方裁判所だった。

　フィオナは先日の面接に見事合格し、見習い弁護士としてのキャリアをスタートさせることが叶ったのである。

　しかも望外なことにさっそく依頼人から仕事が舞い込み、今まで見学に訪れることしか許されなかった法廷に足を踏み入れることになったのだ。

　フィオナは裁判所の前にいる衛兵に緊張した面持ちで身分証を見せると、愛あい想そ笑わらいを浮かべながら裁判所のロビーへと赴おもむいた。本人は気が付いていないが、不審者に見られないよう努力すればするほど怪しさが増すのだが、幸いなことに衛兵に誰すい何かされることはなかった。

　この時期はフィオナのような新米弁護士をよく見かけるということもあるが、この人じん畜ちく無む害がいな少女を呼び止めるほど暇な衛兵はいないということだろう。

　衛兵達は田舎者丸出しな少女よりも、裁判所独特の空気を切り裂くように歩みを進める一人の女性に全神経を集中させた。

　彼女が歩を進めるたび、衛兵達の視線が一点に集まり、彼女の履くハイヒールが大理石に乾いた音をもたらすたび、衛兵達の聴覚が研ぎ澄まされる。

　屈強な衛兵達がまるで子犬のように骨抜きにされていた。彼らが己の任務を忘れて御主人様に尻尾を振りながら駆け寄らないのは、単に彼らの尻に尻尾がないからに過ぎない。

　それ程までに女性は衛兵達の心を捕らえていた。いや、魅了していた。

（……まあ、その気持ちも分かるけど）

　確かにフィオナの十数メートル先にいる女性は、人々の耳じ目もくを引き付けるに足る存在だった。

　まずフィオナの視界に入るのはまるで黄金の糸で紡がれたかのような金色の髪、しかもその髪は天上の織機で織られたかのように細くしなやかに腰まで覆い尽くすように伸びていた。

　次に視界に入るのが、彼女の顔立ちだ。これまた女のフィオナですら溜息が出てしまうほどのものだ。安っぽい表現が許されるのならばまるで人形のよう。ただ、彼女は決して人形ではない。その宝石職人が填はめ込んだような蒼い水晶球の瞳は、無機質どころか、生命の根源であるかのように力強さを感じさせる。

　そしてなにより目立つのが彼女のその耳だろう。

　ぴんと頭頂と同じ高さまでそそり立つその耳はエルフ族の証明であり、男達の憧れの象徴でもあるのだ。下世話な話になるが、貴族や商人の間では、エルフ族の妾めかけを持つことが一種のステータスになっているともいう。

　もっとも、この完かん璧ぺき無む比ひなエルフの女王を愛人にすることなど、一国の王にも不可能であろうが。仮に彼女に愛人契約を迫れば、民法一〇八条によってセクシャルハラスメントに問われ、財産を丸ごとブン盗られるに違いない。

　彼女は最も美しいエルフにして、最も賢い弁護士でもあるのだ。

　彼女こそが、この業界に知らぬ者はいない勝率九九パーセントオーバーの女、スミオ法律事務所の所長、スミオ・マリアヘルその人だ。












　スミオはフィオナを視界に捕らえると、真っ直ぐに歩み寄ってくる。

　そして上司のように横柄に、年来の友人のように親しく話しかけてきた。

「面接以来じゃな、小娘」

「……お久しぶりです」

「おうおう、まあまあ、相変わらず可愛いのぅ。どうじゃ？　弁護士なんて阿あ漕こぎな上にお肌にも悪いやくざな仕事からは足を洗って妾わらわの専属愛あい玩がん動物になるのは？」

「………………」

　フィオナは故意に無視する。この人にまともに対応してはいけない。短い付き合いではあるがそれがフィオナが学んだ応対術の一つである。

　フィオナは、鞄から資料を取り出すと、重要箇所を指さしながら説明を始めた。

「本日の離婚訴訟ですが、依頼人は示じ談だんを望んでいます。離婚に関しては同意しますので、親権については――」

　フィオナが途中で言葉を切ったのは文字が読めなかったわけでも急性失語症を患わずらったわけでもない。真剣に話をしている最中に胸を揉まれて集中力を切らさない乙女がいるのならば見てみたかった。

「よし、ちゃんと妾の言いつけを守っておるようじゃな。スミオ法律事務所のルールその一、所員は牛乳を飲んではいけない。ルールその二、所員は絶対に牛乳を飲んではいけない。鉄の掟おきての一つじゃ」

　フィオナはこめかみをひくつかせながら、できるだけ冷静に、また穏おん便びんに言葉を選んだ。

「……ちなみにどうして牛乳を飲んではいけないのでしょうか？」

「んあ？　なんじゃ、もう忘れたのか小娘。あの時に説明したろう。妾は妾より胸の大きい弟子は取らない、と。だから、あのとき、あの二人の娘達ではなく、お前を弟子に取ることにしたのじゃ。いやあ、今年こそは丁でつ稚ち代わりに弟子を取ると広告を出したのじゃが、なかなか理想の娘が現れないで難儀していたところ、まるで神の計らいのようにお主が現れたのじゃ。まさかエルフならともかく、人間の娘でお主のような慎つつましい乳房の持ち主がいようとは……」

　スミオは容姿に似合わぬ素振りで大胆に大口を開けて笑った。

　フィオナは終始微笑ほほえみながら、拳を握りしめる。

（……そろそろぶち切れていいかな？）

　誰に断るでもなく、心の中でそう呟くと、フィオナは溜め込んでいたものをすべて解き放った。

「スミオ・マリアヘヘ……!!」

「??」

　スミオが不思議そうな顔で覗き込む。

　ここぞという時に嚙んでしまったのだが、フィオナは臆することなくそのまま続けた。というか、ここで恥ずかしがる方が余計に恥ずかしくなる。

「……スミオ・マリアヘル!!　貴方に三つばかり言いたいことがあるわ!!」

「ほお、小娘の分際で猛たけ々だけしいな。うむ、よかろう、その気迫に免じて話を聞いてやろう」

　相も変わらず上から目線であるが、フィオナは気にすることなく続ける。

「一つ、わたしは牛乳が大好きなの!!　だから貴方に禁じられても飲みます。ていうか、第一、貴方に他人の飲食を制限する権限はありません!!」

「ふむふむ、ということは幼き頃より牛の乳を飲んでてその胸なのか……」

　スミオは哀れむような視線を向けたが、当然フィオナはそれを無視する。

「第二に、さっきから貴方はわたしに対してセクシャルな話をしています。不快です。今度、またセクハラをしてきたら訴えます!!」

「ふむふむ、ほおほお、ま、考えておくか。さて、三つ目はまだかの」

　言われるまでもない、とフィオナは頷き、大きく息を吸い込んだ。

　三番目の宣言こそがフィオナが最も言いたいことであり、目の前の女エルフに伝えたい重要なことだった。

「わたしは貴方の事務所を辞めたはずです!!　だからわたしを部下扱いしないでください!!　本日、貴方の依頼人の夫に依頼されてここにやって来ました。つまり貴方の敵なんです。だからあまり馴れ馴れしくしないでください」

　ぴしりと指を突きつける。

　言ってやった、とフィオナは思った。それもまるで法廷劇に出てくる一流の弁護士のように、である。フィオナはしばしこの光景に酔いしれていたかったが、無ぶ粋すいにもこの名演技に水を差すものがいる。

　件くだんの女エルフ弁護士である。

　彼女はつまらなそうに欠伸あくびをすると、つまらなそうに一つ一つ反論していった。

「まず一つ、牛乳についてだが、特例を許そう。小娘なら牛を一頭丸ごと飲み込んだところで、乳が膨らむこともなかろう」

「………………」

「第二に、セクハラ罪じゃが、セクハラ罪は百年ほど前に戴たい冠かんした女王が定めた法律じゃ。彼女の名にちなみアイーダ法ともいう。そしてその法の規定では、セクハラは男が女に言う場合を想定しており、女が女に何を言うても罪に問われることはない」

「………………」

「そして最後じゃが。確かに貴様は妾の事務所を辞めると啖たん呵かを切って出ていったが、妾はまだ受理していない。正式な書面でないと……」

　スミオはすべてを言い終えるよりも先に辞表と大きく書かれた封書を受け取る。

「短い間でしたが、お世話になりました」

　フィオナは深々と頭を下げると、くるりと踵を返し、スミオに背を向けた。







「そいつは災難だったねえ」

　老境に入りかけた中年の男は、乾いた笑いを漏もらしながら、ティーカップにお茶を注いだ。

　フィオナはそれを丁重に受け取ると、カップに何も加えることなく、口を付ける。

　フィオナは本来、お茶にもコーヒーにも大量の砂糖とミルクを入れるタイプだが、今はとにかく、渇ききった喉のどと唇くちびるを潤うるおしたかった。

「ほんと、最悪ですよ。一時期とはいえ、あんな守しゆ銭せん奴どの性しよう悪わるエルフに尊敬の念を抱いていたなんて。このフィオナ、一生の不覚です」

「はっはっは、性悪エルフか、言うねえ、フィオナくんも。まあ、確かにスミオくんは、腕は確かだが業界でも有名な鼻曲が……」

　男はそこで言葉を止める。

　いくら周りに本人がいないとは言え、……いや、いないからこそ陰口を叩くような真似に気恥ずかしさを覚えたのだろう。












「まあ、弁護士の価値は報酬によってのみ推し量られる、と思っている輩やからはいくらでもいるものさ。確かにそういう側面もあるが、少なくとも僕はそれだけだとは思っていないがね」

　立派な言葉である。

　弁護士ならば、こんな台詞せりふくらい自在に操れないとこの生き馬の目を抜くような法曹界でやっていけるわけがない。実際、このような口清いことを諳そらんじながら悪徳商人と結託して財を成している弁護士など掃いて捨てるほどいる。

　だが――

　である。

　少なくともフィオナの目の前にいるこの人だけは、そんな浅せん薄ぱくで強欲な弁護士ではない、と言い切ることができた。

　見た目こそ安酒場で置物のように皿を磨いている老店主のようだが、その実、業界ではそこそこ名の通った人権派弁護士でもあるのだ。

　人情派弁護士。黒髭先生。この初老の弁護士はダビドという本名の他に様々な二つ名を持っていたが、その異い名みように相応しい数々の実績も持っていた。

　アショカ鉱山公害訴訟、イズルマ秘薬結社薬害訴訟、それらの大きな事件にも弁護団の一人として手弁当で加わり、弁護士を雇やとうことができない貧しい人たちに無償で奉仕したことは、今でも語りぐさになっている。

　フィオナはそんな黒髭先生の噂を聞きつけ、彼の見み窄すぼらしい事務所のドアを叩いたわけだが、その選択にわずかばかりの後悔もなかった。

　その評価に偽りなしとすぐに知ることができたからだ。

「しかし、まさかいきなりこんな重要な案件を補佐させて頂けるなんて夢にも思いませんでした」

　フィオナは率直な感想を述べた。

「そんなに不思議かね？」

「ええ、同級生たちの中で法廷デビュー一番乗りです。ミーナ……、わたしの友人などは未だに書類の書き写しやお茶汲みくらいしかさせてもらえないって嘆いていたし」

「はっはっは、きっとその子たちは皆、大きな事務所に入ったのだろう。だが、生憎とうちは専業のお茶汲みや筆記人を雇う余裕はなくてなあ。僕は勿論、君のような新入りにもすべて兼務してもらわなければ事務所が廻らないのだ」

　フィオナはなるほど、と思ったが、それを顔や言葉に出したりはしなかった。

　確かに、今フィオナがいるオフィスはお世辞にも大きいとも広いとも言えない。

　はっきり言ってしまえば、先日、フィオナが訪れたスミオ法律事務所の面接室よりも狭いのではないか、いや、確実に狭い。しかも狭いだけならまだいいが、やたらとカビ臭い。実際、天井や壁の隅には黒い斑点のような模様が広がっており、トイレなどには得え体たいの知れないキノコまで生えている。

　しかし、別にフィオナはそのことを不満に思っているわけではなかった。

　勿論、掃除などを徹底してカビやキノコとはなるべくお近づきにならないようにしていたが、キノコを毟むしり取る時の手が震えているのも、決して厭いやだから、という気持ちしかないわけではない。いや、むしろ嬉しいという感情の方が多いのかもしれない。

　確かにスミオ法律事務所は清潔で美しかった。場所も王都の一等地にあり、内装は勿論、庭園もちゃんと手入れされており、専属のメイドまでいる。

　一方、このカビ臭い事務所は、もくもくと煙を上げ、昼間でも真っ暗な工場地帯にある貸しビルのワンフロアのそのまた一室である。

　正直、天国と地獄といってもいいほどの環境差があった。

　だが、フィオナはそれでいいと思っていた。

　本当の天国と地獄の事情は死者でも賢者でもないフィオナには分かりようがなかったが、この現世においては、天国と呼ばれるような環境を手に入れるのに莫大なお金がいることを知っていたからだ。

　スミオという女弁護士がそれをどうやって捻ねん出しゆつしているか。

　フィオナはあの面接の日と、その後聞きつけた噂によって把握することになる。




「スミオ弁護士事務所は、貧乏人の依頼を一切受け付けない」

　スミオ女史本人が、開口一番に言い放った言葉である。

　フィオナは勿論反論した。「そんな、弁護士になるとき、宣誓した言葉を忘れたのですか？」

　彼女の答えはノーである。

「馬鹿者、妾の記憶力を舐めるでない。一言一句違わず記憶しておるわい。ただ……」

　と付け加える。

「覚えてはいるが、実践する気はまったくないがの。売春婦とてことを始める前は、愛してるだの、大きいだの、心にもないことを言うだろう。坊主だって説教する前に肉を喰らい、自分の息子が悪さをすれば暴力によって解決するではないか。なぜ、妾だけ責められねばならぬ」

　食い下がるフィオナ。

「じゃ、じゃあ、もしもですよ、貧乏な被害者と、大金持ちの加害者、二人から弁護の依頼があった場合、スミオさんは後者の依頼を引き受けるというんですか？」

「曖あい昧まいで抽象的な質問じゃのう。一つ聞きたいが、法的瑕か疵しはどちらにあるのじゃ？　つまり、どちらに勝ち目がある？」

「貧乏な方に全面的に義と理があります。でも、スミオさんならばお金持ちを勝たせることもできるかもしれません」

　そうか、とスミオは軽く頷くと、意外にもゆっくりと首を振りながら、

「ならば金持ちの依頼は引き受けない」

　と言い放った。

　フィオナの表情が明らかに変わる。

　数秒前まではお金に固こ執しつする守銭奴弁護士にしか見えなかったが、やはりこの人は自分が見込んだ通りの人だった。確かに貧乏人の依頼は受けないとは口では言っているが、それは建たて前まえであり方便なのだ。実際は進んで奉仕するようなタイプではないが、機会があれば裕福でない者の依頼でも渋々引き受け、その能力を遺憾なく発揮する小説や戯曲の主人公タイプなのだ。

　フィオナはそう思い、勝手に安あん堵どし、和解の握手、つまりこの事務所で働かせてもらおうと手を差しだそうとしたが、その手が伸びきることはなかった。

　スミオが平然と言葉を続けてきたからだ。

「ちなみに貧乏人の依頼も引き受けないぞえ。というか、なんで妾が貧乏人と金持ちの諍いさかいに首を突っ込まねばならぬ？　そんな暇があるなら、義も理もなくて良い。ましてや法的な瑕疵がありまくってもいいから超大金持ちの依頼人を探し出して、そやつから仕事をぶんどってくるわい」

　スミオは剛ごう毅きに笑って腕を差し出してきたが、それが決別の合図となった。




「第一、わたしが面接によって選ばれた理由も、とても不純で人を小馬鹿にしたものだったんですよ」

　フィオナは同意を求めるようにダビドを見つめた。

　ダビドも事情を知っているだけに、フィオナの平坦な場所に視線が行くが、苦笑いを漏らすしかなかった。

「まあまあ、選考理由は人それぞれさ。確かにスミオくんがフィオナくんを選んだ理由は不純その物かもしれないが、結果としては慧けい眼がんとしかいえないよ。案外、気恥ずかしくて選考理由を茶化していたのかもしれない。もっとも紆う余よ曲きよく折せつあって結局その金の卵が僕のところに来てくれたのだがら、一番の幸運児は僕なのかもしれないが」

「……そんなことは」

　フィオナが気恥ずかしげに否定したのは、スミオが慧眼であるという部分と、恥ずかしがってという部分と、それと自分が金の卵という部分である。前者は絶対にあり得ないと否定したかったが、後者については否定するよりも、そうでありたい、そうなりたいという気持ちの方が強かった。

　だからこれ以上は否定せず、さっそく可能性の片へん鱗りんを見せるべく、目下の案件について問い質した。

「前の事務所の所長の悪口はここまでです。今は素晴らしい所長の下で働けるのですから、神に感謝しないと」

　ダビドはおべっかを言っても何も出ないよ、と笑いながら、今抱えている訴訟について改めて説明をしてくれた。

「訴訟自体は珍しいものではない。いや、ある意味一番多い案件やも知れない。昨さつ今こんは堪こらえ性しようのない人間が増えているからなあ」

「離婚率の増加は年々深刻になっているそうですね」

「うむ、僕の若い頃は離婚なんて考えられなかったが……」

　ダビドは世間の人間の軽けい薄はくさを嘆いているようだが、それにはフィオナも同感である。離婚は国民に与えられた正式な権利であるが、神の前で永遠の愛を誓い合った二人が簡単に別れていく様は、結婚という制度に夢を抱いている少女には少しキツイものがある。

「僕なんて今の奥さんと別れようと思ったことなど、一度もないからなあ」

　立派なものである。聞けば銀婚式を済ませた今も喧嘩ひとつすることなく仲なか睦むつまじいそうで、毎日愛妻弁当などを持ってくる様はある意味フィオナの理想的な夫婦像である。

「さて、世間様の現状を嘆いても仕方あるまい。それにいくら離婚が気に入らないとはいえ、それは己のうちに留めることであって、我々弁護士は依頼人の利益を最大限に追求するのが仕事だ」

「その通りです。ええと、確か依頼人である夫、ええと名前は……」

　フィオナは資料から依頼人の名前を探し出す。

「アルト氏、でした。そのアルト氏も夫人も離婚そのものには問題がないのですよね」

「そのようだね。双方ともこの期に及んで縒よりを戻すつもりはないようだ」

「離婚理由は？」

「……妻の不ふ貞てい」

　ダビドは苦虫をかみつぶしたような表情になる。古風なダビドにとって不貞は許されざる罪なのだろう。だが、ダビドはすぐに表情を繕つくろい続ける。

「……とアルト氏は言っているが、実はなんの証拠もない。あるのは状況証拠だけだそうだ。なんでも仕事場から帰ると、自分達の寝室から取るものも取りあえずといった出で立ちで慌てふためきながら逃げていく男の後ろ姿を見ただけだそうで、その男の名さえ不明だ。無論、夫人は男の存在を認めていない」

「なるほど、それは厄やつ介かいですね。本王国の離婚訴訟は妻の言い分が認められることが多いですから……、何か武器になるような切り札がないと」

「逆に妻に相応の慰い謝しや料りようを払わなければならなくなるかもしれないな。でも、そんなことはどうでもいいのだそうだ」

「どうでもいい？」

「依頼人は妻の不貞を責める気もないし、慰謝料を欲しているわけでもないそうだ」

「子供たちの親権さえ手に入ればいい、と調書にはありましたね」

　ダビドは「うん」と頷く。

　潔いさぎよい夫である。普通、妻に浮気をされたら、罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐いて「お前に渡す金はびた一文もない」と続けるのが常道であるが、アルト氏に至っては親権が貰えるならば逆に幾ばくかのお金を払ってもいいとまで言っているのだ。

　ちなみにアルト氏は陶器の工場を経営する資産家である。子こ煩ぼん悩のうな優しい父親で、子供たちも母親よりもアルト氏の方に懐いているし、妻も元来、子供自体が好きではなく、また子育て自体にもなんら興味も喜びも見いだせていないという報告がある。

　ならば母親が親権を手放し、慰謝料を貰えばいいではないか、誰しもがそう思うが、そうはいかない事情も介在しているのだ。

「確かにアルト氏は陶器工場の経営者なのだが、ただの雇われ経営者にしか過ぎないんだ」

　ダビドは無念そうに付け加える。

　アルト氏は確かに有能な経営者なのだが、実は工場自体は妻の実家が所有しており、離婚すれば経営者の肩書きを失うのは自明の理だった。

「……それは不利ですね」

　そう言わざるを得ない。

　当王国において離婚裁判の女性優位は先ほども語った。有り体に言ってしまえば裁判官のほとんどは女性の味方で、子供は母親の下で育つべきだ、という価値観を等しく共有している。

　余程の理由がない限り、子供の親権は母親の下へ行くのだ。

　しかも本件の場合、アルト氏が妻と離婚すれば、そのまま失職を意味し、裁判官に夫には子供たちを扶ふ養ようする能力がないと見られかねない。というか確実に見られる。

「八方塞がりじゃないですか……」

　フィオナは思わず頭を抱えたが、ダビドは「おいおい、これから弁護士を目指そうというものがそんな弱気でどうする」とフィオナをたしなめた。

　人情派弁護士の先せん達だつとして相応しい助言であるが、なにもなんの根拠もない気休めというわけでもない。実際、ダビドには一いち縷るの望みがあるのだ。

　それはとても単純なことで、単純故にあるいは裁判官の心証を逆転させる切り札になるかもしれない。

　その望みとは、子供たちが母親よりも父親と暮らしたがっている、ということだった。

　なるほど、確かにそれは心強い情報である。フィオナなどはその言を聞いて、勝利を確信さえしてしまったが、実は言った本人にそこまでの自信はない。

　あるいはいつもの裁判ならば、その事実を武器にして、勝利を摑むことができたかもしれない。

　しかし、今、自分達が相手にしようとしている法律家は、ただの弁護士ではなかった。

　勝率九九パーセントオーバーの女、そして、

「法廷の魔女」

　の異名を持つこのセレズニアが生んだ怪物なのだから――




　　　　　３




　フィオナはこの日の為に纏まとめた書類にさっと目を通し、欠落がないことを確認すると、事務所の鍵を締め、馬車にて地方裁判所へ向かった。

　先日、書類を提出しに赴いたばかりの場所であるが、何度来てもその独特の空気に慣れるものではなかった。建物は勿論、その内部にも、真冬の早朝のような張り詰めた緊張感を漂わせている。

　実際、この荘厳な建物は人々を威圧するために建てられたのではなかろうか。

　入り口は勿論、内部の至る所には盲目の女神と聾ろうの女神が対になって人々を見下ろしている。彼女らは正義と公平の象徴であるが、心にやましいものがない人間にも襲いかかってこんばかりの迫力を備えている。流石、ドワーフの名工たちの仕事といったところか。

　一言で言えばフィオナはその独特の雰囲気に飲まれていたが、それはフィオナの依頼人も同じらしい。先ほどから忙しなく脚を揺らしている。

　そして時折フィオナと視線が交われば、

「大丈夫ですよね？　勝てますよね？」

　と、同じ台詞しか投げかけて来ない。

　フィオナは勿論、勝てますよと、その都度返すが、依頼人はいつまで経っても焦しよう燥そう感かんと折り合いを付けることができないようだ。

　この裁判に懸けるもの、つまり子供たちの存在がそうさせるのか、初老の親父と鼻垂れの小娘というデコボココンビが不安を助長させるのだろうか。

　フィオナには容易に判断が付かなかったが、入廷と共に依頼人が顔を綻ほころばせたのがとても印象的だった。

　入廷と共に、後ろから、「パパ」と叫ぶ子供たちが現れたからだ。

　アルトは三人の子供たちを同時に抱きしめると、それぞれの名前を呼び、この世で最も大切な存在を全身で知覚していた。

　まるで十年ぶりに再開した親子の対面だったが、アルトと子供たちは離婚が既定路線になって以来、面会を許されていなかったので、その表現に大おお袈げ裟さなものはない。

　フィオナは父子の絆きずなの強さを再確認し、決意を新たにした。

　もはや勝てるかどうかの問題ではなく、勝つしかないのだ。

　フィオナがそう心の中で誓うと、法廷の奥にある扉が徐に開き、黒衣を纏った老人、つまり裁判長が現れ、裁判の開始を宣言した。




　裁判は淡々と進んだ。

　まずは双方に離婚の意思を確かめる。

　双方当然のように同意すると、本件の最大の争点である親権へと話が移った。

　まずはフィオナ達から弁論に入る。

　ダビドは熟練の弁護士らしく、淀よどみなく説明を始めた。

「まず本件はただの離婚裁判ではない、ということを裁判長閣下には御理解頂きたい。普通、親権というものはすべからく女性に渡すものだ、というのが世間の認識であり、常識でもあるのは重々承知しておりますが、果たして本件はその大多数の例に属するものでしょうか？」

　そう言うとダビドは力なさげに夫人を指さす。

「失礼ながら私の依頼人であるアルト氏の夫人、つまりサイア夫人は世間一般が指す善い母親には到底見えない」

　法廷にいる全員の視線が夫人に注がれる。夫人は臆することなく凜りんとしている。あるいは見る人によってはふてぶてしいとさえ映るのではないだろうか。

　しかもふてぶてしいのは態度だけではない。ここは法廷、しかも子供の親権者を決める場所だというのに、格好がまるで母親らしくない。全身真っ赤なドレスで、帽子には極ごく楽らく鳥ちようの飾り羽まであしらってある。

　裁判官に悪い心証を与えてくれと言わんばかりの格好である。

　まともな弁護士なら依頼人にそんな格好などさせないが、フィオナ達の対面に鎮座しているエルフの女性は、そんなこと知ったことか、と言わんばかりに大おお欠伸あくびをしている。やる気をまったく感じさせないが、一応といった面持ちで挙手すると、

「裁判長、母親としての能力と格好に関連性はありません」

　と弁護した。

　裁判長は「異義を認める」と一応は言ったが、それが建前であることは明白である。

　フィオナ達はサイア夫人がいかに子育てに向いていないか、彼女の欠点を一つ一つ挙げ、時には証人も呼んだ。

　学生時代から子供が嫌いであると明言していたこと、

　爪の手入れが趣味である夫人が家事全般を生まれてから一度もしたことがないこと、

　子供達の誕生日などを一つも覚えていないことなどを槍玉に挙げたが、結局、スミオは何一つ反証を示すことなく、異義も数ヶ所申し立てただけだった。

　こうしてフィオナ達の弁論は終わったが、ここで丁度昼休みとなる。

　フィオナにしてみれば午後の審理など不要に思われたが、どんな人物にも裁判を公正に受ける権利はあるのである。

　あるいはフィオナは初めての裁判なのに、ある種の驕おごりにも似た余裕を感じてしまったのかもしれない。故に裁判所の化粧室の中で出会った宿敵に皮肉の一つも浴びせたくなってしまったのだろう。そう解釈するしかなかった。

「勝率九九パーセントオーバーの女の異名が泣いていますよ」

　いつになく好戦的な自分がそこにいた。

「………………」

　スミオは沈黙を貫く。

「お金に目がくらんで勝てもしない裁判を引き受けるからこうなるんです。いえ……、勝ち負けなんて関係ない。今回の裁判は明らかにアルト氏に正義がありました。スミオさんは依頼を受けるにしても早い段階で示談を受け入れるべきだったんです。そうすれば週に一度くらいは子供達と面会くらいできたのに――」

　フィオナの舌の活動を止めたものは、スミオの言葉ではなく笑い声だった。彼女はまるで良質の喜劇でも見ているかのように腹を抱えて笑い出す。

「……何が可笑しいんですか？」

　フィオナは不快感を言葉と表情に出して詰問する。

「はっはっは、いやあ、失礼失礼、小娘があまりにも無知で愚おろかだったものでついな」

「わ、わたしが愚かですって！」

「そう、愚かじゃ。ただ言い方が気に食わないのであれば変えよう。マヌケ、トンマ、低能、脳内お花畑、オーク脳、九九の七の段を言えない女、さあ、好きなものを選ぶが良かろう」

　フィオナは全身を震わせる。

　もはやそこにいるのは理知的な弁護士ではなく、男子と口喧嘩をしている幼年学校の生徒だ。

「じゃ、じゃあ、その脳内お花畑のわたしに負ける貴方はなんなんですか？　トロール脳ですか？　いくら連勝記録が途絶えそうだからって……」

「だから貴様は愚かだと言うのだ。妾が負ける？　寝言や妄想はベッドの中だけにするといい。小娘とてこれからこの世界で食べていくつもりなのだろう？　ならば相手の力量や自分達の実力くらい把握できるようにするのじゃな」

　フィオナはあまりのことに言葉を失ったが、すぐに冷静さを取り戻し、口を開いた。

　だが実際に言葉を発したのはスミオその人だった。

「わたしが負ける？　何を言っているの、このたぐいまれな美び貌ぼうの持ち主は」

「………………」

　後半はともかく、前半はフィオナが言おうとした台詞そのままである。

「いいや、小娘、貴様は負ける。それも完膚なきまでにじゃ。示談？　馬鹿も休み休み言えい。なぜ完全に勝利を摑めるのに妾が譲じよう歩ほせねばならぬ？　それと小娘、貴様は今回の裁判に貴様の依頼人に正義があるとのたまったな？　いい加減、その幼年学校の道徳の教科書に出て来そうな発想から脱却した方がいい」

　いいか、良く覚えておけ、スミオはなんの躊躇ためらいもなくそう言うとその白い指先をフィオナの鼻先に突きつけてこう言った。

「裁判は正義がある方が勝つのではない。いや、そもそも正義などそうそう存在するものではないのだ――」

　そこで止めておけばそれなりの格言となるのであろうが、ここで終わらないのがこの女の本領だった。

「いいか、良く覚えておけ。正義があるのはこの地上でただ一つ、妾の下のみじゃ！　そして勝利の女神も妾にしか微笑まぬ！　良いか、そのオークよりも小さな脳の容量に最優先で刻みつけるのじゃぞ」

　フィオナは沈黙せざるを得ない。彼女の言葉に感化されたわけでなく、彼女のエゴの凄まじさに当てられたのだ。

　ただ、そこで引き下がらないのがフィオナのフィオナたる所以ゆえんである。

　その後、弁護士らしい多彩な語ご彙いと幼児らしい低級な言い合いを一〇分ほど行うと、二人は一つの妥協点を見いだした。

　それは、この裁判に負けた方が何でも一つ言うことを聞く、というこれまた国中の幼年学校で取り交わされている幼稚な賭けだった。

　フィオナが勝った場合は、スミオが一年間、無償で貧しい人たちの弁護を引き受ける、というものであったが、スミオはその場では何も要求はしなかった。

　この性悪エルフのことである、どんな要求をしてくるか分かったものではなかったが、フィオナは別に恐れ戦おののいたりはしなかった。要は勝てば良いのである。

　正義はフィオナ達にあり、また勝機も完全にフィオナ達が握っていた。

　何を恐れると言うのだ。

　フィオナは元上司を言い負かしてやった爽快感に満足すると、数時間後に訪れる正義の執行を夢想しながら化粧室を後にした。

　……ただ正直に言えばいくつか、些さ細さいではあるが気になることがあった。

　一つはスミオが先ほどからあまりにも余裕をかましている所である。午前の審理でも大欠伸をしたり、やる気なさげな態度をしていたが、正直、安あん堵どよりもこれが本当に「法廷の魔女」と謳われた弁護士なのだろうか、という気持ちの方が強い。

　もう一つは彼女が去り際に残した見当違いの質問である。

　彼女はフィオナの背中越しに奇妙な質問を投げかけた。……悪意ある枕まくら詞ことばと共に、

「小娘が愚かで間抜けなことは今日はっきりと認識できたが、まさか妾の想像以上に馬鹿なわけではあるまいな？」

　要約すれば、ダビド法律事務所に入る時に、弁護士ギルドが定めた書類以外にサインなどしていないだろうな、ということだった。

「しました。ダビドさんに事務所の共同経営者になってくれと頼まれて。でもそれは形だけのことです。保証人がいないと事務所の更新ができませんから」

　答える義理はなかったが、毅き然ぜんとした口調でそう答えると、最後に酸味の効いた香辛料を振り掛けた。

「うちはどこぞの悪徳事務所と違って台所事情が厳しいんです」

　スミオは「なるほどの」と肉付きの薄い顎あごに手を添えてそう応えるだけだった。

　その表情から何かを読み取るのは不可能だったが、その質問が特に意味があることとは思えなかった。

　少なくともその時は、であるが――
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　恐ろしいことにこの正義を司つかさどる建物において、神をも恐れぬ犯罪が行われようとしていた。

　その犯罪とは詐さ欺ぎである。

　詐欺としか形容できないような事象が、この神聖な法廷で行われていた。

　午前の審理においてスミオ・マリアヘルという弁護士の態度や行動は、精一杯贔ひい屓き目めに見て依頼料泥棒と言ったところだったが、彼女はほんの一時間の休憩を挟んだだけで、その汚名を返上した。

　午前中の怠たい惰だで無能な姿はどこにもなく、午後の彼女は有能で格調高い法廷の戦乙女そのものだった。

　これを詐欺と言わずして何を詐欺と言えばいいのだろうか。

　彼女は自分の弁論演説が廻ってくると、まず午前にフィオナ達が挙げたサイア夫人の欠点を一つ一つ訂正していった。

「ダビド弁護士はおっしゃる、サイア夫人は良き母親でないと。ダビド弁護士はおっしゃる、サイア夫人は良き妻でないと。いや、ダビド弁護士だけではない。この法廷にいるもの皆が、サイア夫人は悪婦だ、と心の中で決めつけている。……だが果たしてそれは真実であろうか？」

　雄弁にそう語ったスミオがまず連れてきたのは、フィオナ達が最初に連れてきたサイア夫人の学友である。スミオはまず先ほどフィオナ達がした質問と同じ質問をした。

「貴方はサイア夫人と同じ学校に通い、卒業してからも親交を深め合っていた、それは間違いないの？」

「はい」

　と彼女は頷く。

「そして貴方は、学生時代よりずっと耳にタコが出来るくらい同じ話を聞かされていた、そうじゃな？」

「はい、その通りですわ。彼女は学生時代からずうっと自分は子供が大嫌いだ。あんな騒々しいのが家の中を駆け回る姿を想像しただけで身の毛もよだつ、そう言っていました」

「なるほど、その言い回しじゃと、近所を駆け回るガキンチョのみではなく、自分の子供も嫌いと受け取られても仕方ないのう」

「はい、彼女は子供なんて死んでも産みたくないと常々言っていました」

「ほう、でもサイア夫人は子供を産んでおるが」

「……それはきっと跡取りが必要だったからでしょう。彼女の家は名家です。きっとお父様にプレッシャーを掛けられたのではないでしょうか」

「なるほど、道理じゃ。じゃが、サイア夫人が産んだ子供は三人」

　フィオナはくるりと裁判長の方を振り向くと、三を強調した。

「跡継ぎならば三人も産む必要はなかった。仮に男の子が欲しかったのだとしても、二人目の子の股間には立派なキノコがぶら下がっているが、それはどうお考えかのう」

　スミオは底意地悪くそう言ったが、証人が口を開くよりも先に続ける。

「人間……、勿論、エルフもじゃが、人という生き物は移ろい変わりやすいものじゃ。子供など見たくもないと言っていた娘が子供を産むことによって母性本能に目覚める、そんなことは掃いて捨てるほどに例がある。妾はサイア夫人がその典型的な例であったと固く信じて疑わぬ。どうか裁判長閣下にも女の秋の空のように移ろいやすい心情を理解して頂き、第一の証人尋問を終えたいと思う」

　スミオはそう言い終えると、証人に二の句を継げさせずに退廷させる。

「………………」

　悔くやしいが見事な弁論である。まるで口の先から生まれてきたかのような言い回しであり、正直、フィオナの上司などとは役者がまるで違う。

　続いてスミオが反証したのは、今まで一切家事をしたことがない、という部分だった。

　スミオは先ほどフィオナ達が呼んだサイア夫人のメイドを呼ぶと、まずこう宣言をした。

「確かにアルト氏の弁護人とこの女性が言うようにサイア夫人は生まれてから一度も家事などしたことはない。それは我々も認めよう。だが、家事と子育てはまったく別物である、と良識ある者ならそう認識していると固く疑わないので、ここでは家事と子育ての因果関係については何も述べないことにする」

　当然の戦略かもしれない。サイア夫人が家事をしないことは彼女を知るものならば誰でも知っているので今更取り繕うことなど不可能だ。

「ただ、ここにおられるメイド長も、先ほどの二〇年来の友人と言われる御婦人も、サイア夫人との長年の親交があるにもかかわらず、誰一人として彼女を庇かばおうとしない。いや、それどころか彼女の欠点を誇張してまるで悪女のような印象を皆に与えようとする。悲しいのう、友情や忠義心とは無縁なのじゃろうか――」

　フィオナはここで初めて挙手をし、裁判長に言う、

「異議あり！」

　と。

　学生時代から何度も夢見た瞬間ではある。フィオナはしばしその言葉に酔ってしまいたかったが、裁判長の咳払いに気が付き、現実世界に生還する。

「あ、ええと、……そだ、友情や忠義心がないなどとは、弁護人の勝手な推測であり、証人の人格を傷つける悪意ある発言です。訂正を求めます」

　裁判長は大仰に頷くと、それを了承した。

　フィオナは破顔し、ダビドの方を見つめたが、彼もフィオナの手柄を我が事のように喜んでいる。

　が、スミオは気にした様子もなく続ける。

「――宜よろしい。確かに過ぎた発言じゃった。許して頂こう。ただ、友情や忠義心はともかくとして、どちらも二〇年近い親交があるにもかかわらず、サイア夫人を庇う言動がわずかばかりもないことは事実と認識して欲しい」

　スミオはそこで息継ぎをする。

「勿論、手心を加えてあることないことを言え、と言っているわけでもないぞ。ただ妾が言いたいのは、そんなにサイア夫人は人から憎まれ、悪あし様ざまに言われなければならない女なのじゃろうか、ということじゃ」

　スミオはぴんと白い指をサイア夫人に突きつける。

「確かに彼女はこの神聖な法廷で真っ赤なドレスを着ている。見るものが見れば不ふ遜そんな態度かもしれぬ。もっと端的に言えばただのビッチじゃ。……しかし、じゃ、仮に赤が彼女にとって特別な色だとすれば？　赤はサイア夫人のラッキーカラーだとすれば？　彼女がその腹を痛めて三人の子を産んだとき、子供達の健康と無事を願い、赤いマタニティドレスを纏って出産に及んだことはビッチな所業なのか？　いや、妾はそうは思わない。いや、思いたくない。なぜならば子供を愛おしく思わない母親などこの世にはいないからじゃ。何色のドレスを身に纏っていても、頭に奇天烈な羽根飾りを載せていても、彼女こそ世界で一人の三人の子供達の母親なのじゃ」

「………………」

　しんと法廷は静まりかえる。見れば傍聴席には目元にハンカチを当てている人までいる。

　フィオナ達にとっては最悪な事態であるが、フィオナに彼らを責める権利はない。なぜならばフィオナ自身、心ならずもスミオの弁舌に感動し、目元を潤うるませているからだ。

（子を愛おしく思わない母親などいない）

　これがあの守銭奴から放たれた言葉なのであろうか。

　この弁論は少なくともスミオの勝ちである。フィオナ達はこれ以上、サイア夫人の母親としての能力を糾きゆう弾だんすることはできなくなったし、またする気もなかった。あとは最終弁論で子供達を召喚し、スミオのように情に訴える作戦に望みを託たくすしかなかった。

　しかし、スミオはフィオナが考えていたほど生ぬるい弁護士ではないことを、その行動によって証明することになる。

「……裁判長、先ほどの二人の証人について、その証言能力の信しん憑ぴよう性について検討して頂きたく、最後に証拠書類を提出して、弁論を終わらせて頂きたい」

　スミオはそう言うと裁判長と相手弁護人、つまりフィオナ達に書類を配り始めた。フィオナ達のように手書きの安っぽい書類ではなく、専門の人間に書かせて複写した見み栄ばえの良い書類である。

　しかし問題なのはそこではなく、そこに書かれた内容だ。

　それには証人達の人格的欠点、あるいはサイア夫人を恨みに思う理由がいくつも証拠付きで列挙されていた。

　まず二〇年来の友人との友人関係が三〇年来になることはないこと。つまり彼女達はとっくに絶縁しており、また学生時代には男を取り合って友人面をしながらも憎み合っていたことなどが詳細に書かれていた。

　そして二〇年以上付き合いがあるメイド長の日頃からの鬱うつ憤ぷんが溜まったデスノートとも呼べる日記帳の存在は、もはや目を覆わんばかりだった。

　フィオナは思わず、「本件とはなんら関係がありません」と裁判長に詰め寄ろうとしたが、沈痛な面持ちのダビドに肩を叩かれて止められる。

「無駄なことは止めなさい」

　ということだ。

　これで裁判長の心証は完全に逆転した。

　サイア夫人の素の人格、悪女という印象は完全に払拭され、一方でフィオナ達はサイア夫人の人格を中傷する悪徳弁護士ということになったのである。

　これでフィオナ達は勝てるのだろうか？

　フィオナは思わず訴訟人席にいる依頼人に視線をやった。

　彼は意外にも稚ち拙せつな弁護を繰り広げるフィオナ達を睨にらむでもなく、傍聴席の一点を見つめていた。

　無論、その視線の先には――

　フィオナはその光景をしっかりと網膜に焼き付けると、最終弁論に向けて決意を新たにした。







　この期に及んではフィオナ達に残された戦術は一つしかない。

　当初から予定されていた子供達の証人としての尋問を実行するのである。

　ただ、それが本当に唯一の方法なのだろうか。

　実は午前の審理が終わった段階では、切り札を使わなくても勝てるのではないか、とダビドとフィオナは話し合っていたのだ。

　子供達の証人尋問を渋る理由はいくつかあるが、そのうち最大のものは、幼おさな子ごの証言は証拠として採用されないことがある、からである。

　刑事事件などではそれが特に顕著で、幼児の目撃証言などが採用されるケースはほとんどない。

　だが、これは民事訴訟である。しかもその子供達の親権者を決めるという大切な裁判で、流石に裁判官も斟しん酌しやくしてくれるはずである。

　である……が、そうことが簡単に運ぶかどうか、今となっては甚だ心許ない。

　フィオナは視線をその不安の象徴に移す。

　憎々しいまでに落ち着き払い、一枚の絵画のようにその場に溶け込んでいる。

　この手練れ弁護士に掛かれば、子供達の証言能力の有無を突かれ、フィオナ達の作戦が水すい泡ほうに帰きしてしまうのでないか。そう思わざるを得ないのだ。

　だが――

（……やるしかない）

　それは勿論、依頼人の為であるし、何よりも子供達の為でもあったが、実はフィオナの為でもある。

　フィオナはこの裁判に何よりも勝ちたかった。

　見習いで補佐とはいえ、初めての裁判である。初勝利で気持ちよく退廷したい、という気持ちがないわけでもなかったが、そんなことよりも純粋にフィオナは四人の父子に感情移入をしていた。

　この四人の人たちを引き離す判決など、決してあってはならない。

　それはフィオナが目指す世界にはあってはならない光景なのだ。

　フィオナは逡巡しているダビドの肩に手を添えると、「やりましょう」と一言だけ言った。

　ダビドは何も言葉を発しなかったが、無言で頷くと、裁判長に証人の申請を要求した。

　子供達は母親とは違い、シックな正装で証人席に現れた。

　下は五歳児、上は一二歳、男の子が一人に女の子が二人、昨日までは自分がまさか証人席に上がるなど考えたこともなかっただろう。それどころか裁判所の存在すら認識していなかったに違いない。

　だが、子供達は緊張の面おも持もちは隠せないまでも、勇気を振り絞り、証人席へ上がってくれた。

（……ありがとう、ミア、ルーク、スラ）

　フィオナが心の中で彼らに感謝の念を送っていると、とある人物がすうっと挙手をし、異義を申し立てた。

（やっぱり……）

　フィオナは当然予想された異義に落胆した。

　やはりスミオは子供達の証言能力の不備を突いてきたのだ。

　恐らく彼女は先ほどのような格調高い弁べん舌ぜつと悪魔のような籠ろう絡らく術じゆつで裁判官に異義を認めさせてしまうに違いなかった。

　勿論、ダビドもフィオナも反論は擁ようしているが、それが採用されるかは甚はなはだ疑わしいのである。奇しくもスミオ本人が言ったことだが、フィオナとて相手と自分の力量くらい把握できるのだ。

　しかし、スミオのその唇からもたらされた発言はとても意外なものだった。

「裁判長、本件はアルト・サイア夫妻の親権を巡る裁判じゃ。故に通常の刑事裁判や民事訴訟とは違い、子供の証言は何よりも重要だと思われる」

　思わずダビドとフィオナは顔を見合わせてしまう。予想とは正反対の言葉を聞いてしまったからだ。だが、その次にもたらされた言葉はそれよりも更に意外なものだった。

「しかしじゃ、子供というものは簡単に大人に言いくるめられ、教え込まれたものをオウム返しのように返してしまう生き物じゃ。まだ十分に自分というものを持っていないからの」

　つまりスミオが何を言いたいのかと言えば、

「子供達の証人尋問を認めるが、質問はダビド達ではなく、スミオ本人にさせて欲しい」

　ということだった。

　更に付け加えれば、

「スミオ自身に有利な質問に終始することはなく、客観的に本件に関係あることのみ質問することも誓う」

　とも宣言した。

　裁判長は即断せずに奥で裁判官達と相談を始めたが、すぐに戻ってくるとダビドにその条件を呑むか尋ねた。

　ダビドはフィオナの方をちらりと見たが、それは相談ではなく確認に過ぎない。

　しかしそれはフィオナも同様だった。

　まさに天てん恵けいであり、願ったり叶ったりともいえた。

　フィオナ達は元々、子供達を仕込んでお涙頂戴の三文芝居に打って出る気などさらさらなかった。子供達には事前に、法廷では自分達の本心をしゃべっていい、としか言ってないのだ。

　故に質問者がスミオに変わったところでなんの問題もない。

　彼女は裁判長の前で中立の発言に終始すると誓っているし、仮に一方的に自分の有利になるような質問しかしなかったとしても、フィオナ達はそこを突いて裁判官達の心証を悪くさせることもできるのだ。

　フィオナはダビドの、

「それで構いません」

　という発言に軽くガッツポーズをすると、スミオの質問に全神経を傾けた。

　しかし拍子抜けしたことにスミオが子供達にした質問は、本当に中立で公正なものだった。

　彼女は年下の子から順番に、左記の二つの質問をした。それも今までの猛々しい雄ゆう壮そうな口調ではなく、膝を折り子供達の目線となり、まるで幼年学校の先生のような優しい口調で――




「母上のことは好きかえ？」

「母上と一緒に暮らしたいかえ？」




　なんと単純な質問だろう。

　そしてなんと心打つ質問だろうか。

　その質問は緊張で張り裂けそうだった子供たちの心を明らかに解きほぐした。

　末っ子であるスラは、最初の質問に、

「うん、でもパパの方がもっと大好き」

「うーん……、パパと暮らしたい。だってママは怒ってばかりなんだもの」

　と子供らしく答えた。

　次に質問に答えたのは長男であるルークだった。彼は申し訳なさそうに、

「ママは……あまり好きではありません」

「あまり一緒に暮らしたくはありません」

　と、どこか遠慮がちに答えた。

　そして最後に長女である。

　彼女は最初の二人よりも年長の為、よりはっきりと正確に質問に答えた。

「母親のことは正直嫌いです。だって男の人にだらしないし、パパに辛く当たるから」

「正直に言ってしまえば一緒に暮らしたくありません」

　最後の質問を聞き終えたとき、フィオナは思わず叫んでしまいそうになった。

　そして勝訴と書かれた紙を広げて裁判所を駆け出してしまいそうになったが、既すんでのところで思い止まる。

　フィオナの中に冷静さが残っていたわけではない。単に長女であるミアが最後の回答の後に、「――でも」と思わぬ発言を付け加えたからに他ならなかった。

「――でも、一緒には暮らしたくありませんが、私たち姉弟に必要なのは、父親ではなく、母親だと思います」

「なっ、ど、どうして!?」

　そう口を開いてしまったのはフィオナだったが、実際にその真意を問い質したのは、スミオだった。彼女は優しげな口調で、

「どうしてじゃ？」

　と問い質した。

「理由は一つだけです。母の方が父よりも経済力があるからです」

（そ、そんな、確かにそうだけどお父さんの方が何千倍も愛情があるじゃない）

「弟や妹たちは、自分達の恵まれた環境が分かっていないのです。家にメイドさんがいる生活、誕生日には好きなものを買ってくれる喜び、将来、大きくなったら大学にだって通わせてもらえる。それがどれだけすごいことなのか」

「………………」

　フィオナは「異議あり！」そう叫びたかったが、結局口を開くことができなかった。

　フィオナの家が彼女の家庭環境と丁度逆だったからだ。

　愛情を注いでくれなかった父親と、愛情を惜しげもなく注いでくれた母親、そしてフィオナの家は彼女達とは反対の貧乏――

　確かに今でも母親の愛情とお金、どちらを取るかと問われれば、迷うことなく愛情を選択したが、同時に貧乏の辛さも身をもって知っている身としては、彼女の選択を糾弾することなどできなかった。

　スミオはフィオナ達の方に振り向くと、

「これで妾の質問は終わりじゃ。何か異義や補足で質問したいことはあるかの？」

　と語ったが、それは勝者の余裕以外の何ものでもなかった。フィオナは勿論、古ふる兵つわものであるダビドでさえ口を真一文字に結んでいる。

「判決を言い渡す――」

　裁判長は大仰に判決を述べた。

　結局、長女の主張が決め手となり、裁判はサイア夫人、つまりスミオの完全勝利に終わった。

　親権は完全にサイア夫人のものになり、アルト氏には月に一度の面会が数時間認められるだけだった。

　フィオナはアルト氏に数十通りに謝罪を述べ、自分のことを数百通り罵ののしったが、アルト氏は怒るどころか、

「一生懸命弁護してくれてありがとう」

　と頭こうべを垂たれ、恨み言一つ言わなかった。

　それが余計にフィオナの心を穿うがった。




　　　　　５




　フィオナは朝一番に事務所を訪れると、まず服の裾すそをまくり上げ、たすきを掛ける。

　濡れた雑巾を絞ると、二の腕で軽く汗を拭う。

　この小さな事務所には空調などという贅ぜい沢たくな物はなく、今日のように奇妙に蒸し暑い陽気との相性はよろしくない。

　しかし、だからと言ってフィオナは掃除をさぼる気にはならない。

　朝一番の掃除はフィオナがこのダビド法律事務所に雇われてからの日課でもあったし、日頃からお世話になっている空間や物の手入れをするのは、朝の清せい廉れんな空気との相乗効果によりとても心地良い儀式となるのだ。

　フィオナは昨日よりもほんの少し綺麗になった空間を見渡すと、「ふう」と溜息を漏らす。

　掃除が難儀だったわけではない。ただ単に少し物足りなかっただけだ。

　実は昨日より今日、一昨日より昨日と、段々、フィオナの溜息が漏れる時間帯が早くなっているのだ。

　別段、フィオナの掃除能力が上昇したわけではなかった。

　勿論、フィオナが手抜きスキルを習得してしまったわけでもない。

　結論から言ってしまえば、単に物理的に掃除がし易くなっただけにすぎない。

　フィオナがこの事務所にやって来た日の有様は、良く言って男所帯の典型例といったところで、悪く言えば魔窟そのものだった。

　だが今現在の姿は、まるでモデルハウスのショールームのようである。……それは言い過ぎか。現実的に近いものと言えば、修道僧の私室であろうか。

　つまり何が言いたいのかと言えば、一週間前からこの事務所にあった家具や調度品が少しずつ減っているのだ。

「まさか泥棒が!?」

　そう思われる方もいるかもしれない。実際、最初にその光景を目の当たりにしたフィオナも護民官に通報しそうになってしまったほどだ。

　だが実際に家具類を運び出す業者の方々は、法務局から認可を受けた合法的な人たちで、こうしてフィオナが座っている椅子を本人ごと持ち上げてそのまま馬車に押し込むのも何の問題もない。勿論、フィオナは途中で降りる権利もあるが。

　フィオナは、最後まで残った家具類を見送ると、業者の人たちにお茶を注いだ。

　竈かまどや蒸気コンロも取り上げられてしまったので、水出し緑茶であるが、この陽気で力仕事の後ということもあり、すこぶる評判が良かった。

　フィオナは「食器類は台所に置いておいてください」と言おうと思ったが、既のところで止める。この水差しにもティーカップにも当然のように「差し押さえ」の札が貼られていたからだ。

　こうしてダビド法律事務所に残った物は、剝がれ落ちた「売約済み」「差し押さえ」という札とわずか数週間の思い出だけだった。

　要はダビド法律事務所は廃業になったわけである。

　この期に及んでやっとそう自覚し始めたフィオナだったが、それを言語化したのはフィオナ本人ではなく、無遠慮に扉を開け放ち、許可なく侵入してきた女エルフだった。

「下町の人権派弁護士の根ね城じろも、こうなってしまっては兵どもが夢の跡じゃな」

　スミオは白い指先で窓の縁に触れると、「最近の裁判所は埃ほこりまで持っていくんじゃな」と笑った。

「ちなみに今のは埃と誇りを掛けたのじゃ。遠慮なく笑っていいぞ。無論、金は取らん」

　いつものフィオナならば憎まれ口の一つでも返すところだが、今のフィオナは、

「……不法侵入です。訴えはしないのでどうかお引き取りを……」

　くらいの言葉しか返す余裕がなかった。

「残念、実は大家に話を付けて見学の許可と鍵を貰っている。あのゴブリンの大家、流石に耳が早いのぉ、もう保証金を没収して次の店たな子こを探しておったぞ」

「……スミオさんがここを借りるんですか？」

「まさか、こんな小汚い場所、物置にすらならんわい」

　じゃあ、どうして？　フィオナがそう聞くまでもなく、スミオは来訪の目的を告げた。

「今日はヘッドハンティングに来た」

　スミオはそう言うと、大仰に革張りの椅子に身体を預け、脚を組んだ。ちなみに椅子は彼女の私物である。彼女の横に佇たたずむメイドが用意したようだが、あんなに重そうな椅子をあの細腕で運んだのだろうか。












「……ヘッドハンティング？　失礼ですが、スミオさんはあまり人を見る目がないんですね」

「囀さえずりおるな、小娘。妾の審しん美び眼がんと慧眼は業界でも語りぐさになるほどじゃぞ」

「わたしは裁判に負けたんですよ？　あの裁判には、正義も勝てる可能性もすべてわたしたちにありました。だのにわたしたちはそれを活かすこともできず、完かん膚ぷなきまでに負けたんです。そんなわたしがスミオさんのところのような一流事務所でお役に立てることなんてありません」

　それに、とフィオナは続ける。

「百歩譲ってわたしが役に立てるのかもしれなくても、わたしはもう法廷に立つことはできませんから……」

「どういう意味じゃ？」

「……ダビドさんが失しつ踪そうしてしまったんです」

「ほう、それと小娘が法廷に立てない理由に関連性があるのかえ？」

「……なっていたんです」

「むう、聞こえんぞえ」

「ほし……に……なっていたんです」

「まったく聞こえん、すまんがもっと大きな声で言ってくれんかの」

「ああっ、もう!!　知っているくせに!!　保証人ですよ、保証人、銀行にお金を借りるときに保証人になっていたんです、わたしが」

「ほう、それは難儀なことじゃな。銀行なら娼しよう館かんに売られることはあるまいが、自己破産をすれば弁護士資格は剝はく奪だつされるからの」

「……知ってるなら聞かないでください。でもこれで分かったでしょ？　わたしなんて雇っても家事や洗濯くらいしかできませんよ？」

「家事ならすでにメープルがいるからのぉ」

　スミオは横目でメイドを見ると、わざとらしくぽんと手を叩く。

「そうじゃ、良いアイデアがあるぞ。その借金とやらを妾が肩代わりしてやろう」

「え……」

「ちなみに額はいくらじゃ？　どうせ零細弁護士の借りられる程度の借金じゃ、言い値で払ってやるぞ」

　フィオナは思わず額を言いそうになってしまったが、慌てて飲み込む。

「……申し出は有り難いですが、スミオさんに借金を払ってもらういわれはありません。この件は自分で何とかしますので」

　勿論、そんな当てはどこにもなかった。だが、フィオナは他人の慈じ悲ひや施ほどこしにすがることがどうしてもできなかった。

「なんじゃつまらん」

　確かにつまらない性分である。損な性格であることも十分自覚していた。だが、フィオナは母にそのように育てられたのだし、その母がいない今、幼い妹や弟たちに身をもってそのことを伝えなければ、死んだ母に申し訳が立たなかった。

　故にどんな好意や言葉でもフィオナの気持ちを変えるのは不可能かと思われたが、目の前のエルフの辞書に不可能という文字はないようだった。

「ほんとつまらない娘じゃのお前は」

「……わたしはつまらない人間ですから」

「最初に見た時はどこか抜けていて頼りなかったが、すぐに熱意と負けん気だけは一級品だと思ったのにの。そんなつまらない意地で夢を諦めてしまうとは」

「………………」

　反論できないのも、胸が締め付けられるのも、スミオの言葉が正論である証拠だった。

「妾がお前の立場なら、こんなことで夢を諦めるなど決してないぞ。石に齧かじりついてでも弁護士を続ける。嫌な奴に頭を下げてでも金を借りる。なんなら銀行の担当者を妾の美貌で籠絡したっていい」

「……わたしは……スミオさんのように強くはありません」

「ほう、やっと本音が出たな。そうじゃ、貴様は恐れをなしたのじゃ。初めての法廷の雰囲気に、そこで出逢った才能の塊である妾に、そして何より依頼人それぞれに人生があるということを知ってしまったのじゃ」

「………………」

　その通りだった。確かにフィオナは法廷が恐ろしいところだと知ってしまった。

　自分よりも頭が良く弁が立つ人がたくさんいて、その人達と鎬しのぎを削っていかなければいけないのかと思うと、軽く目眩めまいを覚えるほどだ。

　それだけではない。自分が負けたことによりアルト氏は子供達と引き離されてしまったし、仮にもしも勝っていたとしても、子供達はフィオナのように経済的に苦労し、フィオナ達だけでなく父親も恨むようになったかもしれない。そんな未来さえ考えられるのだ。それが人の人生を左右するということなのだ。

（……そうか、わたしは怖かったんだ……）

　そう気が付いたフィオナに語りかけてきたスミオの言葉は、

　どこまでも厳しく、果てしないほどに優しかった――

「確かに貴様の手腕次第で依頼人の人生は大きく変わる。だがの、このことだけは忘れるな。悪党も善人も金持ちも貧乏人も、皆それぞれ、妾たちを必要としておるのだ。奴らは皆それぞれ、等しく不安や恐怖におののきながら、法廷という名の戦場で戦っておるのじゃ。それを貴様だけ怖いからと逃げるのか？」

「逃げたくはありません!!　でもわたしなんかが……」

「それを逃げると言うのじゃ！　戦え！　貴様はまだ戦い疲れておらんはずじゃ！　一戦!!　たったの一戦じゃぞ？　仮に今日負けたのだとしたら、明日、勝てば良いではないか！　明後日も勝てば良いではないか！　そうやって勝利を積み重ね、お前が思う正義とやらを実現させれば良いではないか！」

「……スミオさん、わたしは……」

　スミオの口から放たれた言葉は真実だった。心の底で紡がれた偽りのない言葉だった。

　そして何よりもフィオナの心を揺さぶったのは、その真しん摯しな瞳だった。

　彼女の真剣な眼差しにフィオナは既視感を覚える。フィオナがその眼差しを見るのは人生で三回目である。一回目は母親であり、二回目は恩師であったが、まさか三度目がスミオであることは驚きであった。

　きっと、人生の価値とはこの眼差しを何度見られるかで決まるのではないだろうか。

　そう思うとフィオナの中にわだかまっていたものがふっと消えたような気がした。

「スミオさん、わたし、目が覚めました。お願いします。どうかわたしにお金を貸してください。一生懸命に働いて少しずつお返ししますので」

　フィオナはこれでもかというほどに頭を下げる。角度もだが時間もだ。

　別に卑ひ屈くつになっているわけではない。

　ただ、今顔を上げてしまうと、泣いていることがばれてしまいそうだったからである。

　そんなフィオナにスミオはいつもの憎まれ口を叩く。

「……馬鹿者め、スミオ金融の取り立ての厳しさは銀行以上町金未満じゃからの」
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　このようにしてフィオナはスミオ・マリアヘル法律事務所の一員となるわけだが、その経緯はどこまでも運命的であり、偶然の産物であった。

　フィオナがスミオを見限り他の事務所に入ったのも偶然であり、

　ダビドの連帯保証人になったのも偶然であり、

　デビュー戦でスミオと相まみえることになったのも偶然であり、

　休廷中に化粧室で喧嘩になったのも偶然であり、

　フィオナ達の切り札である長女が裏切ったのも偶然である。

　すべては運命の輪を司る神の悪戯であり、水が高き場所から低き場所に流れるように必然だったのだ。

　――と言い張るのは、ことの真相を知らないものだけであろう。

　そもそもフィオナがダビド法律事務所の門を叩いたのにも何者かの見えざる力が働いていた。

「あの正義馬鹿の小娘のことじゃからの、行く先など数通りに絞れるわい」

　とは何者かの見えざる力ことスミ……、いや、Ｓ嬢の計算通りだった。

　彼女の忠実なメイドであるメー……いや、Ｍ嬢は当然の疑問を口にした。

「しかし、この王都にはゴブリンの皺しわよりも多くの法律事務所があると言われていますが」

「数だけはな。しかしそれでも小娘が目を付ける法律事務所など片手で数えられるわ。考えてもみろ、妾を強欲弁護士などと事実無根の糾弾をしておいてまた妾と似たような事務所に行くわけがない。それに奴が持っていた紹介状では大手など端から門前払いじゃろうて」

「確かに、なんの権力もない教授のものでしたね」

　Ｍ嬢は冷静に分析する。

「考えられるのは、人権、正義、人情など、腹の足しにもならないような言葉を連呼するしか能のない無能連中の吹き溜まりだが、得てしてそういう事務所は金がないからの、徒弟の募集などしておらんことが多い。またしていても、幾ばくかの金を摑ませれば、募集の広告などすぐに取り下げるわい」

「つまり、ダビド氏以外の広告は御主人様が取り下げさせたというわけですね？」

「うむ、そういうことじゃな。こうしてまんまと小娘をあの男の下に送り込んだのじゃ」

「彼女……、フィオナ様ならダビド氏の連帯保証人になると計算されたのですね」

「あの能天気娘なら深く考えずにサインすると容易に想像できるからの。人を疑うことなど考えもしない娘じゃ。人情弁護士と言われるダビドが実は酒や女にだらしなく、借金の塊などとは夢にも思っていなかったのだろう。いや、今でも思っていないのじゃないかの。きっと、やむにやまれぬ理由で借金をして身を隠しておると今でも信じているに違いない」

　しかし、それは過大評価である。

　確かに彼は裕福でない人たちの弁護を引き受けることで有名だったが、それが彼の人格を担保する理由にはなりえなかった。実際、フィオナを騙して借金の一部を押しつけたのは事実だったし、依頼人の利益対立者、つまり相手側に内通して小遣いを稼ぐなど、日常茶飯事だった。彼は裕福でない者の依頼も引き受ける弁護士ではなく、裕福な者から依頼が来ない弁護士に過ぎないのだ。

　もっとも先日の離婚訴訟においては彼は賄わい賂ろの類を一切受け取っていない。そんなことをせずともあの程度の男など簡単に打ち負かすことができる自信はあったし、実際、完膚なきまでに打ち負かしたではないか。

　しかし、いくら相手が弱くて、勝つ自信があるからといって、Ｓ嬢は慢心するわけにはいかなかった。少なくとも裁判の前半部分においては、その驕おごり高ぶりを面おもてに出さないよう腐ふ心しんした。

　そうしなければ化粧室にてフィオナに約束させるなど不可能であったろう。

「そう言えば何でも言うことを一つ聞く、と約束を取り付けましたが、それを使って徒弟にすることもできたのではないでしょうか？」

　確かにそういう手もあったが、それは二つの理由によって却下した。

　一つは、

「そんなことに使っては勿体ない」

　二つ目は、

「それじゃつまらない」

　という理由だった。明確にして簡潔な答えである。

　その言を聞いてＭ嬢は改めて主人の性格を把握したが、まだ納得できないところがある。

　それは裁判の最終局面、Ｓ嬢の勝利を決定づけた長女の証言についてである。

　Ｓ嬢は彼女が母親に有利な証言をすると確信をして裁判に臨のぞんでいたのであろうか？

　答えはイエスである。

「東方の兵法書にこんな言葉がある。――まず勝ちて、然るのちに戦う」

　意味は、ありとあらゆる布ふ石せきを打ち、勝利を確信してから戦え、ということらしい。

「つまり事前に長女を抱き込んでいた、ということでしょうか？」

「その言い方はあまりスマートではないの。妾は裁判の前日に娘の学校に赴いて、少しアドバイスをしただけじゃぞ。人生の先達としてな」

　事前に少女の情報を入念に調べ上げていた事実を隠いん匿とくしているが、Ｍ嬢は指摘する気にはならなかった。

「妾はただ、父上の下で暮らすことになれば転校しなければいけなくなるぞえ、と真実を言ったまでじゃ」

「……同じクラスに想い人がいて、先日、告白して相思相愛であったことが判明したばかりの少女にですか？」

「ほう、それは知らなかった」

「御主人様にも知らないことが存在するのですね」

「そう皮肉を言うな」

　Ｍ嬢は深々と頭を下げる。出過ぎたことを口にしたと思ったからだ。

　Ｍ嬢は主のことを心の底から尊敬していたし、その忠誠心にわずかばかりの曇りもないはずである。どうやら少女に少し感情移入しすぎてしまったようだ。気をつけなければいけない。

　Ｍ嬢の仕事はＳ嬢の生活が快適にかつ円滑に行われるようサポートし、彼女の能力を十全に発揮できるよう助力するだけである。彼女の仕事に口を出すなど、あってはならぬ越えつ権けん行為といえた。

「………………」

　故に、現在の状況をどう主人に伝えればいいのか迷ってしまうのである。

　できれば正直に、それも迅速にありの儘ままを伝えればいいのだろうが、もはやそんな雰囲気ではないことは明白であった。

　なぜならば、敬愛する主人の後ろで全身を震わせ、そのくすんだ色の髪の毛を天に聳え立たせている少女が今にも飛びかかって来そうだったからだ。迂う闊かつなことを言えば大惨事になることは明白だった。












　Ｍ嬢改め、メープルはしばし思案すると、主人に控えめにアドバイスをした。

「――御主人様、フィオナ様との約束はとっておくとの仰せでしたが、さっそく使わざるを得ない状況のようですよ」

　Ｓ嬢改め、スミオはゆっくりと振り返ると、珍しく苦笑いを漏らした。

　当然、スミオはランプの魔人に一つの願いを言うのだが、後日、少し後悔することになる。

「今の会話を一切忘れろ、ではなく、主に敬意を持て！　にすれば良かった。そっちの方が応用が利く」




　これが後に業界を騒がせることになる二人の弁護士の馴れ初めであった。

　運命的であるか、喜劇的であるか。

　判断しがたいところであるが、これがこの物語の端たん緒しよであることは間違いなかった。
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　このセレズニアという王国は、大陸にある諸国の中でも由ゆい緒しよある王国の一つである。

　建国は三〇〇年程前に遡さかのぼり、初代国王であらせられるフィン一世が聖魔戦争によって魔族に奪われたこのセレズニアの地を、不惜身命ともいえる果敢にして粘り強い国土奪還戦争レコンキスタによって奪い返したことに始まる。

　時の統一王朝の最後の皇帝であったアルマークは、その功績を高く評価し、自分の死後、故地であるセレズニアを一介の騎士であるフィンに譲り渡すことを約束したのだ。

　聖騎士王誕生の瞬間であるが、アルマークが天に召された時、いくつもの王国が雨後の筍たけのこの如くこの大陸に産うぶ声ごえを上げたのは歴史書が示すとおりである。

　元々、アルマークには後継者となるべき子がおらず（正確には一人いたが不幸にもなくなっており）この広大な大陸国家を英雄たちに分割相続させるのは、既定路線ともいえた。

　聖魔戦争というこの大陸に住まうすべての種族を巻き込んだ大戦を終結に導いた功績に見合う褒ほう美びなど、それ以外ありえなかったのだ。

　ここでセレズニアと同時に産声を上げた兄弟国をいくつか列挙しておこう。

　まずは北方の重商業国家ヨルン。この国は戦乱の中、混乱する流通を正常に導き、正規軍は勿論、魔族に対抗する小さな抵抗組織レジスタンスにまで武器を供与し、聖魔戦争を経済面で支えた小さな大商人ホビット族のヤルイヌに与えられた王国である。国名と始祖からして分かるとおり、この国は大陸にある諸国の中でもずば抜けた経済力を誇ほこっており、ヨルン商人といえば「やり手商人」の代名詞にもなっている。ただ、良い意味ばかりではなく、その抜け目なさを揶や揄ゆする時にも使われるのだが……。

　次に挙げるのは大陸の西端に位置するイスマス。この国は終始勇者の忠実な従者であった名もなき女僧侶に与えられた国である。敬けい虔けんなミスティア教の信徒である初代女王には当然のように子はおらず、現在も複数の司教による集団合議制が取られているが、今では大陸のミスティア教徒すべてに聖地として崇あがめられ、大陸中から巡礼に訪れる者が跡を絶たない宗教都市となっている。

　そして最後にセレズニアの東方に位置する軍事大国アストリア。この国はセレズニアの始祖であるフィン一世となにかと因いん縁ねん深い。

　かの聖魔戦争において勲功一番は誰か？　という話になれば、まず一番に名が挙がるのが、魔族の王と互角に渡り合った勇者であるが、二番目となると議論が百出し、収拾が付かなくなるだろう。そしてその議論の中心となるのが、セレズニアのフィン一世とアストリアの傭よう兵へい王ファルケンだった。

　元々この二人は救国の勇者と行動を共にし、同じ釜の飯を食べた仲でもあるのだが、その当時からすこぶる仲が悪かったらしい。小領主とはいえ何代も続く貴族の息子と荒野の蛮族の戦士とでは相性が悪いのも頷ける。お前のしゃべり方が気に食わない、お前の食事マナーが見るに堪たえない、女僧侶は俺が最初に目を付けた、嗚あ呼あ、ムカツク、お前など顔も見たくない、奇遇だなまったくの同意見だ、俺はもうこのパーティから抜ける。そのようなやり取りがあったのは容易に想像ができるし、別に無理に仲良くしろとも注文はしないが、その不和の種は個人レベルで抑えて欲しかった。

　その不和の種は見事に萌芽し、今では立派な大樹に育っている。セレズニアとアストリアは今でも始祖の薫くん陶とうが色濃く、国際会議の場では必ず席を離し、宿泊するホテルは必ず別にさせるのが伝統になっていた。ちなみに聖魔戦争後に起きた戦争の半数は、この二つの国が関わっていると言われている。

　これで四つの国を取り上げたわけだが、アルマークによって分割された国の数はこれらだけではない。聖魔戦争の功績によって与えられた殊しゆ勲くん国こく、それ以前より半ば自治権を有していた旧公国、また森の精霊であるエルフや流浪民であるゴブリンには広大な森や流る浪ろう権けんが与えられることになったし、この大陸には大戦以前よりも多様な統治機構が置かれることになった。

　結果としてそのことが、今現在の「蒸気と魔法の夜明け」ともいえる隆盛を築き、あれほど恐ろしかった魔族の伸張を防いでいるのだとすれば、統一王朝最後の皇帝であるアルマークはまこと慧けい眼がんの持ち主であったと言わざるを得ない。

　軍事国家アストリアで兵を輸送する手段として蒸気機関車が発明されれば、重商業国家であるヨルンがその経済力を背景に民間初の輸送蒸気機関車をセレズニア経由でイスマスの聖都へ直結させ、大量の信徒を巡礼に赴かせ、その運賃によって投資を回収する。

　セレズニアもそれに負けじと独力で鉄道網を敷設し、その技術を小国に高値で売る。

　こうして切せつ磋さ琢たく磨まし、国力や技術を蓄たくわえ、魔族に対抗する力を得ているのである。

　時としてその力は魔族以外のものに向けられることもあったが、この大陸に住まうすべての種族はそれなりに平和を享きよう受じゆしていた。

　それは偏ひとえに先人達のたゆまぬ努力と、その叡えい智ちを積み重ねてできた「法律」という存在が大きく寄与しているのだが、その法律が何なに故ゆえ生まれ、このセレズニアが「法治国家」と呼ばれるまでになったか、それはまたの機会にお話しすることになるだろう。

　ここまで長たらしい話を聞いたのだから、一気に話して欲しい？

　勿論、私もそうしたいのは山々なのだが、この法学校の基礎講座のような話は、実はとある少女の脳内の記憶に過ぎないのである。彼女は優秀で、その内容にはわずかの誤りもなかったが、悲しいかな、今、まさに眠りの妖精がその枕元より立ち去ろうとしているのだ。
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　くすんだ色の髪の持ち主は、がばりと上半身だけをグールのように起こすと、枕元に置かれた時計を一いつ顧こだにすることなく、綿の少ない布団を投げ飛ばした。

　ここからは青色映像円盤の特典となるので、御期待のシーンは謎の光、もしくは暗転処理させてもらうが、常人では考えられない速度で身支度を終える。その速度は貴族の令嬢の二〇倍、年頃の町娘の七倍といえば分かって頂けるだろうか。

　少女は数度梳とかしただけで近所の「よろず屋」までなら買い物に行ける程よい癖くせ毛げに産んでくれた亡き母に感謝を述べると、水牛のミルクに浸したライ麦パンを咥くわえ、粗末な扉を開け放ち、己の職場へ向かった。

　ちなみに少女の職場はグロリュースの一等地にあるハイソな事務所であったが、そこで働く少女の住みかは、そのブルジョワたちが住まう一画から対極の位置にあるスラムとまではいえないまでもそれに準じるものがある薄汚れた貧民街にある。

　乗り合い馬車を使えば二〇分ほどの距離であるが、借金漬けの新卒見習い弁べん護ご士しという身分では、頼りは母から授かった健けん脚きやくのみである。

「猫さんおはよー」

　見かける猫、それぞれに挨あい拶さつするのはただの猫好きだからではなく、猫の通り道としかいえないような場所をひたすら通るからだ。そうしなければとても始業時間に間に合わない。

　いくら前日が忙しく、帰宅が深夜に及んだといっても、遅刻をするなどフィオナのプライドが許さない。

　ついでにいえば財布が許さなかった。

「妾わらわの事務所では一分の遅刻ごとに日給から一パーセント引くからの」

　とは雇用主の心温まる言葉である。

　ちなみに、

「一〇〇分以上遅刻した場合は？」

　とも尋ねたことがあるが、答えは予想通りだった。

「安心しろ。翌日の日給からちゃんと引いてやるわい」

「………………」

　有り難いお言葉である。

　ある日、三パーセントも引かれてしまった憐あわれな労働者が控えめに陳ちん情じようしたことがあった。

「私の友人が勉強させてもらっている事務所は事務所の近くに所員寮があるそうなんです。しかも、朝と夕には食事も提供されるんですって」

「大手は豪勢じゃのう。妾のような零細事務所ではとてもとても……」

「その事務所、うちより小さいですよ」

　フィオナはしてやったり、と思ったが、守しゆ銭せん奴どエルフという名の難攻不落の要よう塞さいは、その厚顔さにおいても一級品だった。

「他よ所そは他所、うちはうちじゃ」

　とても理知的な弁護士が使う言葉ではなかったが、その効果と手軽さは何世代も掛けて母親達が証明している。

「……うー、くだらない絵や壺つぼは買うくせに」

　そう主張するフィオナの言は労働者として正しかったが、たとえ鋼鉄の塊が大空を飛び回るような時代になっても経営者の耳に届くことはないだろう。

　しかし、寮は大袈裟にしてもこの豪ごう壮そうな建物である。フィオナくらいの小柄な娘なら一人や二人くらい寄宿する余裕があるのではなかろうか？　この美術館のような建物に通い始めて数週間になるが、長くて広い廊下を往復するたびに似たような感想が漏れ出る。

　ちなみに仮にそうなったとして、フィオナのルームメート、あるいは寮仲間になり、尚且つ朝食や夕食を作ってくれる寮母さんにもなってくれる（……結構厚かましい娘だな）メープルは、フィオナの建設的な意見に諸もろ手てを挙げて賛同してくれた。

「きっと賑やかになって楽しいですよ」

　と、いつもの無表情の言であるが、フィオナにとっては千人力だった。

　あの傲ごう岸がん不ふ遜そんにして唯ゆい我が独どく尊そんなスミオでも、この有能なメイドであるメープルのことを高く評価し、信頼していることを知っていたからだ。

　……が、それはそれである。

　スミオは「物置でも良いから住まわせてください」と懇こん願がんする憐れな少女の願いを「そこまで言うなら構わんが、ちゃんと寄宿代を頂くぞ。うちは一等地じゃから物置でも貴様の住んでる安アパートより高いし、食事を提供してやっても良いが、材料費だけで目玉が飛び出るぞ」と血も涙もない言葉で斬り捨てる。

　落ち込むフィオナにメープルは、

「御主人様はきっとフィオナ様の借金が早くなくならないように意地悪をしているだけですよ。一日も長く事務所に留まって欲しいのではないでしょうか」

　確かにフィオナは件くだんの借金さえ返し終えてしまえば、こんな伏ふく魔ま殿でんのような事務所からおさらばする予定である。スミオのことを人間的に信用していなかったし、悪党の片棒を担ぐような真似は短ければ短いほどいい。

　しかしそれにしても、この娘は何を言っているのだろう。スミオがフィオナを高く評価しているなどとは到底思えなかった。

　仮にフィオナのことを大切に思っているならば、こうして肩で息をしながら飛び込んできた弟子に開口一番、

「ラムネを買って来い」

　などという非人道的な言葉を掛ける訳がなかった。

「………………」

　ちなみに彼女はきんきんに冷えたラムネを御所望であり、それを入手するには三ブロックほど離れた商店に駆け足で往復しなければならない。

　勿論、フィオナは駆け足で買いに行く。原始集落は勿論、どんなに高度化された文明においても末端の労働者が雇い主に逆らって事態が好転する例はほとんどないからだ。

　十数分後、フィオナは再び同じ場所に立つと無言でラムネを渡す。口を開かなかったのは賢い選択だったが、叡えい智ちを働かせたのは脳みそではなく肺という名の呼吸器官であった。フィオナはもはや肩ではなく、全身を使って呼吸をしている。

　そんな弟子にねぎらいの言葉を掛けるでもなく、

「あんまり冷えてないの、さては氷の精霊をけちっておるな」

　と呟つぶやく女上司はエルフというよりも雪の女王に近かった。

　フィオナが怒気を発し、三行半を押しつけないのは、偏に借金という名の黄金でできた鎖の存在が大きかったが、実はそれよりもいちいちこんなことで怒っていたら身が持たないという理由が大きい。

　スミオ・マリアヘルという女弁護士の下で働くということは万事こんな感じなのである。

　その顕けん著ちよな例を御紹介しよう。

　まずは彼女のオフィスに注目してもらいたい。いや、その小洒落たシャンデリアではない。無論、窓辺にあるお高そうな白磁の壺でもなく、その少し右である。いや、紫し檀たんの机でもなく革張りの椅子でもなく、そう、その後ろである。

　そこには遙か東にある島国から伝来した掛け軸なるものが掲かかげられている。ちなみに高価な物ではない。字は正直汚いが、問題はそこではなく、書かれた内容だった。




「妾の掌で踊る分には、どんな舞でもかまわない」




　誰が書いたか、または書いた人物の品性、あるいはその人物が何を言わんとしているのか、色々考察させてくれる言葉である。

　ちなみにこの掛け軸を書いた人物とスミオ法律事務所の所内規定を書いた人物は同一らしく、所内規定の第一条と二条にはこう書かれている。




　一、所長の言うことは常に正しい

　二、所長の言葉に疑念を持ったら一を読み返せ




　いつか第三条も読んでみたいのだが、どうしても一と二を行き来してしまうのでその夢は叶いそうにない。

　このように部下の忠誠心を刺激しないエピソードに事欠かない上司なのだが、業界内の評判はすこぶる良い。

　確かに見た目だけは万人が認めるところだし、依頼人からすれば彼女の弁舌と勝率はさぞ魅惑的なことだろう。

　先日もとある裁判でその評判に違わぬ実力を見せつけた。

　係争自体はよくある話だった。

　とある商人が売りつけた商品が欠けつ陥かん品ひんで、その賠ばい償しようを要求するというものだ。

　ただ問題なのが、売りつけた商品が世にも珍しい竜の牙で、それを購入したのが国内でも高名な魔術師だったということだ。

　魔術師は竜の牙から竜牙兵ドラゴントウースウオーリアーを造り出し、それを宝物庫の守護者にしていたのだが、その竜の牙が不良品だった為、物の役にも立たずに宝物庫が荒らされてしまったのだ。

　当然、魔術師は怒り狂い、ことを裁判に持ち込んだ。

　実は魔術師が買った竜の牙は虫歯に蝕むしばまれており、竜牙兵に使えるような代物ではなかったのだが、それを悪徳商人が石膏と塗と装そうで誤魔化していたのだ。

　どう考えても法的瑕疵は商人にあり、勝敗など初めから決していたのだが、結論から言えば裁判は商人側の勝利に終わった。

　魔術師側の敗因はただ一つ、弁護士にスミオ・マリアヘルを雇わなかった、その一言に尽きる。翌日の新聞の一面から引用した言葉であるが、ある意味事実を端的に指摘していた。

　スミオは魔術師が自称でも他称でも当代一の魔術師であることを突いた。

　曰く、

「そなたのような一流の魔術師が竜の牙の品質さえ見分けが付かなかったのかえ？」

　フィオナは上手いと思った。

　勝訴は諦め、魔術師の自尊心の高さを突いて示じ談だんに持ち込むのだと思ったのだ。というかそれ以外に勝ち目がないのは明白だった。

　しかし、スミオはそんな生やさしい弁護士ではなかった。とある詭き弁べんによって勝利を我が物にしてしまう。スミオは手練手管で魔術師を追い詰めると、最後に裁判官にとある学術書の写本を提出する。

　勿論、ドラゴンの学術書にもなるとその量は膨大で、フィオナが台車で運んでこなければならない量である。とてもその場で読める量ではなかったが、それがスミオの主張するところだった。

「裁判長、これだけの量と種類があるとはすごいと思わんか？　正確な数は分からんが、著作者だけで数百人、妾が生まれる前の本もいくつもある。ところで裁判長閣下は過去に一冊でも目を通したことがあるかの？」

　裁判長は首を横に振る。

「そうか、実は妾もじゃ。本件に関わるまでまるで興味がなかった。だが、弁護を引き受けるにあたり、妾はめぼしい学術書すべてに目を通した。どれも興味深いものじゃったが、妾はとある共通点を見付けた。その共通点とは、これだけの人間が、これだけの時間をかけて研究しているにもかかわらず、ドラゴンの生態がまったくの謎に包まれているということじゃ」

　事実であった。ドラゴンは幻獣の名に相応ふさわしく、その生態も神秘的であった。なぜあの巨体を大空に羽ばたかせることができるのか、なぜ火を吐けるのか、おおよその寿命さえ不明である。学者や賢者がそれぞれ推察のようなものを書き連ねていたが、どれも憶おく測そくでしかないのである。

　つまり何が言いたいのかと言えば、スミオは、

「そんな未知の生物が虫歯になるかさえも定かではなく、それ故に商人の手元に来た前後に起きた現象であると証明することはできない」

　と主張したのである。

　子供のような論理であり、詭弁としか言いようがなかったが、裁判長はその主張を認めた。

　民事裁判は双方が証拠や証言を立証せねばならず、学者の端くれでもある魔術師は、事実をねじ曲げてまで反証することができなかったのだ。

　確かにドラゴンの生態などなにも解明されていないのは事実で、雄や雌がいるのかさえも分かっていないのだ。故に魔術師の手に渡った後に劣化し、虫歯になった、という主張もそれなりの根拠を持ってくるのである。

　もっとも、スミオと悪徳商人以外の人間には、であるが……。

　不覚にもフィオナでさえ勝利後に悪徳商人とスミオの会話を聞くまでは納得していたほどだ。

　このようにスミオ・マリアヘルという女エルフは裁判においては常勝不敗にして国こく士し無む双そうの大活躍であった。

　仮にもし、フィオナがスミオのことを尊敬する要素が一分子でもあるとすれば、それはその弁護能力であろう。今は図らずも一味に加わってしまっているフィオナだったが、なるべく早くこの状況から抜け出し、ここで得た経験を法の助けを待つ弱き人たちの為に使い、せめてもの罪滅ぼしをしなければ弁護士を志した意味などない。

　ただ――

　このように悪あく辣らつにして強欲な上司であるが、フィオナは最近、彼女の評価から「冷血」という項目を取り除かなければいけないと思っていた。いや、冷血は冷血なのだが、少なくともその温度は氷点下から水が凍らないぎりぎりの温度くらいには上方修正させなければならない。

　なぜならば、口ではなんだかんだ言っても、それなりに従業員の福ふく利り厚こう生せいを考えてくれているからである。

　実は最近、フィオナはこのスミオ法律事務所に寝泊まりしていた。

　つまり無断で物置の一角を拝借し、そこにお泊まりセットを置いているのだ。

　ただ使用するのは馬車馬のようにこき使われ、歩いて帰る気も失せている日に限られる。いくらグロリュースは治安が良いとはいえ、やはり年頃の娘が夜間に徒歩で帰宅するなど憚られるものがある。決して乗り合い馬車代をけちっている訳ではないとここに明記しておこう。あくまで心身ともに疲れている日限定である。

　そして今日も馬車馬のように扱われ、心身共に極度に疲労していた。

　故にフィオナは、帰り際に軽くメープルにウィンクをする。

「今日もあそこを使わせてもらうね」

　という合図であるが、メープルはいつもの無表情で軽くお辞儀する。

　フィオナは夜食を催促しているわけではなかったが、フィオナが件の場所で眠っていると、メープルは高確率で夜食を入り口際に置いていてくれるのだ。

　無論、それはスミオの暗黙の了解の下に行われている作業であることは疑いない。

　メープルとフィオナはこの短い期間であるが、それなりの友好関係を築いている。

　しかしだからといってメープルが主に忠実であるという事実は変わりなく、フィオナの行動は筒抜けのはずだ。

　それなのにこの件に関して小言の一つはおろか、給金からの天引きもないところを見ると、フィオナの雇用主も多少は人の心を持っているということになる。

「おっといけないいけない」

　フィオナは軽く舌を出す。

「場所はおろか、夜食まで提供してもらっているんだもの、心の中とはいえ、あまり悪し様に言うものじゃないわ」

　雇用主の未来に幸あれ、特に性格の改善がもたらされるよう己の信じる神に祈ると、薄い毛布を身体に巻いた。

　こうして眠りにつけばそのうちに扉がすうっと開き、ドアの下に夜食が置かれるはずである。本当なら面と向かってお礼が言いたいところであるが、人にはそれぞれ立場というものがある。言葉の代わりに洗った食器の上に飴ちゃんでも置くことで代用しよう。

　フィオナはそう思うと、あっと言う間に眠りの世界の住人となった。

　それほど疲れていたということだろう。

　メープルの夜食は栄養価的にも味覚的にも大満足なものだったが、この季節だ、朝食として頂いても問題はあるまい。フィオナは夢の中で夜食に舌鼓をうちながら、朝食について思いを馳せていた。
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　幼い頃、少女は父親のことが好きだった。

　父は滅多に家に帰ってくることはないが、時折帰ってきては抱えきれないお土産を少女にくれた。異国の仮面、南国の巨大ナナフシの標本、小さなメダル、およそ幼い少女が喜ぶものではなかったが、当時の少女には海賊の宝箱の中身のように魅惑的に思えた。

「いいか、ダリル」

「お父さん、わたし――だよ」

　父親は必ず少女の名前を間違える。本来なら父親としてあるまじき行為だが、当時の少女はさほど気にしなかった。

「おおそうか、そうだったな、いいか――、お前も結構大きくなったし、最近、お父さんがなぜ家にあまり帰ってこないか、疑問に思ってるんじゃないか？」

「ぎもんってなあに？」

「ふしぎってことさ」

「お父さんはお仕事で家にあまり帰ってこれないんでしょ？　お母さんが言ってた」

「……そうか、あいつはそう説明しているのか」

「お仕事ってたいへんなの？」

「うーん、まあな、それなりに大変だ。父さんは人気者だからな、どこに行っても子猫たちが放してくれんのだ」

「そうなんだ、お父さんは猫さんたちのお世話をする仕事なんだね」

「ああ、だから見ろ、たまに背中を思いっきり引っ掻かれることもある」

　そう言うと父親は自慢げに背中を見せる。そこには古傷とともに生なま傷きずのような引っ掻き傷が確かにあった。

「わあ、かわいそう……」

　少女は父親の大きな背中をさする。

　父親は愛おしげに娘の頭を撫なでると、誇らしげに、

「これは男の勲くん章しようでもあるのだ」

　と鼻を啜すすった。

　何故か少女も誇らしげになった。

　後年に意味を知り、父親を軽けい蔑べつする幾つもの要素の一つとなるのだが、今の少女にはただただ父親と一緒にいられる事実が嬉しかった。

　故に日が暮れるまで父親と遊んでもらうと、少女は当然のように一つの質問をした。

　いや、それは質問ではなく、切実な願望だった。

「ねえ、お父さん、次はいつ帰ってくるの？」

　金色の髪の少女は振り絞るように言う。

　ある意味、父親との別れ際の儀式ともいえた。

　父親は屈くつ託たくのない笑顔で言う。

「そうだな、ハンナが母さんの言うことを良く聞いていれば、雪解けの頃には戻ってくるんじゃないかな」

　その言を聞いた少女は無邪気な笑みを漏もらす。

　父親は万事いい加減な性格で約束を違えることが多かったが、約束を破るようなことなど一度もなかったからだ。たとえ春に帰って来なくとも夏には、あるいは秋には、もしくは冬には必ず帰って来てくれるのである。

　今までがそうであったし、事実、少女の父親は季節の変わり目になるとふらりと家に帰ってきた。

　母親はそのたびに喜び、少女も歓迎する。そして時折、妹や弟が増えていくのは御ご愛あい敬きようだろう。

　ただ、少女が成長し、世の中の道理や知識を蓄えるたび、一つの疑問が胸中に芽生え始める。それは父親の職業や妹たちが増えていく過程ではなく、とても生物学的なことだった。

　だからある日、少女は恐る恐る父親に尋ねたことがあった。

　とても聞き辛いことだったからだ。

　だが父親は少女の素朴な質問にいつもの屈託ない笑顔で答えてくれた。

「ねえ、お父さん、どうしてお父さんは――を取らないの？」

　その答えは――
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　その日、フィオナが事務所を訪れると、珍しくメイドであるメープルに呼び止められた。

　曰く、

「ただいま来客中でして、御主人様は誰も通すなとのことです」

　らしいが、

「特にツインテールでくすんだ髪でアホ面の小娘は通すな」

　との特記事項まで付け加えられているらしい。

「何をなさっているのです？」

「今日は髪型を変えてみようと思ってね。気分転換気分転換。あ、メープルもたまには髪を結ゆってあげましょうか？　わたし、妹の髪を結ってあげていたから、他ひ人との髪を結うのうまいのよ」

「いえ、わたくしが言っているのはそういうことではなく、なぜ、ドアに耳を当てているのかということです」

「ツインテールじゃなくなったし、それに元からアホ面でもないし、これで部屋の中の会話を聞くくらいは許されるでしょ」

　ついでにくすんだ髪の色もどうにかすれば完璧だが、染めている時間はないし、母親から譲ゆずり受けたこの銅どう褐かつ色しよくの髪の色はお気に入りなのでそこまでしない。

　それでもメープルは忠実なメイドらしく、「御主人様は部屋に通すなではなく、広義の意味で会話の内容を知られたくなかったと思うのですが」と吐息を漏らすと、「……まあ、ほどほどにしてくださいね」とその場をあとにした。掃除用具を持っているところを見ると館内の掃除に行くようだ。この広い屋敷を一人で掃除しているのかと思うと頭が下がるが、それよりも気になるのはやはり部屋の中の会話だった。

　来るなと言われれば行きたくなり、聞くなと言われれば聞きたくなるのが人間というものである。ましてやここで上司の弱みを握れるかもしれないと思えば何を逡しゆん巡じゆんする必要があろうか。

　フィオナは全神経を聴覚に集中し、全身を耳にするかのように身体を押し当てた。

　そこから聞こえてきた情報は、

「さて、美う味まき茶であったろう。妾が南方より取り寄せた一級品じゃ。無論、妾の分だけで、貴様のは一〇〇グラム四分銀の安物じゃがな、はっはっは――」

　という馬鹿でかいもので、実は扉に耳を押し当てなくても十分聞こえる声量だった。ただ、残念なことに相手方の声はまるで聞こえない。この分厚い扉がそうさせるのか、声の主が極端に小声なのか、考察するよりも先に次の言葉がフィオナの耳に入る。

「さて、こんなジジイと茶飲み話をするほど妾も老いてはおらんし、暇ではないのでの、さっそく本題に入らせてもらおうか」

　スミオの口調によって相手の推察をすることはとても難しい。このエルフは乞こ食じきと話すときでも、ヨルンの大商人と話すときでも態度を変えないからだ。ある意味それは素晴らしいことでもあるのだが。

「ほう……ふむ……」

（ああ、もう何を言ってるんだか全然聞こえない）

「この度……の命により…………を…………裁判……り……、つきまし…………その弁…………王国でも随一…………参上…………」

　断片的な情報から推察するに、声の主がスミオに弁護の依頼をしに来たことは確かである。声から察するにかなりの老齢でまたその口調からも教養を感じさせる。

「当然です。あのお方は我が国の宰さい相しよう閣かつ下かであらせられるのですから」

　まるでフィオナの心を覗いたかのようなタイミングで声を掛けてきたのはメープルである。あっと言う間に掃除を済ませてしまったのか、それとも彼女も部屋の中が気になるのか、判断に迷うところだがそんなことはどうでもよかった。

「さ、宰相閣下って!?」

「国王陛下を補ほ弼ひつ奉たてまつる立場のやんごとなきお方です」

　とはメープルの無味乾燥とした説明であるが、そんなことは法学校を出ていないその辺の幼児でも知っている。

「こ、この国で一番偉い方じゃないですか!?　そ、そんな人がなぜこんなところに!?」

「あら、フィオナ様は不ふ見けん識しきでいらっしゃいますね。この国で一番偉いのは国王陛下です」

「そ、それはそうですけど、今の国王はボンク……、いや、政治に興味がなく、この国は実質、宰相閣下が取り仕切っているともっぱらの評判じゃないですか」

「そうらしいですね、一介のメイドであるわたくしなどには想像も付きませんが」

「そ、そんな偉い人がどうしてこんなところに？」

　フィオナはとにもかくにも右往左往し、顔色を七色に染め上げずにいられない。

「わ、わたし、今までに会った一番偉い人って、村の司祭様とか法学校の教授くらいですよ。ど、どんなおもてなしをしたらいいか見当がつかない……、あ、お、お茶入れます？　ひとっ走りして王国で一番のお茶を買って来ないと。それにお茶菓子も金粉が乗ってるような奴じゃないとまずいですよね？」

　その質問に答えたのはメープルではなく、部屋の中の住人である。いや、正確にはすでに廊下の住人であった。見れば呆れ顔でフィオナ達を見つめながら、いつもの毒気を吐いている。

「そんなに接待したいなら、ノーパンで高いところにある物を取るか、全裸で身体に食べ物でも盛りつけるといい。特に乳の部分は入念に底上げするのじゃぞ」

「ス、スミオさん」

　本来ならスミオの品のなさをたしなめたいところであるが、残念ながら今のフィオナにそんな余裕はなかった。間髪入れずに件の宰相閣下が話し掛けてきたからだ。

「小さな淑女リトルレデイ、どうか嬢の話を真に受けぬよう、そしてどうかお気遣いなきよう」

　冷たい床に尻餅をついている少女に、宰相閣下は優しげな言葉と共に手を差し出す。どうやらそれが建たて前まえだけでないことは彼の力を借りて起き上がり、次の言葉を聞いた時に確信した。

「この方が噂の新しい徒弟ですな。噂に違たがわぬ可憐さだ」

　宰相閣下といえばこの国の大貴族であり、最大権力者であり、本来ならばフィオナのような平民に触れるどころか、声さえ掛ける必要のない立場の人間だったが、実際はどうであろう、なんと優しく紳士的で人当たりが良い方であろうか。

　フィオナは一瞬でこの老紳士のファンになり、同時に人生最大の緊張も感じたが、このままぼけっと突っ立っているほど凡庸な娘でもなかった。

「こ、このた、たたたたび、はわ、わわがスミオ法律事務所にに、ごごご御依頼下さり、ままままことに――」

　フィオナの渾こん身しんの勇気を無む下げに扱ったのは当の宰相ではなく、フィオナの雇用主だった。

「依頼ならソッコーで断ったぞえ。つまり宰相閣下はもうお帰りじゃ。故に玄関までお送りするところじゃ。あ、メープル、大急ぎで塩でも持ってきてくれ」

　フィオナは一瞬、耳を疑う。宰相の依頼を断ったというところもだが、塩を撒くだなんてなんと畏れ多い。しかし、恐る恐る覗き込む宰相の顔は怒気に包まれていなかった。少なくともその表面上は。

「いやいや、確かに断られましたが、まだ諦めるとは申していませんぞ。わしも子供の使いでここに来ているわけではないからな、良い返事が貰えるまではたとえ塩を撒かれても帰るわけにはいかない」

「しつこい奴じゃの、お前は昔からそうじゃ。若い頃には妾に懸け想そうしおって毎日のように花束を送りつけたり、ほんと根っからのストーカー気質じゃの」

「汗かん顔がんの至り」

　宰相は悪びれることなく豪快に笑う。

　フィオナにとってはドラゴンの巣にハチミツを塗りたくって控えている気分である。気が気ではなかった。

「しょ、所長、さっきから宰相閣下に失礼ですよ！　この国に住まう臣民の態度には到底思えません」

　しかし、スミオには当然、暖の簾れんに腕押しだった。

　曰く、

「いくら位くらい人じん臣しんを極めた男とはいえ、妾はこやつのおしめ姿をばっちり見ておるからのう。今更、敬意など持ちようがないわい」

　ということらしい。

「貴方あなたはいったいいくつですか」と言いそうになったが、思わず飲み込む。考えてみればそのツンと突き立った耳が示す通りスミオはエルフである。しかもエルフの中でも更に特殊な存在の古エルフであり、その年齢は見た目どおりの訳がない。

　尋ねても絶対素直に言わなそうなので尋ねないが、少なくとも宰相閣下よりは遙かに年上であることは間違いなかった。

　その、この場の最年長者であるスミオは急に得心いった表情を作ると、ポンと手を叩いた。

「そうじゃ、良いことを思いついた」

「嬢がそう言った数時間後、とある村が焼失したことがあるが」

　宰相は冗談とも本気ともつかぬ口調で笑ったが、黙ってスミオの言を待った。スミオを信頼し、敬愛している証拠である。

　そしてスミオが発した言葉はとても意外なものだった。
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　フィオナは大きく息を吸い込むとノックをして、入室の許可を待った。

　本来ならここは自分の事務所であり、少なくとも客人に許可を取ることなどあり得ないのだが、相手が宰相閣下とあっては過剰ということもないであろう。

　フィオナはメープルに注いでもらったお茶を宰相閣下の前に差し出す。今度はこの事務所最高の茶葉である。スミオはぎゃあぎゃあと騒いでいたが、なんならフィオナの給料から差し引いてもらっても構わないほどだ。

　宰相閣下は、カップに口を付けると、

「有り難う小さな淑女リトルレデイ、最高の茶葉に最良の注ぎ方だ。それに若い美人が注いでくれたと思うとなお美味い」

　とお世せ辞じを言った。

　当然悪い気はしなかったが、フィオナは浮かれぬよう留意した。

　なぜならば事前の取り決めで、今、この場で行われる交渉には私情を挟まない、と、とある性しよう悪わる弁護士の前で誓ちかったからである。フィオナは初対面にしてこの紳士を気に入っており、できれば依頼を受けてその一助になりたいと思っていたが、そういう感情はＮＧなのである。

　また、宰相も権力や権威によってフィオナを籠ろう絡らくして依頼を承諾させないとスミオの前で誓っていた。元よりそのつもりもないらしいが、ともかく、目の前の紳士が持ってきた依頼を受けるか否かはフィオナに全権委任されていた。

　正直、この事務所に来て任された初の大仕事である。相手も相手だけに緊張は禁じ得なかったが、フィオナは努めて緊張を振り払うと、改めて目の前の紳士に視線をやった。

　見事な老紳士である。

　フィオナが今まで見てきた男性の中でも最も威い風ふう堂どう々どうとしており、その立派な髭ひげは貴族以外の職業を連想させることを難しくさせている。

　齢は見た目六〇くらい。実際はそれよりも年上らしいが、ぴんと伸ばした背筋からはとても高齢には見えなかった。

　フィオナなどは率直に、「うちの村の村長の何倍も立派に見える」と嘆息してしまうのだが、スミオあたりに言わせると、「年とし甲が斐いもない伊だ達て男おとこ」ということになるらしい。

　その当代随一の伊達男である宰相ヴォーパルス侯レオンハルトが、その逞たくましい声帯を震わせ話の口火を切ってきた。

「まずお嬢さんを萎い縮しゆくさせるわけではないが」

　レオンハルトはそう言ったが、翁おきなの口からもたらされた言葉は、想像以上に小市民の小さな肩にのしかかる。

「この依頼は儂個人が依頼するわけではなく、国父の依頼、つまり国王の意志であるとお考え願いたい」

「ちょ、ちょくめいですか」

　思わずひらがなになってしまったが、フィオナは崖っぷちで留まる。相手がどんな権道を用いても萎縮しないと誓ったばかりである。最初からつまずくわけにはいかなかった。

「否。勅ちよく命めいではない。あくまで国王陛下私人としての願いであらせられる」

「はあ……」

「怪け訝げんな顔をなさりますな」

「あ、いえ、そのようなことは全然……」

　表情の管理が杜ず撰さんなフィオナのことである、自身の表情筋よりもレオンハルトの観察眼の方が遙かに信頼できることは言うまでもなかった。

「あ、いえ、やはりちゃんと聞いておかないと。……ええと、その、宰相閣下はどうしてもスミオさんに依頼を受けさせたいのですよね？」

「是が非でも」

「なら、こんな交渉をするのではなく、国王陛下の勅命である!!　って言って強引に受けさせればいいんじゃないですか？」

　宰相閣下のような立場の人間がこのような一弁護士の事務所を訪れ頭を下げるなど不思議でしかたなかった。

　次に怪訝そうな表情をしたのはレオンハルトだった。彼はその表情をすぐに言語化した。

「これは嬢の徒弟ともあろうお方が不見識な。小さな淑女リトルレデイは統一王朝最後の皇帝アルマーク陛下が定めた法をお忘れか」

「うぐ、いえ、まあ、その覚えていますが……、ええと、大帝法、俗に言う国際法ですよね。大帝が最後に定めた法律で、この法だけ国境を跨いでどこでも適用されます。各国の国境もこれによって定められていて、あとゴブリンやオークなどの国を持たない種族の移動の自由などもこれによって……あっ！」

　この期ごに及んでフィオナの頭上にやっと電球が灯る。

「左様。嬢もこの法律によってこの国に留まり、弁護士をしているに過ぎないのだ。無論、この国で働くからにはこの国の法を守り、租そ税ぜいを納める義務もあるが、移動の自由、職業選択の自由、そして主を持たぬ自由も保障されている」

「つまりスミオさんは古エルフでこの国に国籍はないから、勅命は無効ということでしょうか」

「端的に言えば」

　レオンハルトは更に続ける。

「それに我が国は一部の権限を議会に委譲している。所謂いわゆる、立憲君主制という奴で、国王陛下は絶対王政を敷いているわけではない。勅命は絶対の法であるが、その内容は常に議会で精査され、槍やり玉だまに挙げられるのだ」

　レオンハルトはそこで言葉を句切ると、本日初めて表情を強ばらせる。先ほど性悪弁護士に依頼を断られた時にも見せなかった顔だ。

「故に仮に嬢に勅命を出せたとしても安易に出すわけにもいかぬ。断られでもしたら国王の権威が傷つくと騒ぎ、同意を得られたら得られたで国王ともあろうものがエルフに弁護を頼むのかと言いがかりを付けてくる」

「まるで子供みたいですね」

「実際、奴らは権力と権けん威いを弄もてあそんでいる大きな子供と変わらんよ。身体さえ小さくすれば権力と権威を竹馬と剣玉に差し替えても違和感はないだろう――」

　レオンハルトはまだそれでも何か言いたげだったが、評議会の悪口はそこで区切った。奴らの悪口なら三日三晩言っても言い足りないとは冗談には聞こえなかったが、今はそれよりも時間が惜しいらしい。

「しかし、今回の依頼もその議会が関わっているのだ。端的に言えば、評議会がとある人物を訴そ追ついせよ、と議案を出し、それが与党全会一致で可決されたことに問題が始まる」

「評議会がわざわざ一個人を訴追せよと議決したんですか？」

「左様」

「わたしの勉強不足かもしれませんが、あまり聞いたことない話ですね。それはよくある事案なんですか？」

「収しゆう賄わいの疑いがある議員や貴族を糾きゆう弾だんしろと騒ぐことはしょっちゅうだが、評議会がわざわざ一個人、それも一市民を訴追しろだのと議案を出し、ましてやそれが罷まかり通るなどとは、我が王国建国以来の珍事だよ」

「それはすごいですね、その一市民という方はすごい大物なんですか？　大商人とか、大賢者とか？」

「大物ではあるな」

「その大物さんはなにをやらかしたんです？　野党の最大支持者で何か犯罪を犯し、これを機に殲滅を図っているとか？」

「いや、そやつはノンポリだ、政治にはまったく関心がない。ただ、小さな淑女リトルレデイが指摘する通り政争ではある。議会が今回の事件をでっち上げ、それを利用して国王陛下の権威を疵付け、議会の権限を拡張することに奴らの狙いがあるのだろう」

「はあ、なるほど……」

　フィオナは覇気なく答える。正直、小市民であるフィオナには政争など無縁の世界である。当人達は真剣そのものでも、市し井せいの人間は興味も関心もそそられない。

（……だからスミオさんも受けなかったのかな）

　あり得る話である。彼女はお金大好き守銭奴エルフだが、エルフの癖にお金と同等以上に時間を稀き少しように思っている節があり、こういう面倒ごとを蛇だ蝎かつの如ごとく嫌う。

（スミオさんは相手から与えられる情報を精査し、勝てるか否かのみを判断材料に依頼を受けるか決めろ、って言ってたけど、これは受けない方が賢明かな）

　フィオナはそう思い、一応といった面持ちで質問した。

「ええと、結局その方は何をやらかしたんです？　議会で問題になるくらいだから、普通の犯罪じゃありませんよね？　まさか国家反逆罪とか？　我が国の情報を敵国に売っていたとか」

　翁はゆっくりと首を横に振りながら、

「そのような生やさしいものなら良いのだが」

　と苦笑いを漏らす。

「国家反逆罪以上の犯罪ってまさか国王弑しい逆ぎやく罪とか？」

「陛下は壮健であらせられる。今朝も分厚いトーストを三枚、マーマレードとバターをたっぷり塗って食されていた。無論、未遂でもない」

「国家反逆罪と国王弑逆罪以上の犯罪って……。うーん、正直思いつきません」

　意地悪な講義でお馴染みのメンテル教授の試験問題でもこれほどに悩んだことがなかったフィオナであるが、レオンハルトはあっさりとフィオナの疑問を氷解させた。

「当然。我が国には国家反逆罪と国王弑逆罪以上の犯罪は存在しませんからな。故にこの裁判は始めから超法規的なものなのだ。何から何まで異例なのだよ、今回の事件は」

　レオンハルトの口髭と顎髭のあいだからもたらされた男の罪状は確かに異例なものだった。

　否、異例なんて生やさしいものではなく、その罪状の響きも、それが意味する意味も、尋常ではなかった。

　フィオナは震える唇を叱咤しながら確認するかのようにその罪状を呟く、

「この世界に住まうすべての種族に対する人道的罪――」

　それはどのような罪なのであろうか、想像するだに恐ろしかったが、その罪に問われている人間は更に想像の範はん疇ちゆうにない人間だった。

　彼の名はアルスという。

　どこにでもあるありふれた名前である。

　さる統計学者によればこの世界で最も母数が多い名前であり、種族や文化を問わず多くの男子に付けられるポピュラーな名前とされる。

　古代から存在する名前で、意味は幸福な仔ことも大地の実りとも謂いわれているが、この名前が圧倒的に流行し出すのは、かの聖魔戦争後の話である。

　さもありなん、かの魔王と渡り合い、聖魔戦争を終結に導いた救国の英雄、勇者アルスにあやからない親など少数派であって当然といえた。

　それほど当時の親たちは勇者アルスに感謝し、子に勇者の万分の一でも勇気が宿るように祈ったのだ。

　さて、被告人の名について判明したことは確かなのだが、アルスというありふれた名前だけではてんで人物像が摑めないのも確かである。故にフィオナが、

「そのアルスさんという人は何処の出身でどういう方で何をされたのでしょうか？」

　と質問するのは当然の成り行きといえた。

　しかし事実を知ってしまえばこれほど滑こつ稽けいで愚かな質問はないであろう。

　故にレオンハルトは愚問に愚答で応じた。

　――少なくともフィオナはそう思った。

　――そう解釈するしかなかった。

「被告人は救国の勇者様その人だよ」

　この謹きん厳げん実じつ直ちよくな老人が表情を崩すことなく言い放った出来の悪い冗談が真実だと判明するのはわずか数分後のことであるが、あるいはフィオナにとってその数分間だけが救いといえた。

　これから何ヶ月にも及ぶ裁判が始まり、フィオナは弁護士としても個人としても塗と炭たんの苦しみを味わうのだが、それは偏に身から出た錆さびであった。

　何故なにゆえ自分はこの依頼を受けてしまったのだろう。

　それは裁判の間中ずっと、否、裁判後も自問自答し続ける課題となるのだが、その答えが見つかる頃にはフィオナはこの事務所から解放されているだろうか？

　その問いに答えてくれるものは誰もいなかった。
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　その夜、少女は夢を見た。

　懐かしい夢だ。

　夢の中の少女は、

　まだ父親が自分だけのものだと信じていた。

　まだ父親の背中が世界一大きいと思い込んでいた。

　誰かが誰かを傷つけることはなく、誰かが誰かに傷つけられることもない、

　そんな世界に生まれ落ちたのだと、無邪気に笑っていた。

　あるいはそれはまさに夢なのかもしれない。

　夢が覚めればそこには現実が待っているのかもしれない。

　ただどうか、

　どうか一つだけ願いが叶うのだとすれば、

　もう少しだけ夢を見ていられますように、

　それだけが少女の願いだった。
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「スミオさん、……いえ、所長、わたしに一任下さった勇者弾だん劾がい裁判の件ですが、熟考に熟慮を重ねた結果、依頼を受けることに致しました」

　その言を聞いたスミオは、

「ほぅ……」

　と意外な顔は見せたが、顔をしかめたりはせず、興味深げに尋ねてきた。

「意外じゃな、流石田舎いなか者もの、勇者に尊敬の念でも抱いているのかえ？」

「ええ、勿論、救国の勇者様はこの国の、いえ、ガイアスの民の英雄ですからね。人並み以上には尊敬しています」

「おいおい、それでは妾わらわとの約束が――」

　フィオナは雇用主の言葉を遮さえぎるように続ける。

「勿論、勝利の可能性も十分検討しました。一応、勝利に応じてお給金に色を付けてもらえる約束ですからね……」

「かっかっか、妾は太っ腹だろ」

「………………」

　フィオナは雀の涙ほどの歩合給よりも、負けたときの罰則金について、小一時間ほど問い詰めたかったが、沈黙を潤じゆん滑かつ油ゆにして話を進める。

「それで、小娘、なぜ、勇者は勝てると踏んだのじゃ？」

「理由は三つありますが、まず一つは、勇者様が救国の英雄だからです」

「おいおい、それでは答えになってなかろう」

「いえ、やはり三〇〇年前に魔族による侵略からこの世界を救った功績は、無視できません。相手側――、向こうの検事官もこの功績を無視して一方的に責め立てることはできないでしょう」

　スミオは所長専用の革張りの椅子に腰掛けると、

「まあ、道理じゃな。どんな弁護士でもまずそこを拠り所にするじゃろう。で？　二つ目は？」

　全体重を心地よいクッションに預けながら尋ねた。

「二つ目は、宰さい相しよう閣かつ下かが依頼をしに来られたという事実です」

「どういう意味じゃ？」

「宰相閣下の有能さは国中に知れわたっています。そんな方が依頼を持ち込むということは、勝算あり、ということなのだと思います」

「三〇点」

「え……？」

　突然の採点にフィオナは困惑する。

「まあ、確かにあのキザジジイは今回の裁判においてある意味重要なウェイトを占めている。もしもあの男がいなかったら、裁判官や裁判長は、議会派の息のかかった者達で占められてしまうだろうしな」

「う、うぐ、すみません、それも言いたかったのですが、どうも言葉足らずで」

「まあ良い、で、三つ目は？」

「……三つ目ですか？　うーん……」

　フィオナはしばし沈黙する。

　正直に応えて良いものか、逡しゆん巡じゆんせざるを得ないのだ。ただ、言葉を濁にごしたり時間をかけたりすればするほど上司の評価が下がるのは世の常である。フィオナも社会人一年生だ、気恥ずかしさと己の信念をかなぐり捨てなければならない時もあるのである。




「弁護をするのが、スミオ・マリアヘルその人だからです。彼女は最強の女弁護士です。彼女はどんな裁判にも負けたことがないし、それはこれからも一緒でしょう？」




　フィオナは腹に力を込め、赤面しつつ答えたが、その言を聞いた上司は、「にやり」と口元を歪ゆがませて、

「分かっておるではないか、小娘」

　とフィオナの髪をくしゃくしゃにした。

　おべっかを使ったとはいえ、いや、ある意味、事実を言っただけなのだが、上司から褒ほめられるというのはとても心地よいものだった。

　フィオナはしばしこの珍事に浸っていたかったが、残念なことに砂時計の砂粒はすぐに落ちきってしまった。

　先ほど宰相から預かった伝言を思い出してしまったからだ。

　フィオナが伝えた言ことづては、まるである種の錬れん金きん術じゆつのようだった。

　その言を聞いたスミオは、加速度的に顔色を青に染め上げる。

　あの冷れい静せい沈ちん着ちやくにして傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描いたようなエルフが、全身をわなわなとひくつかせたかと思うと、その小さな肺に目一杯の空気を送り込み、この建物中に響き渡らせんとするかのような大声でとある号令を発したのだ。




「今すぐ金目の物を隠すのじゃ!!」




　否、それは号令ではなく、怒号であり、ある意味、煽せん動どうであった。

　あまりの剣幕にフィオナですら訳も分からず彼女の指示に従ってしまったほどだ。

　黙々と高価な美術品や調ちよう度ど品ひん、食器棚の銀食器まで館の地下にある宝物庫に運び入れるさなか、フィオナの脳のう裏りにとある疑問が湧く。

「わたしは一体何をしているのだろう」

　雇用主の命令に従っている、客観的に見ればそうなのだが、少し視点を変えれば夜逃げをしているようにしか見えなかった。

　その疑問を氷解させてくれたのは、信じられないことに誰よりも勤勉に物を運んでいた細腕の女エルフだった。

「国際法、つまり大帝法六九条第七項によって勇者は個人の邸宅、または公的施設に土足で上がり込み、タンスを物色したり、壺つぼを破壊したり、その中の物を徴ちよう収しゆうしたりすることが許される」

　これは当時、国費が逼ひつ迫ぱくしていたことから苦肉の策として暫ざん定てい的てきに定められた法であるが、三〇〇年経過した今も立派に拘こう束そく力りよくを持ち続けていた。実際、今も勇者は他人の家に土足で上がり込み年頃の娘のクローゼットを合法的に漁あさることができるし、王宮の宝物庫に忍び込んでも罪に問うことはできない。

「つまりスミオさんの大切なコレクションが奪われたり壊されたりしないようにしているわけですね」

　フィオナは得とく心しんしたが、同時に、

「少しやり過ぎでは？」

　と思わなくもない。

「客人は、かの救国の勇者様ですよ。そんな泥棒予備軍のような目で見るなんて少し失礼では？」

「貴様は何も知らんからそんな悠ゆう長ちようなことが言えるのだ。あの人間のクズの手て癖くせの悪さは、大盗賊カンダタに勝るとも劣らない」

　まるで勇者様の為人ひととなりを完全に知り尽くしているかのような言い方である。

　するとフィオナの肩を人差し指で二度ほど叩く人物がいた。本日二番目の働き者であるメープルである。

　彼女はゆっくりと一枚の絵画を指さすと、

「御主人様にも愛らしい子供時代があったんですよ」

　と意味深な言葉を残し、どでかい東国の壺をひょいと持ち上げていった。

　彼女が指し示していった絵は有名な宗教画で、救国の英雄である勇者がエルフ族の長に認められ、エルフの宝具である世界樹の盾を賜たまわるシーンである。古エルフ族の女王の半神的なまでの美しさと凜り々りしさと、勇者の雄々しさが表現されている近代絵画の傑作と言われているが、この絵と件くだんの性しよう悪わるエルフに何か関連性があるのだろうか。

　無論、子供時代というのだからこのエルフの女王がスミオであるわけがないのだが……。

「あっ……」

　フィオナは思わず立ち止まってしまう。そしてそそくさと絵に近寄ると、勇者に盾を授ける女王の傍かたわらにいる小さな少女の存在を再認識する。

　少女は数人いたが、どの子も愛らしく、そして色とりどりの花輪を抱えている。盾と同時に勇者に渡しているのだろうか。

　フィオナはその中でも特に愛らしく、まるでおとぎの世界から抜け出たような少女に注目し、その造形を脳内に焼き付けると、次いで敬愛する、ということになっている上司に視線を移した。

「なんじゃ、目の保養なら後にせい、今は馬車馬のように働かぬか」

「ははは……まさかね……」

　と背中に水滴を一筋垂らしたが、それは現実逃避以外の何物でもないと分かっていた。

「ああ、その絵ならそのままにしておいていいぞ。あの男は自分の過去に鬱うつ屈くつしたものがあるからな。その絵には手もかけまい。それに妾の愛くるしい童女めのわらわ時代を見て心洗われ、少しは己の行ぎよう状じようを改めるかもしれんて」

「ははは……やっぱり……」

　ただものではないと思っていたが。どうやらフィオナの雇用主は歴史の教科書に記載されるような人物であり、少なくともその齢よわいは三〇〇を数えるらしい。今更驚きもしなかったが、失望はした。

「どんなに愛くるしい妖精でも俗ぞく世せにどっぷり浸かるとああなってしまうのね」

　本人には聞こえぬようにそう言うと、自分を強く保っていられるように、服の袖そでを捲し上げ、この館一番の働き者になることにした。

　こうして三人の働き蟻ありはその日一日を浪費して館中の貴重品を移動させた。

　なんとか明朝の勇者様御来訪には間に合ったことになる。

　フィオナはいつにも増して疲れたが、今日はいつものようにメープルに目配せをしなかった。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱい（まったくそうは見えないが）のメープルを気遣っているわけではない。

　また極度の疲労の為、夜食を食べる食欲がないわけでもない。

　実はフィオナは数日前から、恒こう例れいの儀式を完全に止めてしまった。

　無駄であると気が付いてしまったからだ。

　それと同時にフィオナは雇用主の評価に再び「冷血」を付加させると、今日はいつにもまして慎重に自宅へ帰った振りをした。見つかれば今までの分も含め、家賃を徴収されることは自明だったからである。

　いや、それだけならまだいい。

　フィオナが今までとある人物と食べた夜食の食材代金も天引きされることになるだろう。

　それは見習いにして故郷に育ち盛りの妹弟きようだいを抱える少女にとっては死刑宣告にも等しいのだ。




　　　　　２




　来たるべき日、つまり救国の勇者様御来訪の日、誰よりも忙しかったのは、やはりメイドのメープルであることは異論の余地がないだろう。

　彼女はまだ日が昇らぬうちから床を離れると、昨日、あれほど磨き上げた玄関の大理石を同様に手入れをし、普段は滅多に使うことがない貴人用の門もん扉ぴの開閉具合を確認する傍ら、セレズニアの国旗と共に勇者の紋章も掲げた。

　その忙しさはさながら負け戦の衛生兵と言ったところだったが、フィオナはそれを横目で見ていることしかできなかった。

　フィオナも彼女に負けず劣らず忙しいからだ。

　勇者様の弁護を引き受けると決めたその時から、残念ながらフィオナにメープルのことを気遣う余裕はなくなっていた。

　まずは丁でつ稚ちの宿命である資料探しから始まり、過去の判例の検索、そして証人になってくれそうな人物との折せつ衝しようなど、正直寝る暇がない。

　今、この館で、

「うーん、やはり香茶はアヴァロン産に限るわい」

　などと茶の香気を楽しみながら優雅におめざと洒落込める人物は一人しかいなかった。

　もっともそのやんごとなきエルフ様も、その瞬間、つまり勇者様が来訪される時間帯が近づくと、忙しなく足を組み替えたり、苛立たしげに時計を見たりして、人間らしさの片へん鱗りんを見せているのが少し興味深かった。

「今、何時じゃ」

「一一時少し前です」

「……そうか……、――ところで今、何時じゃ？」

「一一時少し前ですよ。あ、一一時になりました」

　ちなみにこのフィオナとスミオのやり取りは、本日四回目である。なぜならば件の勇者様の来訪予定時間は朝の九時であり、それから二時間も予定を超過しているのだ。

　悠久の時を生きるエルフは時間にルーズである、とは世間の一般常識であるが、残念ながらスミオはその常識に当てはまらない。少なくとも自分が待たされることを何よりも嫌うことをフィオナはこの短い付き合いで知ち悉しつしていた。

　故に、本日五度目の、

「今は何時じゃ？」

　を聞く前に自主的に勇者を迎えに行くと宣言したのは賢い判断であろう。

　スミオは愚ぐ痴ちを言う相手を失うことを惜しんだが、大仰に許可してくれた。

　しかし嬉々として出かける準備をするフィオナの背中にスミオは姑しゆうとめのような口調で語りかける。

「ところで小娘、貴様はあやつの顔を知っているのか？」

　あやつとは勇者のことであろう。このエルフにかかれば救国の勇者様もあやつ扱いである。フィオナは窘めたかったが、面倒なので溜息で代用する。

「顔は存じ上げません。でもすぐ分かりますよ、絵巻物や絵画に良く描かれていますし」

「馬鹿者、あれは三〇〇年前の奴じゃ。人間、三〇〇年も生きれば人にん相そうも変わるわい」

「あ、そうか、でもやっぱり勇者様なんですからすぐに分かりますよ、オーラが出てるはずです」

「ほう、ちなみにどんなタイプを妄想している？」

「ええと、うーん、そうですねー、きっと巨大なトロール達に囲まれても臆おくすことのない立派な偉い丈じよう夫ふです。……たぶん」

「ほう、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうなのか」

「あ、いえ、そういうタイプじゃなくて、うーん、顔は割と美形で、ほら、今人気の舞台俳優のユーゲイン様みたいで、でも実はワイルドタイプで、死の危機に瀕しても笑ってジョークが言えるタフガイです。……たぶん」

「そうか……くっくっく」

　スミオはそう笑いを漏らすだけでそれ以上フィオナの想像には干渉せず、最後にいくつかアドバイスをしてフィオナの背を押した。

　フィオナは少し怪け訝げんに思いながらも一応、雇い主の助言に従ってみる。

　フィオナはスミオに信を置いていなかったが、少なくともスミオと勇者には面識があり、何も知らない自分よりは勇者を見分けるコツを知っているだろうと思ったのだ。

　フィオナはスミオに言われたとおり、まずスミオ法律事務所の半径五〇〇メートルを捜索した。無論、なかなか見つからないだろうから、まずは地面に広がる黄色い液体を目印に探索すること、これにも従った。

　その黄色い泉の近くに、火か竜りゆうのように酒気を発しながら眠っているやさぐれた男がいる。この手の男に若い娘が関わって良いことが起きた例ためしはないが、流石に往来で寝かしておくのは酷こくなので、持参したバケツの水を頭から思い切り掛けてやるべし、フィオナは躊躇ためらいながらも実行した。

　勿論、男はそれでも起きないはず。まあ、そこまでしてやれば後は自己責任なので放置しておくべし、仮にその男が寝返りを打って馬車に轢ひかれようが、橋から落ちて土ど左ざ衛え門もんになろうが何の問題もない。

　なぜならば、その男は三〇〇年ほど前に始祖竜ネイテイブドラゴンの血を浴び、不ふ老ろう不ふ死しの身体を手に入れているからだ。

　つまり、フィオナの目の前で安酒と嘔吐物に塗れているこの小汚い浮浪者が、三〇〇年前にこの世界を未み曾ぞ有うの危機から救った英雄、救国の勇者アルスその人なのだ。


















「お嬢ちゃん、オレとどこかで会ったことはないかな？」

　それがフィオナが勇者の口から聞いた初めての人間らしい言語である。

　それまでは「うー」だの「アッー」だの「おぶえぇ」だの、酔っ払い専用の言語しか引き出せなかったのだから大分進歩したといえる。

「くぉら、この俗物勇者め、女とみれば見境なしか、この娘はまだ乳も膨らんでおらぬのだぞ」

　年長者として、あるいは雇用主として徒と弟ていを守ってくれているのか、それとも馬鹿にしているのかは分からないが、多少心配してくれているようなのは事実らしく、スミオはフィオナの手を引き、「ロリコン勇者」からフィオナを引き離した。

「心外だなあ、オレ様はこんなナリはしてるが、昔は年上専門だったんだぜ。今はもう年上の女なんてエルフくらいだから、二〇代三〇代の小娘で我慢してるがね。やはりこう女は、男をこう包み込むような母性がないといかん」

　アルスはそう言うとごく自然な動作で右手をメープルの臀でん部ぶに持って行く。

　無論、スミオはメープルの腕を強引に引っ張り、それを阻止する。

　顔は笑っていたが、その目は、

「うちの所員に手を出したらその腕をへし折る」

　と宣言していた。

　ちなみにその手がしつこくもスミオの臀部に伸びそうになったのは、本人曰く、

「一人だけ触らないと女性を傷つけることになる」

　というどこまでも自分勝手な哲学によるものらしい。

　もっともその哲学も痛みには敵わないらしく、灰皿で思い切り手の甲を叩かれると（いや、砕かれると）、以後、行儀良くなった。表面上は、であるが。

「しかし、まあ、ナンパじゃないのは事実だぜ。お嬢ちゃんは将来美人になるとは思うが、なんだかオレ様の息子はぴくりともしないし、スミオちゃんは昔から肉付きが薄いから好みじゃないし、メープルちゃんはあれだけど、まあ、良い雰囲気になれば分からないが、まあ、取りあえず当面は安心してくれていい」

　何をどう安心すれば良いのか分からないが、フィオナはスミオに目配せすると、本題に入ることにした。

「ええと、勇者様、本日お越し願ったのは――」

「アルス」

「え？」

「勇者様じゃなくてアルスと呼んでくれ。クソ親父が付けた名前だが、それなりに気に入っているんだ」

「……分かりました。じゃあ、ええと、アルス様、うん、それじゃあ、今後はアルス様と呼ばせて頂きますね」

「ＯＫ、お嬢ちゃん、で、お嬢ちゃんの名前は？」

「あ、失礼しました。わたし、フィオナと申します。マナンマ村のフィオナです」

「良い名前だ。娘が出来たら付けたいね」

「…………恐縮です」

「さて、ちゃっちゃと本題に入っちゃってくれや、はよ終わらせて迎え酒を飲みたいんでね」

　アルスはそう言うとスミオ御自慢のテーブルに足を投げ出し、気け怠だるそうに椅子に背をもたれさせた。

　これから話をしようとする人間に対し、不敬であるが、フィオナは今更腹など立てなかった。フィオナはこの短い邂かい逅こうでこの救国の勇者の為人ひととなりを把握してしまったからだ。




　この手の男に対する対処法はただ一つ、




　〝何も期待しない〟




　その一語に尽きるのである。







「どうじゃ、妾が言うた通り、最低の男だったろう？」

　それがアルスがこの館を去った後にスミオが言った最初の言葉である。

　だがフィオナはそれには賛同しかねた。

「わたし、前々から最低の男と、人間の屑との間には、明確な境界線があると思ってたんです」

「ほう、面白い説じゃな」

「思うに、アルス様はその境界線の間にある関所で門番をしているんじゃないでしょうか」

「小娘がそんな毒気を吐くなど珍しい。下水を這はいずり回るドブネズミにも美点を見いだすような良い子ちゃんがどうした」

「……毒くらい吐きたくなりますよ、救国の勇者様があんな人だったなんて」

　フィオナは溜息と共にとある資料をスミオに見せた。

「訴そ状じようじゃな、ふむ、去年のものか、何々、被告人の一人はあやつじゃな、罪名は詐さ欺ぎか」

「一週間経ったら消える魔法のペンを子供達に売りまくって、六日目にドロンしたらしいです。アルス様の相方が、ですけど。アルス様は自分も被害者だと主張したらしいですが、結局、有罪になって禁きん固こ刑けいを受けたらしいです」

「こすい犯罪じゃのお」

「ちなみに先ほど、帰り際に、わたしとメープルに投資話を持ちかけてきました。内容は、カラー・コッカトリスの雛ひなの量産に投資しないか、というものです」

「そんなもの祭りの夜店に行けば売っておろう」

「いえ、アルス様曰く、今度の生産法は今までのヒヨコに塗と装そうしたような偽物ではなく、生まれた時から着色済みの物らしいです。なんでも餌に秘密があるらしく、赤くしたいなら唐辛子とトマトうんぬん言ってました」

「馬鹿じゃのう、そんな話、信じるものなどおるまい」

「いえ、それが二人ほどいまして……」

　フィオナは申し訳なさそうにメープルを見つめると、溜息交じりに呟く。

「質たちが悪いのは、アルス様本人もその投資話を信じているということです。アルス様はその与太話を心の底から信じて、良い投資話として周りにも勧めているようなんです」

「……自覚なしが一番質が悪い、ということか」

「……最初、スミオさんの伝聞や資料などに目を通してみても、アルス様があんな駄目人間だなんて信じることはできませんでした。だって子供の頃から勇者様は偉大な方で、人格もそれに見合う紳士だと教わってきましたから」

「三〇〇年前まではの。救世の志を胸に旅立った頃は正義感の強い田舎のあんちゃんといったところだったが、勇者と呼ばれるようになった頃にはもうあんな感じだったらしい。まあ、一部では奴の行状は知れ渡っておるが、田舎などでは未だに純粋に英雄崇すう拝はいの対象になっていてもおかしくはないの」

　フィオナは一際大きな吐息を漏らすと、前途の遼りよう遠えんを今更ながら嘆いた。

　あのような人物を何なに故ゆえ、そしてどのように弁護すれば良いのであろうか、と。

　しかし、それについてはスミオに明確な方針があるようだった。

「小娘、勘違いしているようじゃから言うが、今回、あやつが弾劾裁判にかけられるのは、あやつが女たらしだからでも、駄目人間だからでも、ましてや詐欺師だからでもない。あやつが三〇〇年ほど前に交わした魔王とのやりとりが糾きゆう弾だんされておるのじゃ」

「それは分かっていますが……」

「無論、検察側は奴の人格をまず攻めてくるじゃろう。……しかし妾はそれをはね除のける自信がある」

　スミオはそこで言葉を句切ると、「ただし」と付け加えた。

「妾の手足となって働く優秀な助手の協力を得られれば、じゃがな」

　そして恐らく、その徒弟には、なんの迷いもなく主を信じ、仕事に埋没することが求められるはずである。

　自分は雇用主の期待に応えられるだろうか？

　あるいは応えて良いものだろうか？

　未だ幼さの抜けきらない少女にとってその答えを導き出すのは容易ではなかった。
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　法廷の魔女こと、スミオ・マリアヘルのことを、守しゆ銭せん奴どで吝りん嗇しよくで強欲と称する人間はたくさんいたが、それは彼女の欠点を不当に誇張し、悪意をもって宣伝しているに過ぎない。

　しかし、その意見に与くみしない人間も勿論いる。

　少なくともこの数週間、スミオ・マリアヘルというエルフと仕事を共にし、その行動を間近で見てきた人間に言わせれば、

「その三つの欠点の頭に〝超〟の文字を付けなければ納得いかない」

　ということになるらしい。

　幾分穏やかな意見もある。

　女弁護士に長年仕える忠実なメイドに言わせれば、守銭奴は「向上心」という言葉に置き換えられ、吝嗇は「経済観念」、強欲は「行動力」という言葉に置き換えられる。

　なるほど、天に浮かぶ月も国や地方によってその模様が変わるらしいが、人も同じということだろうか。

　フィオナは時折、雲の合間から覗く銅貨のような満月を見上げると、気怠そうに歩みを進めた。

　時間は午後九時を過ぎており、満月とはいえ婦女子が一人で歩いていいような時間帯ではないが、スミオ法律事務所に《交通費》なる甘かん美びな制度がない以上、仕方がないことでもある。もっとも、たとえあったとしても乗合馬車など使わず、差額を着服してしまうだろうが。

　故にフィオナが自宅に到着したのは一〇時近くであり、当然、疲労も眠気もピークとなる。

　女の子にあるまじきことだが、たらいで湯ゆ浴あみもせずにそのまま寝てしまっても仕方ない状況である。しかし、フィオナはそんなはしたない真似はしない。なぜならば己が行動で手本を示さなければいけない同居人がいるからだ。

　さて、ちなみにフィオナが住んでいる２Ｋのこのボロアパルトメントは当然のようにペット禁止である。犬猫は勿論、使い魔やゴーレムの類たぐいも禁止で、意地の悪い大家が留守中に確認に来るほどである。故にフィオナがこうして帰宅のハグをしている物体はペットの類ではない。

　勿論、同どう棲せい相手や恋人の類でもない。

　これ以上、誤解をさせたくないので早々に正体をばらしてしまうが、フィオナがハグをし、「遅くなってごめんね、寂しかったでしょう」と頭を撫なでている物体は、フィオナの同居人であるウガという名の少女だった。












　そう、彼女こそこの数週間、フィオナの雇い主の邸宅に無断で住み込み、無許可で食べ物を失敬していた人物である（図らずもフィオナも共犯となってしまったが）。

　フィオナは彼女が館に住まう幽霊でも精霊でもないことを確認すると、即座に自宅に連れ帰り保護をした。

　あのスミオの館に勝手に住み着き、食糧を拝借することは、それこそ十三階段でタップダンスを踊ることと同義である。むしろ司法機関に捕まって正当な罪に問われた方が万倍幸せといえるのだ。

　事情の分からない少女は最初こそ抵抗したが、フィオナの必死な説得に心動かされたのか、今ではこうして帰ってくると春の木こ漏もれ日のような笑顔を見せてくれるようになった。

　そしてこうして料理まで作ってくれて、フィオナを実の姉のように慈しんでくれる。

「ウガ、料理を作った。フィオナの為に。食材使った。勝手に。許せるか？」

「………………」

　相変わらず文法は目茶苦茶であるが、実はこれでも大分進歩しているのである。フィオナが保護した当時は「ウガー!!」「ニクー!!」「ファッ○!!」などという不ふ明めい瞭りような言葉や単語のようなものしか話せなかったのだ。

　さて、このような文明の香りがしない少女であるが、意外なほど料理が上手い。

「わお、相変わらず美う味まいわね。メープルが作るものと遜色ないかも」

「ウガ、嬉しい。フィオナが喜んでくれて。もっとある、お代わりが。遠慮よくない」

「特にこのＴボーンステーキなんて脂が乗っていて舌の上でとろけるみたい。……ん、肉？」

　そういえば我が家の食料庫に肉などあっただろうか。確かソーセージが数本あったような気もするが、あんな一〇〇グラムで銅貨数枚の粗悪品にこの味は出せるだろうか。そもそも骨とかないし。

　フィオナは恐る恐るウガの表情を覗き込んだが、恐ろしくて、「最近天井裏でネズミの大運動会がなくなったことと、近所で猫を見かけなくなったことについて」語り合うことはできなかった。倫理的にも、精神衛生上も。

「……そ、そういえば、ウガも大分、言葉が上手くなってきたわね」

「ウガ、お前たちの言葉、うまい。ウガ、物覚えいい。出来違う、お前たちと」

「まあ、確かに一週間かそこらでマスターするのだから、誇ほこっても良いかもね。さてと、コミュニケーションも過不足なく取れるようになったし、お姉さん、今日はちょっと検事官になっちゃおうかな」

「……苛いじめる？」

　ウガは身構え、身体を縮める。

「苛めない苛めない。ただ、ウガが何をしにこの国にやってきたのか、どうしてスミオさんの事務所にいたのか、今後どうすればいいのか、色々と聞きたいだけだから」

「ウガ、コロス!!　親父、コロス!!　その為にやって来た!!　この国に。この街に」

　剣呑にして物騒な話であるが、フィオナは今更驚きはしなかった。なぜならばウガが最初に発した言葉も「親父コロチュ！」というバイオレンスでファンシーなものだったからだ。

「うーん、またそれか。あのね、ウガちゃん、どんな理由があるかは知らないけど、この国では人を殺してはいけないのよ。ううん、この国じゃなくてもダメ。たとえ人の法が及んでないような未開な場所でだって、お父さんを殺すのは〝父殺し〟といってみんなに蔑さげすまれるし、道徳的によくないことなの」

「うー、親父コロス、よくない？」

「そう、よくないことなのよ」

「うー……、やだ、ウガ、コロス！　親父コロス!!　やって来た、そのために。だからコロス!!　それまで国帰れない。会えない、カカ様に」

「………………」

　どうやらウガの決意は固いようだ。この一週間、毎日説得を続けているが、変化の兆しさえ見せない。

　無論、フィオナは弁護士の卵であり、良識ある市民としてウガが心変わりするまで躾しつけなければいけないのだが、正直、彼女を翻意させるのは、大河の流れを枯れ木一本で変えるよりも難しいことのように思われる。

　故に盲目の女神と聾ろうの女神に忠誠を誓ったものとして最低限の義務を果たすことにした。

「いい、ウガちゃん、殺すのは絶対にダメだけど、代わりにこうしたらいいと思うの」

「ダメ、うち帰れない、コロさないと。ウガ、帰りたい、うちに」

「大丈夫大丈夫、この国ではコロしたのと同じ事だから、ウガちゃんも胸を張って故郷に帰れると思うの」

　フィオナはそう言いながらウガの髪の毛を優しくかき上げ耳元で呟く。

　とある言葉を教えたのだ。

　ウガが納得するかどうかは分からないが、終始「コロス」などと叫ばれて大家や衛兵の耳にでも入れば一大事である。

　気に入ってくれればいいのであるが。フィオナはその言葉を教え終えると、祈りながら瞳を見開いた。

　結果――

「親父、ブットバス!!　ハンゴロシだ!!　タマもツブス!!」

　……こういうことになったのだが、まあ、少なくともこれで通報されることはなくなったと思うので良しとする。

　さて、最大の懸けん案あんをなんとか解決し、とても美お味いしい食事にもありつけたのだから、後は歯を磨いて寝るだけ、そう思い込んでいる少女を捕まえると、フィオナは、

「お嬢ちゃん、お姉ちゃんとあっちでイイコトしましょう」

　と淀よどんだ笑顔を浮かべた。

　ウガは全力で逃れようとするが、この狭い室内に彼女の安住の地はない。

　彼女はものの数分で身ぐるみ剝がされると、湯ゆ桶おけに押し込められる。

「ヤダ!!　お風呂嫌い!!　溺おぼれ死ぬ!!　水によって!!」

　暴れることは想定済みなのでフィオナもすでに全裸だ。女同士なので何も気にする必要などないのであるが、やはり何度見ても少女の臀部に生えている突起物に目が行ってしまう。

「……うちの妹には生えてなかったけどなあ」

　それがフィオナの正直な感想である。

「弟には生えてたけど、もっと小さいし、お尻じゃなくて前に付いてたような」

　ウガのお尻に生えている突起物が尻尾であると気が付くのは、湯浴みを終えた少女が全身をぶるぶるとさせ、水滴を飛ばしているときである。

　瞬間、少女は背中から傘を開くかのように黒い翼をはためかせる。

　黒い羽根にしたたった水滴が宙を舞い、その光景はとても幻想的であった。

　フィオナはしばしその光景に心奪われる。

「魔族の子供」という言葉を思い出すまでの短い間であるが。
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　勇者弾だん劾がい裁判、そう後に呼ばれるようになる一大事件は、王国暦三三一年の春、大法廷によって行われることになった。

　ただし、完全非公開の裁判であり、また通常の刑事裁判や民事裁判とは一線を画すものだった。要は超法規的かつ恣し意い的てきな裁判であり、最初から最後まで、異例尽くしの裁判といえた。

　その被告人も、そしてその公訴理由もである。

　評議会曰く、すべての種族に対する人道的罪、具体的に言えば、




「勇者よ、どうだ世界を我と二つに分かち合わないか」




　という魔王の提案に対し、勇者がＹＥＳと答えてしまったことを糾きゆう弾だんしているのだ。

　無論、勇者がその提案を受け入れたことによって今現在の世界があるのだが、例えば他人を疑うことしかできない職種の人間、つまり検事官に言わせれば、




「あの時、妥だ協きようしておらず、そのまま魔王を倒していれば、世界はより平和になったのではなかろうか？」




　ということになるらしい。

　しかし法廷の戦乙女はそんな論法に屈したりはしない。彼女は毅き然ぜんと立ち上がると、何よりも雄弁な数字を列挙する。

「三〇〇〇万と八〇〇万、裁判長はこの数字がなんであるか御存じか？」

　禿とく頭とうの偉い丈じよう夫ふは悠ゆう然ぜんと首を振る。

「三〇〇〇万は当時の帝国に住まい帝国に国籍を持つ住人の総数じゃ。そして八〇〇万は戦後すぐに行われた調査に記された住人の数じゃ。つまり、かの聖魔戦争において二二〇〇万の尊い人命が失われたことになる」

「………………」

「つまり妾わらわが何を言いたいのかと言えば、かの聖魔戦争とはそれほどまでの激戦であり、いや、人類と魔族の存亡を懸けた生存競争であり、戦争末期にはもはや人間側には国力と呼べるようなものは残ってはいなかった、ということじゃ」

　スミオは検事官に視線を移すと続ける。

「検事官はおっしゃる。魔族は人類の不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵であり、妥協は許されないと。検事官はおっしゃる。魔族が存在する限り人類に平和は訪れないと。しかし、妾は問いたい。魔族と和を結んで得たこの世界の平和が偽いつわりであるといえるだろうか？　和を結ばず、当時の疲ひ弊へいした国力で魔族との最終決戦に挑み、本当に検事官の望まれる最終的平和が得られていたのだろうか？　妾はそうは思わない。それは妾が当時を生きた生き証人だからではない。今を生きる生き証人だからじゃ。今、こうして魔族と共存し、三〇〇年の太平の世を築き上げたのも、偏ひとえに三〇〇年もの昔、単身魔王の城に赴おもむき、争い合うことではなく分かり合うことを選んだ英雄の功績であったと、妾は信じて疑わない」

　スミオはそこで息継ぎをすると、劇的な効果を狙い、

「さあ、皆もその英雄の勇姿に今を重ねるのじゃ！」

　と演出過剰の台詞せりふを吐いた。

　スミオがそう言い指さした先には、フィオナが必死に揺すって起こそうとしている酔っ払いがいた。

「………………」

　スミオはその指をゆっくりと元に戻すと、

「――妾が言いたいのは以上じゃ」

　と締めくくった。

　スミオは弁護人席に戻ってくると、アルスの頭を思いっきり叩こうか逡しゆん巡じゆんしたが、結局、何もしなかった。急に平和主義に目覚めたわけではなく、まだ寝かせていた方が裁判に有利になると思ったに過ぎない。

　ちなみに初戦の攻防は多少贔ひい屓き目めに見てスミオの勝ちというところだろうか。

　実は三〇〇〇万の人口が八〇〇万というのは数字のレトリックなのである。確かに記録上はそうなっているのだが、人口が落ち込んだのは、当時の戦乱で戸こ籍せきが焼失したことや流民や難民などの発生によって統計が困難になったことが大きかった。

　しかし、そのことを指摘しなかった時点で検事官の落ち度である。致命的な失態とはいえないが、さて、今後、この天秤はどちらに傾くことやら、予断を許さない状況なことは確かだった。







　第一回目の公判はこうして終わったわけであるが、いくら優勢にことを運べたとはいえ、不安材料がないわけではなかった。

　まず第一の不安材料は、

「事件の重大さにもかかわらず陪ばい審しん員いん制度が採られなかったこと」

　とスミオは言う。

　陪審員とは、罪の有無を裁判官ではなく、一般市民から選ばれた陪審員と呼ばれる人たちが決める制度で、当王国では刑事裁判を中心に広く採用されている。

「スミオさんは法律に疎うとい人たちを煙に巻くのが得意ですものね」

　とは流石に言わなかったが、フィオナが内心思っている疑問は口にした。

「評議会が圧力を掛けたのでしょうか？」

「かもしれぬの。だが宰さい相しよう側もその圧力をスルーしたのも事実じゃろうて。裁判自体を一般国民に周知させず、クローズドにしたのがいい証拠じゃ」

「……？」

「つまり裁判を完全非公開、更に非陪審員制度にしておけば、裁判の全容が漏もれることはないということじゃ」

「はあ……」

「まだ言わせるか。とろい娘じゃのう。つまり妾達が負けることも視野に入れているのじゃよ、あのタヌキジジイは。口では嬢を信頼している、嬢の力は千人の法律家に勝る、などと調子の良いことを言っていたが、あの男は根っからの政治家じゃよ。勝てばそのまま事実を闇やみに葬ほうむり去るじゃろうが、もし、妾が負ければすぐさま新聞屋に情報をリークするはずじゃ」

　スミオはそこで言葉を句切ると、メープルが注いだ香茶に口を付ける。

「勇者弾劾裁判が密ひそかに行われていたということもセンセーショナルじゃが、それに加えて勝率九九パーセントオーバーの女弁護士が敗北したことも大騒ぎになるはず。世間は上を下への大騒動となるじゃろう。そして奴はお抱えの新聞屋に騒乱の元である勇者と小生意気な女エルフを国外に追放すべきだ、などと煽あおらせ、そしてその一ヶ月後に迷わず実行。記者会見では我が国にとって大だい恩おんある二人を追放せねばならなくなったことを遺い憾かんに思い、断だん腸ちようの思いで……とでも言うつもりじゃろうて」

「うわ……えげつない」

「政治家とはそんなものじゃ。そうやって自分達の失態を糊こ塗として、居心地の良い椅子にしがみつこうとする。……というか、フィオナよ、他ひ人と事ごとのようじゃが、もし、妾が国外追放になったら、貴様も一緒に付いてくることになるのじゃぞ？」

「………………」

　フィオナは明らかに顔を歪ゆがませたが、「どうして」とは問わなかった。古来、借金の証文と偉大な記録はそう簡単に破り去ることができないようになっているのだ。

「もっとも、借金を一括で返済してくれれば付いて来いなどとは言わんがの」

　スミオはそう言うと「ふぉっふぉっふぉ」と哄こう笑しようを漏らし、二番目の問題点に話題を移した。

「さて、これで宰相も全面的な信頼が置けないと分かったろうが、敵はそれだけではないぞ」

　と、スミオはフィオナに一枚の肖像画の写しを投げ渡す。

　すぐにそれが先ほど見かけた偉丈夫、大法廷の一ひと際きわ高い席に鎮座していた裁判長だと気が付く。

「立派な容姿ですね。このお髭なんてまるで神話の中に出てくる神様みたい」

「的確な比ひ喩ゆじゃな。この男の渾あだ名なは雷神の息子、出典は勿論神話じゃが、その異名に恥じぬ即決果断にして公正な判決が響き渡っておる」

「え？　それのどこが問題なんですか？　公正に判断して頂けるなら、わたしたちにとっては願ったり叶ったりじゃ……、ああ、賄わい賂ろを渡す気だったんですね……」

「人聞きの悪い。ただ、妾は裁判に先立って親しん睦ぼくを深め合って、金銭の授受がルーズになるくらいの親しい間柄になりたかっただけじゃよ」

　フィオナは吐息を漏らしたが、スミオはそれに割って入るかのように口を開く。

「今回、小娘が裁判を受けたのは、あの外道勇者に正義があると確信したからじゃろう？　ならばどんな手を用いても無罪放免にしてやるのが弁護士の努めじゃろう」

「う……、でも不正を働いてまで勝つなんて……」

「ふ、青いの。だがまあいい。今回はそんな法律のダークサイドは見せずに済みそうじゃ」

　スミオはそう言うと、裁判長の肖像画を宙に放り投げ、雌めす蟷かま螂きりのように機敏に、猫科の肉食獣のようにしなやかにダーツを投げ、肖像画を壁に突き刺す。

「………………」

　洗練された動作であるが、ダーツの的からかなり遠い場所に突き刺さっているのであまり格好良くはない。

　スミオは恥ずかしさを誤魔化すためか軽く咳払いをすると、次の人物を指さした。

「あ、この人は向こうの検事官ですね」

「検事局きってのエリートじゃよ。将来は検事総長、法務卿、好きな方を選べる男と呼ばれていたほどの逸いつ材ざいじゃ」

「……呼ばれていた、ですか」

「ほう、小娘、流石に耳みみ聡ざとい。そう、此こ奴やつは今は出世コースを脱落しておる。いや、正確に言えば出世コースを脱落したばかりじゃ」

「え？　どういうことですか」

「端的に言ってしまえば、こんな馬鹿げた裁判に引っ張り出された時点で出世コースから外れたのじゃよ。考えてもみよ、この裁判はある意味、勇者を利用した政争でもある。恐らく評議会の反魔族強硬派が軍事費の増額を狙って、もしくは発言力の強化を狙って起こした裁判じゃ。一方、それを受けて立つ宰相派も強硬派の台たい頭とうを許すほどお人好しでもない。仮にこの裁判に負けようが勝とうが、この裁判を担当した検事の未来は真っ暗というわけじゃ。良くて地方のどさ回り、あるいは辞表をしたためて駅馬車の馭ぎよ者しやといったところか」

「うう、これだから偉い人たちは……」

「おいおい、同情してくれるなよ。検事は我らの敵じゃ。それに奴は自らの意志で今回の裁判を引き受けたと聞いておる」

「え、わたしてっきりジャンケンかくじ引きで決めたと思ってました」

「ふ、面白い光景じゃのう、見物料を払うから一度見せて欲しいわい。でも残念ながら今回はそんな光景などなく、この裁判の担当を決める会議で、いの一番に若手有望株の検事が挙手したそうじゃ」

「………………」

「志望理由は一切明かしていないそうじゃが、検事官殿は勇者様の御ご子し息そく、という噂がある」

「………………」

「ほう、驚かぬのじゃな。まあ、あやつの女好きは間近に見たし、あやつの落とし胤だねは世界中にいるからの。珍しくもないか」

「なんで勇者の御子息が進んで父親と対峙しようとしているのでしょう？」

「そりゃあ、ムカツクからじゃろう」

「ムカツク？」

「貴様とて勇者の為人ひととなりを知っておろう。瘋ふう癲てんのように各地をさまよい、港港に女と家族を作ってはスクラップ＆ビルドを繰り返す。子供は堪ったものじゃなかろうし、やっと縁が切れたと思ったら、勇者の子供というだけで結婚や職業を制限される。これでハートウォーミングな間柄を築けるのなら、そやつの頭ず蓋がい骨こつの内側を見てみたいわい」

「……ですね」

「なんじゃ、浮かぬ顔だな」

「いえ……、ただ、なんで勇者様の子孫には、職業選択の自由が認められないのかな、って思って」

「はあ……、近頃の法学校はそんな常識を覚えなくても卒業できるのかえ？」

　スミオは吐息と共に露骨に肩をすくめる。

「勿論、そういう法律があること自体は知っています。でも、勇者様は救国の英雄ですよ？　そんな方をそんな邪険に扱わなくたって」

「まあ建国の父、騎士王フィン一世が定めた法律じゃ、エルフである妾がどうこう言う資格はないが、まあ、きゃつの気持ちも分からないでもない。勇者の実力と名声は当時から頭一つどころか三つくらい図抜けておる。当時からまつりごとにはてんで興味がなかったらしいが、いつその実力と名声に相応ふさわしい地位を望むか分かったものではない」

「で、でも、それは勇者様と国王陛下の問題で、子孫は関係ないじゃないですか」

「まあの、だが奴は始祖竜ネイテイブドラゴンの血を浴びて、不ふ老ろう不ふ死しの身体を持っている。際限なく子孫を増やされて徒党を組まれても厄介だしの」

　実際、奴の繁殖力のステータスは振り切れておるしの、とスミオは笑ったが、フィオナはそれに呼応できなかった。

「想像してみよ、裁判官、検事、議員、護民官、それに軍人、国の中枢が奴の子孫の間抜け面一色で染まっている様を」

　クーデターを起こして国が混乱する様、あるいはそんな物を起こさなくても崩壊する未来図が浮かんだが、フィオナは口外することなく、乾いた笑いを漏らすしかなかった。

「ま、そんなワケじゃ。法律が悪いのか、それとも勇者自体に問題があるのかは、この際、論評せぬが、勇者の子息として生まれてしまった奴の人生は、あらゆる意味で苦難に満ちていたと想像に難くない」

「……あ、あの、そ、それじゃあ、もし検事官がアルス様の御子息なら、それを裁判長に報告して、検事を代えてもらってはどうでしょうか？」

　フィオナの建設的な意見に雇用主は、

「なぜ？」

　の一言で斬り捨てる。

「だって、検事局きってのエリートで、それも自分から志願したということは相当アルス様を恨んでいるということですよね？　そんな人を相手にするのは不利では？」

　スミオの座ざ右ゆうの銘めいは「もっと弱い奴と戦いたい」である。当然、フィオナの提案を受け入れると思ったが、答えは逆だった。

「小娘、今日は師匠らしい格言を教えてやろう」




　裁判は私情を挟んだ方が負ける――




　それが常勝不敗にして数多あまたの法廷に立った法律家の経験則であった。

「そんな私情ばりばりで、それも鼻息荒く襲い掛かって来る猪いのしし検事など、妾の敵ではないわ。むしろ御しやすくて助かる。それに仮にそのことを裁判長に伝えたくとも、物的証拠も証人も何もない。当然じゃな、検事官になって出世街道に乗るような男じゃ、その辺の過去は封印済みなのじゃろう。奴の故郷まで赴けば尻尾を摑めるかもしれんが、そんなことをする理由も時間もない」

　合理的である。しかしフィオナはどうしても納得がいかなかった。だがＢＯＳＳがそうするというのだから手下であるフィオナにはどうすることもできない。

　フィオナは「ぶつぶつ」と二三口にすると、先ほどのようにスミオの型だけは立派なダーツの妙技を他人事のように見つめていたのだが、途中で「あっ」と思わず声を上げてしまう。

　重い樫かしの木の扉を開け、室内に入ってくる存在を確認してしまったからだ。

　後にして思えば声など上げなければこのぶきっちょエルフも明後日の方向に投げるなどというある意味器用な真似などしなかったのだろうが、ダーツは扉を開けた人物の眉み間けんに吸い込まれるような軌跡を描く。

　そして眉間に突き刺さる瞬間、メイド服姿の少女は目にも留まらぬ早さでダーツを摑み取ると、流れるような動作でダーツを壁に投げ返し、的の中央に命中させた。

「………………」

　メープルは何事もなかったかのようにティーカップにお茶を注ぐと、軽くお辞じ儀ぎをし、退出する。

　フィオナは黙ってそれを見送ると、渇ききった舌と喉に入れ立てのお茶を流し込んだ。




　　　　　２




『助けた王女を即座に王宮には連れて帰らず、宿屋に連れ込む』




『アイーダの酒場で仲間を募集、身ぐるみ剝はいで即解かい雇こ』




『効率が良いからという理由で希少種のメタルアメーバを狩り尽くし、絶滅寸前に追いやる』




『司祭の地位を投げ捨ててパーティに加わったクレスト神父を回復魔法倉庫扱い、一度も戦闘に出さないどころか布の服やひのきの棒さえ与えない』




『富豪の娘か幼なじみ、どちらと結婚するか問われたとき、迷うことなく富豪の娘を選び、持参金をせしめた上に、幼なじみを愛人にする』




　さて、右記の弾劾は誰に対して行われているか、わざわざ解説するには及ばないだろう。

　気鋭の検事官は、第二回目の公判が始まると勇者の人格的欠点や過去の悪行について責め立てた。

　無論、フィオナは、

「本件とは一切関係ない」

　と声高に主張したかったが、口にすることはできなかった。

　検事側としては当然の戦術であり、仮にフィオナが検事だったとしても同じ点を突くのは疑いなかったからだ。

　むしろフィオナの雇い主であるスミオが第一声で発した、

「検事官はアルス氏の人格を不当に貶め、本件を有利たらしめようとしている」

　という発言の方が意外だった。

（そんな主張通るわけがないのに……）

　というのがフィオナの、いや、この大法廷に集う法律家すべての感想であろう。

　割れ目さえ見せていない卵であるフィオナが気が付いているのだから、百ひやく戦せん錬れん磨まのスミオが気が付いていないわけなどあり得ない。ただ、そう主張せずにはいられないほど弁護側の分が悪いのも事実だった。

　なぜならば検事官が主張したことはすべて事実だからである。

　それも一切誇張していないどころか、資料を漁ったフィオナに言わせれば、

「なんと穏おん当とうで上品な言い方なのだろうか」

　ということになる。

　有り体に言ってしまえば、勇者アルスの人格を擁よう護ごするということは、黒いカラスを白いカラスだと言い張るくらい難しい。

　いや、まだ砂漠の民に砂を、氷雪の民にかき氷を売る方が容よう易いなのではないだろうか。それがフィオナの結論なのだが、いやはや流石法廷の魔女、スミオは表情一つ変えることなく、検事が主張したアルスの悪行を弁護していった。




『助けた王女を即座に王宮には連れて帰らず、宿屋に連れ込む』

　という糾弾に対しては、

「当時、宿屋の主人が昨夜はお楽しみでしたね、とのたまったそうじゃが、それこそ下げ衆すの勘ぐりじゃ。勇者殿はただ宿屋で身み支じ度たくさせたまで。薄汚れた格好では父王が心配するからの。それに何ヶ月も地下牢に閉じ込められていたのじゃ、女には心の準備も必要なのじゃ。何？　なぜ、帰還魔法を使ってすぐに戻らなかったじゃと？　さての、きっとＭＰが足らなかったのじゃろう、ドラゴンとの激戦のあとだからの」




『アイーダの酒場で仲間を募集、身ぐるみ剝いで即解雇』

　という批難に対しては、

「それは勇者殿の愛情の表れじゃ。勇者殿はこれから始まる長旅が過か酷こくで熾し烈れつなものになると予感していたのじゃ。だからその旅に耐えられる能力がないもの、あるいは勇気がないものから武器と装備を奪い、あたら若い命を散らすことないよう諭さとしたまで。むしろ美談として語って欲しいの」




『効率が良いからという理由で希少種のメタルアメーバを狩り尽くし、絶滅寸前に追いやる』

　という詰問に対しては、

「彼らの貴たつとい犠牲の上に今の平和が成り立っているのじゃ。妾達はただ彼らの冥めい福ふくを祈るしかあるまい。ん？　勇者パーティのみが狩り場を独占した疑い？　はての、そのような罪が当時、いや、現在もじゃがあったかの？　あるのなら教えて欲しいものじゃが。むしろ、有う象ぞう無む象ぞうの雑ざ魚こパーティの平均レベルを上げるより、勇者殿率いる精せい鋭えいに経験値を独占させたことが結果的に良かったと後の歴史が語っておろう」




『司祭の地位を投げ捨ててパーティに加わったクレスト神父を回復魔法倉庫扱い、一度も戦闘に出さないどころか布の服やひのきの棒さえ与えない』

　という審問に対しては、

「クレスト神父は当時六五歳の高齢であるぞ。また長年教区の司教を務めたお方でもある。そんなお方を前線に出すなどそれこそ非人道的であろう。勇者殿は当時から信心深く、また敬老精神に溢れる紳士だったということじゃな。故に検事官殿が主張する単に若い女僧侶といちゃつきたかったという創作は根拠のない誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようであると断言させてもらおう」




『富豪の娘か幼なじみ、どちらと結婚するか問われたとき、迷うことなく富豪の娘を選び、持参金をせしめた上に、幼なじみを愛人にする』

　という訊問に対しては、

「当王国では自由恋愛の権利が保障されておる。婚約を破は棄きした、或いは結婚詐さ欺ぎを働いたと言われるならともかく、当人達の自由意志で結婚したのに、金目当てだの裏切りだの後ろ指指される理由は勇者殿には一切ない。幼なじみを愛人にする？　これも当人達の自由意志で決めたことでとやかく言われる筋合いの話ではない。不義理？　不ふ貞てい？　はての、この大法廷にも妾や愛人をお持ちのお歴れき々れきが何人かいるが、その方達の氏名と情人のお名前をひとりひとり読み上げてもよろしいかの」




　フィオナはスミオの弁護を聞き、開いた口が塞ふさがらなかった。

　どれもが詭き弁べんと言い訳にしか聞こえないようなものだったが、この口から先に生まれてきたようなエルフが言語化することによって説得力と雄弁さを併せ持つことができるのが不思議で仕方ない。

　それはフィオナ達の敵、相手の検事官であるグレンモアも一緒のようで、その端整なマスクを崩し、苦虫を嚙かみつぶしたような顔をしている。

　その顔は、

「なぜ、あのクソ親父のことを弁護するんだ」

　と下唇を嚙み締める少年のようにも見えたが、グレンモア検事官はすぐに表情を整えると、裁判長に証人の召喚を要求した。












　無論、その主張は通る。正当な要求であったし、事前に申請があったからだ。

　裁判長がその野太い声で証人を呼び寄せる。

　瞬間、フィオナはスミオの表情を覗のぞき込み、スミオは睫毛一本動かすことなく、それに応じた。

　フィオナ達の前に現れた男は、腹が突きだした中年の冴さえない男で、その赤ら顔とやる気のない面つら構がまえは一見、ビアホールの店主を想像させる。しかもその想像を裏切らないことに、彼の職業は『黄金の夜明け亭』と呼ばれる王都の一角にある安酒場の店主である。

　本人曰く、

「店の自慢は混ぜ物なし豚肉一〇〇パーセントのソーセージとルビス社の黒ビール」

　ということになるらしいが、他にも他の店にはない特色があるらしい。

　それは、

「かの救国の勇者様御ご用よう達たし」

　という付加価値だった。

　勇者の人格を直接知る人間に言わせれば「そんなものは付加価値ではなく、むしろマイナス要素だ」と声こわ高だかに主張するのだろうが、黄金の夜明け亭のような下町、しかも季節労働者がたむろするような一角に店を構える人間にしてみれば利用価値のある「珍獣」ということになる。

　店主は店に「救国の勇者様御用達」の看板を掛けるのと引き替えに、勇者に様々な便宜を図った。勇者もそれに気をよくし、三日とあけずに店に通うようになったそうだ。

　そんな間あいだ柄がらであると検事は注釈し、店主に質問をした。

「貴方あなたは被告人と近しい間柄であるそうですね」

「近しい間柄って、なんか金玉の奥がムズムズするような言い方だな。まあ、それなりに仲良くさせてもらってるよ」

「しかし、すでに付き合いは数年に及ぶとか。学生時代はともかく、社会に出てからそんなにも長く友情を育める関係を築けるとは羨うらやましい」

「まあね、最初は生きた看板と思って付き合っていたが、最近は一緒にばく――、じゃなかった。ええと、休日には釣りをしに行ったり、獣しし狩りに行ったりもしてるよ」

「ほう、釣りに獣狩りですか」

　グレンモア検事官は声高に釣りと獣狩りという言葉を誇張すると、勇者の最近の行状について尋ねた。

「被告人は最近、とても荒れていたそうですね」

「まあね、仲間内じゃアルちゃんがアル中になった、と揶や揄ゆしてるもんもおる」

「ほう、それは友人として心配ですね」

　店主はまさか、と首と両腕を同時にすくめる。

「アルちゃんは……、ああ、ここではアルス様、と言った方がいいのかな？　まあ、いいか、そのアルちゃんは不死身の身体を持ってるからね。いつか冗談で工業用アルコールを飲ませたが、そんときもピンピンしておった。そんな男の健康など気にしたこともないよ」

　店主は「それにうちは酒屋だしね」ととっておきのジョークを言ったかのように一人笑ったが、急にしおらしくなり「ただね……」と付け加えた。

「――まあ、酒量が増えるのを気にしたことがないのは事実さ。商売繁盛大いに結構だ。ただ、最近、アルちゃんの酒が滅法暗くなったのは気にかかるね、友人としてね」

「酒が暗くなる？」

　首を傾かしげる法廷内の人間すべてを代弁するかのように検事官は問う。

「ああ、カタギの人には分からんか、まあ、陰気なツラで杯さかずきを持つってことだよ。酒場内には馴な染じみのダチ公やお気に入りのオネーチャン達がいるっていうのに、まるで自分の親父の葬式に出てるかのようなツラして杯を持ってやがるんだ」

「被告人はいつもそのように？」

「いや、最初にオレの店に来た頃は、そらどこのホストクラブだって飲み方してたね。度数の高い原酒をラッパ飲み、オネーチャンのブラジャーを頭に巻きながら踊り歌い狂いってね」

「ほう、それはまた両極端な。何なに故ゆえ、そのように落ち込んでいたのでしょうな」

　その問いに対し、勇者の友人の答えは「さてね」の一言だった。

「アルちゃんとの付き合いは長い方だが、アルちゃんは自分のことはあまり話したがらないからね。話すのはいつも女か酒かギャンブルの話だけ――」

　店主はそこで言葉を句切る。

　そしてグレンモア検事官と軽く目配せをする。

　それは「そろそろあの日の夜の話をしてもいいかい？　旦だん那な」

　ということであり、

「ああ、構わない」

　ということでもあった。

　ちなみにあの日の夜とは、《第三白竜の日》のことである。なぜ、その日だと明確に覚えているかと質ただせば、それはとある常連客の誕生日で、その日もそれを肴さかなに集まっていたからだと店主は証言した。

　店主は恐らく何十回もしたと思われる打ち合わせ通りに、「あの日」なる夜に起きた出来事を、まるで今しがた起きた出来事のように語り出した。




「オレがいなければあの無能豚国王は今頃、豚舎から出荷されてたのに。少しは感謝の気持ちでも覚えろってんだ」




　それがあの日、勇者が一際暗い酒を飲んでいる時に発した言葉であると店主は主張し、検事官が提起した問題である。

　国王不敬罪はそれなりの重罪である。

　先日、フィオナが「ぼんくら」などと評してしまったが、もしそれが公の耳に入ればたちまち弁護士資格を失うのは明白だった。

　――ただし、公の耳というのがミソなのだが。

　セレズニアでは言論の自由と表現の自由がかなり認められており、また当の国王不敬罪はすでに形けい骸がい化かした法律で、公の場や文書などで発せられない限り、罪に問われることはなかった。

　勿論、このケースも同じである。

　例えばフィオナの横で酒気を撒き散らしているアルスががばりと立ち上がり、

「ファッキング!!」（FuckとKingを掛け合わせた造語）

　とでも叫ばない限り何の問題もない。

　それ故にスミオは超然としているのだろう。

　グレンモア検事はそれを横目で見るとさらなる爆弾を投下してきた。

「被告人が口にした不敬な発言はそれのみですか？」

　店主は勿論首を振る。

　アルスが口にした悪態はそれに留まらず、御婦人達の前で発するには二の足を踏む言葉や覚えきれない多種多様な罵ば詈り雑ぞう言ごんが含まれている。

　検事は冷静な表情でそれを途中で制すると、冷静な口調でその中でも一番印象に残っているものを問い質した。

　それが――




「あぁーあ、こんな糞みたいな世界になると知っていたら、あんとき魔族に貰った手打ち金を釣り上げておくんだった」




　という究極魔法だった。

　もし、仮にこの発言が事実だとすれば一大事である。

　人間と魔族の和議に対して、現在は勿論、当時から賛否が渦巻いていた。

　いや、実際に聖魔戦争という未み曾ぞ有うの災厄を身をもって体験した当時の人々の方が、憤りは大きかったはずだ。

　善き夫を、優しい父親を、たった一人の息子を、大切な家族を失った人々がこの話を聞いて心穏やかでいられるわけがない。

　法廷がざわつく――

　当然である。仮に店主の発言が真実であれば、それこそ弁護側には致ち命めい傷しようであり、これ以後の裁判など無意味になるからだ。

　聴聞席が波立ち、検事官がほくそ笑む。裁判官達でさえ色めき立っている中、冷静な人物が三人いた。

　一人は巌のような表情で聴衆を見下ろしている裁判長。流石、雷神の息子の異名は伊だ達てではない。

　ただ、この致命傷となり得る矛ほこ先さきを繰り出したグレンモア検事官にしてみれば、それを受け、苦く悶もんの表情を浮かべていなければいけない人物が、悠然とも超然ともしているのが気がかりでもあり、また気にも食わなかった。

　しかし、二人、特にスミオにしてみれば、その表情も当然であるといえた。あの百面相のフィオナでさえ余裕の表情を浮かべているのが端的に今の状況を表しているといえる。

　そう、スミオはこの状況を完璧に予期していたのだ。

　スミオは裁判が始まる前から、入念に下調べをし、勇者のアキレス腱となり得るものすべてを調べ尽くしていた。もっとも、フィオナに言わせれば、

「実際に足を棒にして調べたのはわたし」

　ということになるのだが、それは差し置いて、スミオが事前に情報を摑んでいたことは事実である。

　そしてこの女弁護士がその情報を摑んでおいて無策にも立ち尽くしているわけがなかった。

　スミオはその処女雪で作られた腕をぴんと伸ばすと、裁判長に対して発言の許可を求めた。

　検事官と店主の主張に反証するのである。

　無論、その許可は下りた。

　そして店主は押し黙り、検事官は顔色を変えざるを得なかった。

　その沈黙と蒼白が、スミオが突きつけた証拠の信しん憑ぴよう性せいを証明していた。

　スミオが裁判長に提出したその紙切れは、黄金の夜明け亭にあるはずのツケの帳ちよう簿ぼのコピーである。

　勿論そのツケの主は、件くだんの勇者に他ならず、その膨大さが問題になった。とても無職の勇者が返せるような額ではないのである。それこそカラー・コッカトリスで一山当てない限り返せそうもない。

「裁判長、このように勇者殿は黄金の夜明け亭の店主に莫大な借金があってのう。それを返さない癖に店に入り浸る勇者殿を苦々しく思い、殺せるものなら殺してやりたい、と日頃から口にしていたそうじゃ」

　グレンモア検事官は勿論、「い、異議あり!!」と主張したが、スミオが呼んできた数々の証人の前では、その言葉に力はない。

「勿論、不死身の勇者殿を殺せる人間などおるまい。しかし、仮にもし、自分の証言一つで社会的に抹まつ殺さつできるのだとしたら……、おっと、これからは妾の想像になるのでこれ以上申し上げないが、裁判長閣下には店主の証言が恨うらみ骨こつ髄ずいの者に対して向けられたものであると、覚えておいて頂きたい」

　スミオは発言を終えると踵きびすを返したが、すぐに振り向きこう発言をする。

「ああ、裁判長閣下、ちなみにこれは黄金の夜明け亭のソーセージの成分表じゃ。王立大学の教授に依頼したものじゃが、黄金の夜明け亭のソーセージの三五パーセントは少なくとも豚肉ではないそうじゃ。あと、ルビス社に問い合わせたところ、黄金の夜明け亭との取り引き実績は一切ないそうじゃ」

　スミオはそう言い終えると自分の席に座り、フィオナに目配せをした。

　それは「してやったり」という呼びかけであると同時に、喉のどが渇かわいた、という合図でもあった。つまりもうじき休廷時間であるから、その前にひとっ走りして売店で冷たい飲み物を買ってこい、ということである。

　まだ正式な弁護士ではないとはいえ、法学校を上位の成績で卒業した者に対する扱いではない。しかし、フィオナは黙って従う。

　借金の証文がそうさせるのか、一連の見事な弁護がそうさせるのか、道中、フィオナは色々考察したが、結局その考えが纏まることはなかった。

　冷静な人物は三人ではなく、四人だったからだ。

　苦し紛れ――

　そう、グレンモア検事は恐らく、苦し紛れに主張したのであろう。そうでなければあのように冷徹で計算高い人物が裏返った声で、裁判長の許可を取ることなく、大声を撒き散らすなどあり得ないことだった。

　結果としてその暴挙が検事官の首を繋つないだ。

　いや、それどころか、検事官とスミオ達の立場をそっくり入れ替えた。

「あ、あり得ない。確かに証人は被告人を恨んでいるかもしれないが、それと証言の正当性に因果関係は一切ない。裁判長、いえ、この場にいるすべての皆さん、どうか冷静に判断してください。い、いや、誰でもいい、証人は噓うそなど吐ついていないと証明してくれ!!」

　グレンモア検事官の素そ朴ぼくな願いを聞き入れたのは、彼がもっとも憎んでいた人物だった。

　グレンモアに生と憎しみの芽を与えた男だ。

　男はグレンモアの生産に関与したが、育英には一切関与しなかった。幼い頃に数度顔を合わせた程度で、グレンモアは相手に息子らしい感情など持ったことはないし、逆に相手もそれは一緒だろう。

　――だのに、

　この期ごに及んで、男はグレンモアに手を差し伸べた。

　そんなことがあり得るのだろうか？　グレンモアは首を振る。

　――否いな、この男にそんな感情などあるわけがない。

　男はただ、自分の中にあるルールに従ったに過ぎないのだ。

　そう、勇者を志したあの日、教会の前で誓ったあの誓せい約やくに――




「勇者たる者、人を欺あざむくことなかれ」




　勇者アルスは、頼まれるでもなく軽く挙手をすると、気怠そうに立ち上がりこう言った。

「裁判長、店主マスターが言ってることは多分ほんとだと思う、いや、思いますよ。オレはヨッパだから記憶なんて一切ないけど、マスターは基本的に噓を吐かないし、それにオレ、酔っ払うと何口走るか分からないしな。あ、つうか、ちょっとションベンしに行っていいすか？　さっきから漏れそうで」

　勇者はそう言い残すと裁判長の許可を取ることなく退出した。

　残された一同は互いに顔を見合わせるしかなかった。




　　　　　３




　遙はるか東方には白黒猫という珍獣がいるという。

　とある探検家が現地で捕ほ縛ばくし、剝はく製せいとしてこのセレズニアの地に持ち帰ったそうだが、その珍獣は今も土に還かえることは許されず、国中の見み世せ物もの小屋を駆け回っている。

　フィオナは一度もその姿を見たことがないが、伝聞で白と黒のツートンカラーだと聞くと、実際に見たことがある友人にこう尋ねたことがあった。

「上半身が黒で、下半身が白なの？」

「え？　ちがうちがう、そうじゃないよ」

「あ、もしかして逆？　それとも、右半身が黒で、左半身が白？　左半身が黒で、右半身が白の可能性もあるけど」

　友人は少し吹き出しながら、

「もっと複雑な配置だよ」

　と説明した。

　ただ、白と黒がどう配置されているか、口で説明するのは難しいらしく、最も特徴的な部分のみ説明してくれた。

「顔は白いんだけど、目の周りだけ黒なの」

　彼女はとても可愛いのよ、と付け加えたが、確かに想像するだけで力が抜けるほど愛らしい。フィオナはいつかその珍獣をこの目で見てやる、と誓ったものだが、その機会は意外と早く訪れた。

　先ほど、裁判長が休廷を宣言すると、スミオは休憩室に入るなり、勇者の左目に右ストレートを叩き込んだ。

　スミオはギロリ、という擬態語が聞こえてきそうなほどの形相で勇者を睨にらむと、忌いま々いましげにこう尋ねる。

「何か言いたいことは？」

　勇者はすかさず答える。

「……暴力反対」

「ほう、そうかそうか、貴様にはこれが暴力に見えるか。物事の分別を弁わきまえぬ鼻垂れ小僧に教育的指導をしているだけなのじゃが、妾の愛情が伝わらなくて残念無念じゃ」

「いや、愛情を一グラムも感じないんですけど、殺意しか感じないんですけど。ちょ、ちょっと、冷静になろうな、スミオちゃん、つうか、何でそんなに怒ってるの？」

　勇者は「いや、怒っても美人だね」とあからさまなお世辞を付け加えたが、それがスミオの怒りに油を注ぐ。

「貴様、そもそも自分が何をしでかしたかも認識しておらぬのか!!」

　スミオは、もはや遠慮はいらぬ、といった風に右手を振り上げると、今度は右目付近にゲンコツを飛ばした。

　白黒猫の完成である。

　ただ、フィオナは良識ある市民として、弁護士の卵として、これ以上の不法行為を見過ごすことはできなかった。

　二人の間に割って入る。

「ス、スミオさん、気持ちは分かりますが、これくらいで勘弁してあげてください」

　次いでフィオナは「そうだそうだ、もっと言ってやれ、フィオナちゃん」とそれでも場を弁えない勇者の方を振り向くと、自分でも驚くくらいの声量で窘たしなめる。

「勇者様も勇者様です!!　折角、わたしたちが一生懸命に弁護しているのに、どうしてあんな馬鹿な発言をしたのですか!?」

「馬鹿な発言って、あのションベンうんぬん？　いや、だってションベンくらい出るでしょ、人間だもの」

「違います！　なんで相手側の証人、店主マスターの有利になるような発言をしたんですか？　あの発言のおかげで貴方の立場はとても不利になったんですよ？」

「え？　まじで？　あれやばかった？　そうか、やばかったのか……」

　なら今から戻って「うっそっぴょーん」と言ってこようか？　と提案する勇者。どうやらやっと事態の深刻さを理解し始めたようだ。

「いやあ、ごめんごめん、だって裁判の初日に、分厚い本の上に手を置いて、噓を吐かないって宣誓したじゃん？　ほら、オレって、一応、勇者なわけでしょ？　友達が困ってるのも見過ごせないしさ」

「わたしたちも弁護士です。法廷で噓を吐けなんて言えません。でも、自分の不利となるような発言はしなくてもいいんです。これは正当な権利として認められているんです」

「え？　まじで？　それを早く言ってよ。言ってくれてれば黙ってたのに」

　フィオナは「何度も言ったでしょ！」と言う代わりに、スミオに立ち位置を譲ゆずった。

　スミオは流れるような動作で勇者のみぞおちに拳をめり込ませる。

　伝でん聞ぶんによると白黒猫は腹の部分も黒いらしいので、釣り合いが取れるだろう。

　胃液を撒き終えるのを確認すると、スミオは怯える勇者に「もう殴らないから冷静に答えろ」と呟いた。その言葉には怒ど気きも焦しよう燥そう感かんもない。あるのは勝利への執しゆう念ねんだけだった。

「貴様、魔王との手打ちの際に、金品、あるいは貴重品のような物を受け取ったのか？」

　真剣なスミオに反比例して、勇者の答えはあっさりしたものだった。

「もろた」

「……なぜ、受け取った？」

「いや、くれるって言うから」

「……なぜ、魔王は貴様にそのような貢ぎ物を渡そうと思ったのじゃ？」

「さてね、オレ様はモテるからな。オレの気でも惹ひこうと――」

　勇者はスミオが拳に力を込めたのを見て慌あわてて訂正する。

「ひっ、噓です。噓ですよ。ただ、オレも理由はしらねえ。ただ、魔王イルミナと対峙したとき、オレの装備があまりにもしょぼかったんで、そこから話すきっかけを摑んでね。あまりに憐あわれだから土産代わりにくれたんじゃねーの？　いや、これもオレの想像だけど、これ以上はわかんねーよ、詳しい話を聞きたいなら本人に聞いてくれ」

「……そうか、何から何まで初耳じゃが、そのことを知っているのはお前だけか？」

「まあな。最後、魔王城にカチ込んだのはオレだけだし、戦後も聞かれなかったしな」

「ちなみにじゃが、和議が成立した後に貰ったのか？　それとも和議の最中に手打ち金の話が出たのか？」

「うーん、覚えてないなあ」

「あほう、思い出せ、重要なことじゃぞ」

「いや、だって三〇〇年も前のことだぞ？　覚えてるわけないだろ」

　スミオは軽く舌打ちをする。

「せめて和議の後、友好の証としてなら、まだ弁護のしようがあるのに……。いや、それも駄目か、肝心の証人がおらぬ。今や裁判の趨すう勢せいははっきりしている。証人なき抗弁など受け入れられる余地はない」

　スミオはその金色の髪を掻き乱すと、「ああ、もう、仕方あるまい」と開き直った。

「もうこうなったら、完全に白を切り通すしかあるまい。勇者殿は銅貨一枚受け取っていない、という方向で弁護する」

「大丈夫でしょうか？」

　フィオナは不安げに尋ねる。

「今更良い子ちゃんぶるのか？　勇者殿は確かに金を受け取った。だが、それは魔族からのほんの心付けじゃ。わざわざ遠いところから赴いたのじゃから、足代くらい出すのが礼儀じゃろう。無論、そう主張したいのは山々じゃが、そう主張すれば負ける、ならば弁護士としてはこういう戦術を採るしかあるまい」

「……いえ、そういうことを言っているわけでは」

　フィオナの視線は、『我関せず』と携帯ボトルの蒸留酒を呷あおっている男に向けられる。

　スミオは「……そうか」と得とく心しんすると、再び教育者としての使命に目覚める。

　スミオは教育者として体当たりで挑み、勇者を白黒猫から灰色熊に進化させたわけだが、やっとの思いでその情熱が生徒に伝わったようだ。

　以後、法廷ではスミオの言に一〇〇パーセント従うと約束してくれた。

　勿論、それだけでは万全と言い切ることはできなかったが、これ以上事態が悪化しないだけでも有り難いと思うしかなかった。




　法廷に現れた検事は明らかに鼻息を荒くしていたが、口調は至って冷静だった。その態度が如実に今の彼の立場を表している。

「休廷を挟みましたが、まずは、はっきりさせておきたい事案がありますので、勇者殿に質問をさせて頂きます」

　グレンモアはそう前置きするとおもむろに質問をする。

「この世界の命運を懸けた会談の席で、貴方は魔王、もしくは他の魔族から、金品、あるいは貴重品に類するような物を受け取りましたか？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうである。

　無論、勇者は即座に否定する。

「……貰ってねえっす」

　流石、不死の勇者、傷は完璧に癒いえているし、スミオの教育も行き届いているようだ。

「貰っていない!!」

　グレンモアはそこを強調する。

「貰っていない、それはおかしい。貴方は一時間前に、確かにこの場でこう宣言したではありませんか？　『裁判長、店主マスターが言ってることは多分ほんとだと思う、いや、思いますよ。オレはヨッパだから記憶なんて一切ないけど、マスターは基本的に噓を吐かないし、それにオレ、酔っ払うと何口走るか分からないしな』と。これは私の聞き間違いではありませんよ。この場にいるすべての人間が、この裁判を記録してくれているすべての速記人が、一字一句違わず証言してくれるはずです」

　スミオはここですかさず挙手をする。

「異議ありじゃ！　確かに勇者殿はそのような発言をした。それは妾も認めよう。だが、この発言は勇者殿の収しゆう賄わいを認める発言ではない」

「私には罪の吐と露ろにしか聞こえませんが」

「それは見解の相そう違いじゃ。そもそも勇者殿は酒場の店主は噓を言うような人ではないと弁護しておるのじゃ。自身が賄賂を受け取ったなどと一言も言っておらん」

「詭弁ですな」

「いや、能弁じゃ。そもそも勇者殿が言っているではないか、オレは酔っ払うと何を言うかわからん、と。きっと、友人である店主を庇う為にふと口に出てしまったのじゃろう。そんな酔っ払いの戯ざれ言ごとをいちいち取り上げて槍やり玉だまに挙げるなど、救国の英雄に対し、失礼では――」

　スミオの弁舌を止めたのは、グレンモアが連れてきた証人だった。

　先ほどは店の帳簿の発覚により、中断された証人尋問だったが、グレンモアはここに来て再開させた。

　店の常連客を四人、あの晩、つまり勇者が件の発言をした夜にその場にいた人物達だ。年齢や性別、職業も様々だったが、等しく共通してるのは、勇者への敵意だった。

　常連客はこぞってあの日、《第三白竜の日》の発言を取り上げる。まるで昨日起きたことのように正確に証言をするのが、スミオには腹立たしくて仕方ない。こんな今朝何を食べたかも覚えていそうにない連中が、こんな詳細な証言などできるわけがないのだ。

　つまり偽証である。スミオはそのことをぶちまけ、グレンモアを殴りつけたい衝動に駆られたが、冷静に対処するしかなかった。

　どうする？

　どうやって弁護する。

　明敏な頭脳をフル稼か働どうさせても容易にその答えは出ない。

「そもそも、収賄とは、公務に携たずさわる人間が、民間の人間から金銭などを受け取り、代わりに便べん宜ぎを図ることを指す行為である。当時の、いや、今もだが、勇者は別に王から禄を授かった騎士でも俸給を貰っていた兵士でもない。一民間人が誰から何を貰おうと、なんら罪にならない」

　そう抗弁することもできた。

　だが、そう言えばグレンモアは、

「収賄！　確かに収賄の規定はそのようになっているが、この裁判は超法規的な弾劾裁判である。勇者の人道的な罪を糾弾しているのだから、勇者のこの人類に対しての背任行為は、責められて当然のことでありましょう」

　と、すかさず反論してくるであろう。

　つまり勇者を救うには、金銭の授受自体なかったことにしなければならないのだ。

　そんなことは可能なのだろうか？

　結論から言えば可能である。

　スミオ・マリアヘルは法廷の戦乙女と言われた稀代の法律家であり、勝率九九パーセントオーバーの女の異名は伊達ではなかった。

　ただ――

　可能性と実現性を同一視する人間は愚かだと思うし、引くべきところを弁えぬ者に勝利が訪れるわけがない、とも思っていた。

　スミオは陶器の腕を鉛のように重々しく持ち上げると、弱々しい声でこう提案した。

「――裁判長、本日の審議はこれくらいにせんかの？」

　グレンモアはその声を満足げに聞き終えると、余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった態で同意をした。
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　フィオナが生まれたマナンマ村は、アストリアとの国境沿いに存在する。

　主要な産業は農業、それに十数年前に誘ゆう致ちした大手霊薬会社の工場が落とすわずかばかりの保証金と雇用のみが頼りの貧しい村である。

　フィオナはそんな寒村の典型のような家庭に生まれた。

　いや、フィオナの家には父親がいなかったから、村で一番貧しかったかもしれない。

　フィオナは幼い頃から貧乏が辛いことだとは思わなかったし、また恥ずかしいことだとも思っていなかったので、意識して考えたことはなかったが、やはり、

「魚肉ソーセージ以外のソーセージが存在することを知ったのがかなり大きくなった後だったり」

「風か邪ぜを拗こじらせたとき、フルーツのシロップ漬けの缶詰が出て来て、ああ、わたし、死ぬのだな、と思ったことや」

「牛鬼ガエルを見てもキャーとはならず、むしろ捕まえてごにょごにょしたり」

　というエピソードを鑑かんがみる限り、恐らくそうなのだろうと思う。

　ただ、先ほども述べた通り、フィオナはそのことで卑ひ屈くつになったことはない。

　母親の影響だろうか？

　もはや瞼まぶたの中の存在となってしまった母親であるが、フィオナがこんな性格になったのはやはり母親の影響が大きいように思われる。

　実際、フィオナの母親は、どんなに粗そ末まつな料理を子供に出すときも笑顔や工夫という調味料だけは出し惜しまない人だった。

　母作詞作曲の、食べられる野草食べられない野草は今でも一字一句間違えることなく諳そらんじられるし、

　誕生日に作ってもらったクッキーケーキは未だにレシピを教わらなかったことを後悔しているし、

　鉛筆などは未だに母手製のアタッチメントで最後の最後まで使い切るようにしている。

　この様にフィオナの人格形成に多大に影響している母親であるが、実はあまり夢に出てくることはない。

　母親のことは大好きだったし、今でも鮮明に顔を覚えているが、やはりあまり夢には出て来ないのである。

　むしろフィオナの夢の世界の住人の過半は、妹や弟たちで占められる。

　彼ら彼女らは母親の顔など覚えていないだろうから、神様が公平を期すためにそのように処置しているのかもしれない。

　たまに少し寂しくなってしまうが、それも妹や弟たちの顔を見れば一瞬で吹き飛んでしまう。たとえそれが夢の中であったとしてもだ。

　妹弟たちが今も住まうマナンマ村は王都からとても遠い。

　蒸気列車と馬車を乗り継いで丸三日は掛かろうかという距離にあり、電話は勿論通っていないし、音玉手紙サウンドレターなども勿体なくて使えないので、夢の中とはいえ、妹弟の声が聞こえるのは僥ぎよう倖こうなのだ。

　そして今日も苦労性の妹のぼやき、

「お姉ちゃん、ちゃんとご飯食べている？　私たちに仕送りをしてくれるのは嬉しいけど、まさか自分のことをおざなりにしていたりしないでしょうね？」

　生意気盛りの弟の減らず口、

「姉ちゃん、王都に行って少しは乳でも膨ふくらんだか？」

　妹達を預かってくれている伯お母ばの嫌味、

「最近、あの子達育ち盛りでねえ。もうちょっと食費増やしてくれない？」

　などを子守歌代わりに、更に深い眠りにつく――

　――はずだったのだが、今日は弟の力作、世界地図布団の洗濯をしている夢の後に、とても懐なつかしい人物が割り込んできた。

　清せい楚そな黒髪に上品そうな顔立ちをした女性で貴族の娘を連想させるような容よう貌ぼうをしている。もっとも着ている服装はどこにでもいる村娘そのもので、事実、彼女はどこにでもいる村娘なのだが。

　フィオナは懐かしさのあまり思わず、

「お姉ちゃん」

　と呼んでしまった。

　彼女は怒るでも訂正するでもなく、にこにこ佇たたずんでいる。

　実際、彼女はフィオナの姉ではない。正確に間柄を説明するならば『近所に住む姉のようなお姉さん』が最も適切だと思われる。

　フィオナは長女であり、母以外に甘える対象が欲しかったのだろう。この五歳年長の女性を実の姉のように慕したっていたのだ。

　フィオナはそのことを思い出すと、当時の愛称である、

「トロねえ」

　という名を呟き、それに「久し振り」という言葉を添えた。

　ちなみにトロねえのトロとは、とろい、が語源ということになっているが、本当はトロールが語源なのである。このおっとりした外見と口調からは想像もつかないが、怒らせるとトロールのように恐ろしく、またトロールのような怪力も発揮するのだ。……もっとも温厚な彼女を怒らせるのはとても難しいが。

　さて、そのトロねえであるが夢の中とはいえ、少し様子が変である。最初こそ朗ほがらかに微笑ほほえんでいたが、今はどこか遠い目をしている。

　そしてその視線の先には白いドレスがあった。

　そのドレスは彼女の亡くなった母親が自身の結婚式の時に身に纏まとっていた物であるが、まるで昨晩あつらえたかのように光沢を放っている。

　夢の作用だろうか。

　否、違う。

　フィオナはそのドレスを見た瞬間、自分が今、どの場面に立ち会っているか把は握あくした。

　そのドレスは手先が器用なトロねえが、何ヶ月もかけて仕立て直したのだ。

　村一番の裁縫名人のトロねえが仕立て直したのだから、新品同様に光り輝いて当然である。

　そして一ヶ月後、トロねえはその白いドレスを身に纏い、幼なじみの男と結ばれ、幸せになる予定なのである。

　いや、そうなる予定だった、だろうか……。

　事の成り行きをすべて知っているフィオナには、その白いドレスは幸せの象徴ではなく、凶兆の使者のように見える。そして夢の中のトロねえも自身に訪れる未来を知っているようだ。

　そうでなければあの朗らかなトロねえが、あんな瞳をするわけがなかった。

　今、フィオナが見ている光景が夢であり、すでに決定づけられた過去を変えられないのだとすれば、トロねえはこの一週間後、自ら命を絶つのである。

　トロねえはこの日の前日、幼なじみの婚約者に一方的に婚約を解消されたのだ。

　その理由は、

「トロねえが勇者の娘であることが判明したから」

　と、後に村の大人達から聞くことにる。

　そんなことで、当時のフィオナは勿論、事情を知らない人間ならば鼻で笑うようなことで、トロねえは一方的に捨てられたのだ。

　マナンマ村のような田舎では、まだ勇者を崇すう拝はいする風習が残っている。事実、勇者がこの村に訪れれば村を挙げて歓迎するし、それこそ聖魔戦争直後には村の若い娘に一夜の伽とぎをさせたという話も聞く。

　実際、フィオナも子供の頃から勇者を尊敬し、感謝するよう育てられた。

　問題なのは村人達の感情ではなく、初代国王によって制定された一つの法律だった。




　貴きもの、勇ましきものと交わらず――




　初代国王であるフィン一世が、その在位中に発布した法律で、簡単に言ってしまえば、貴族と勇者、あるいはその子孫との婚こん姻いんを禁じる、というものだ。

　人が誰を好きになり、誰と結婚しようが自由ではないか、と思われるかもしれないが、当時の国王であるフィン一世はそう思わなかった。

　端的に言ってしまえば、フィン一世は勇者の名声とその実力を恐れたのだ。

　今は地位は勿論、金にも大して執着しない勇者様であるが、将来は分からない。自分の死後、有力貴族と結託し、自分の子孫を追い落とすかもしれない。

　そう思ったフィン一世は、貴族と勇者の婚姻、それに出産を一切禁じ、厳しい罰則を設けた。

　そしてその法律の被害者がフィオナの敬愛する「お姉ちゃん」だった。

　トロねえの婚約者は名ばかりとはいえ、村の小領主の次男坊だったわけだ。

　フィオナは鼻で笑ってしまう、と言ったが、正しくその通りだ。

　法律とは、人を幸せにするためにあるのではないのか？

　人を不幸に、ましてやトロねえのような女性の命を奪うために法律が存在しているのだとすれば、法とは一体何なのであろうか？

　当時は勿論、今もその答えを見いだせないでいるフィオナであったが、ただ一つだけ分かっていることがある。

　子供はとても残ざん酷こくな生き物だということだ。

　音もなく扉が開かれる。

　そこから現れたのは天使のような微笑みをたたえた悪魔、つまり当時のフィオナだ。

　経緯も事情も知らない彼女は、当然のように訊く。

「トロおねえちゃん、結婚式はいつなの？」

「………………」

　トロねえは何も答えない。答えられない。

　フィオナはそれでも無邪気に、あるいは残酷に質問を続ける。

「お姉ちゃん、ドレスの直しは終わったの？　何かわたしに手伝えることはある？」

「………………」

　フィオナは幾千ものナイフで問いかける。

「あ、もしかしてこれ婚約指輪？　ねえねえ、ちょっとだけ触ってもいい？」

「………………」

　幼いフィオナはこの時点でやっとトロねえの異変に気が付いたようだ。

　いつもとは違う空気を身に纏っているトロねえの顔を覗き込むと、トロねえはやっとフィオナの存在を知覚した。

　そしてフィオナの質問に一つ一つ答える。

　何一つ偽ることなく。

　そして涙一つ浮かべることなく、それどころかいつもと変わらない春の日差しのような笑みを漏らしながら、フィオナに一つだけ質問を返した。

　トロねえはフィオナの小さな手を取るとそれを自分の胸に誘いざない口を開く。

「フィオナ、これはなんだと思う？」

　幼いフィオナは即答する、「トロねえのおっぱい」と。

　答えは外れだったが、トロねえは怒ることも呆れることもない。

　ただ淡々とありのままの事実を口にした。

「ぶー、ハズレ。……これはね、お姉ちゃんの壊れた心臓ハートだよ……」

　フィオナはその言葉を聞き終えると目覚める。

　現実の世界に。

　トロねえがもういない世界に。

　その世界はただただ寂しく、冷たい世界だったが、救いがないわけでもなかった。

　見れば同居人が心配そうにフィオナの目元を拭ってくれている。

「フィオナ、痛いか？　どこか」

　フィオナは同居人にこれ以上の心配を掛けないために鼻を豪快に啜すすると、努めて元気に、そしてなるべく優しく、こう言った。

「雑巾で人の顔を拭ふいちゃ駄目よ」

　そうしてウガの頭を豪快に撫なでる。

「フィオナ、汚い。鼻水が。ウガの頭に」

「これでおあいこだよ」

　まだ止めどなく涙と鼻水が流れていたが、ウガの屈くつ託たくのない笑顔を見ていると、昨日より少し優しい人間になれたような気がした。
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　早朝。見渡す限りの青空で、これほど清すが々すがしい朝は一年でもそうはなかったが、スミオ法律事務所の中、特に所長が鎮座する執務室と、それに連なる仕事場は、これでもかというほど瘴しよう気きに満ちていた。

　第一、所長の顔からして不景気の極みである。

　まるで王都の住民すべてがゾンビになってしまったかのような憮ぶ然ぜんとした顔をしているが、本人に言わせればそっちの方がまだマシということになる。

　この人はそれほど裁判に、いや、勝負事に負けるのが嫌いなのだ。

　無論、本人は、

「はあ？　なにをたわけたことを。判決は裁判長が木き槌づちを振り下ろすまで分からないのじゃぞ」

　などと強がっているが、彼女の手札が役にもなっておらずブタなのは、フィオナが一番よく知っていた。

　勇者アルスの思わぬ利敵発言、それをすかさず敵方が利用し、裁判はもはや完全に検事官のペースとなっている。

　もはや有罪無罪かを争う場ではなく、勇者の量刑を決める場となりつつあった。あの花か崗こう岩がんを削って作り出したような厳格な裁判長の口から、有罪以外の言葉を聞くことは叶いそうもない。

　実際、あの日以後に行われた審理も酷いものだった。

　勇者本人の弾劾を一通り済ませると、次は勇者に関わる人物、特にその子孫達に標的が移った。

　グレンモア検事官は各地に点在する勇者の子孫をすべて把握しているのではないか、というほどに多くの証人や証拠を集めてきた。

「裁判長、並びにこの場に集う紳士淑女の皆さん、是非このデータを刮かつ目もくして御覧ください。ここにあるのは分かっているだけの勇者アルス殿の子孫の数とその分布図です」

　次に見せたのは、犯罪発生率を記した地図だったが、それが勇者の子孫が住まう分布図と見事に符合している。

　無論、スミオはすぐに挙手をし、叫んだ。

「異議あり。この二つのデータにはなんら関連性はありはせん。第一、この犯罪発生マップは貧困家庭分布図ともリンクしておる。勇者殿の子孫は経済的に恵まれない故にこの様な劣悪な環境に身を落としているだけで犯罪とはなんの関係もない」

　正論である。スラム街に住まう住人がすべて犯罪者というわけではない。統計上犯罪が多い地域に住んでいるからと批難されるようでは法治国家を名乗る資格はない。

　ただ――

　流石、検事局である。データの量、そして正確性が半端ではない。

　職員何人掛かりでデータをピックアップしたのだろうか、勇者の子孫の中から犯罪を犯した者をひとりひとりリストアップし、その犯罪の軽重を問わずすべての罪状と詳細を列挙していった。

　勇者の子孫とはいえただの人である。中には聖職者になるような清せい廉れんな人間もいたが、犯罪者に身を持ち崩すような人間も当然いた。

　その中でわざわざ犯罪者だけをリストアップするような行為はアンフェアと言えたが、フィオナ達は何も反論することができなかった。

　なぜならば――

「勇者の子孫って、ほんとダメ人間ばかりですね……」

　溜息と落胆の旋せん律りつと共に漏れ出た右記の台詞が象徴するように、フィオナが調べた限り、勇者の子孫に犯罪者が多いのは事実だったからだ。

「いや、ダメ人間ばかりなのはまだいいです。問題なのは裁判の証人に出てもらえそうな人間がほとんどいないのはどういうことでしょうか」

　スミオは一応、といった面おも持もちで質問する。

「昨日言ってた司祭になった男というのは使えないのかえ？」

「……その言葉、一ヶ月前に聞きたかったです」

「というと？」

「もうとっくにお墓の中ですよ。何せ、御年八七歳の御高齢でしたから」

　スミオが一瞬、火か葬そうにしていないならグールとして復活させることも、と本気で呟いたような気がしたが、すぐに冷静さを取り戻すと、

「こうなったら立派な人間でなくてもよい。市し井せいのなんでもない人間でいいから、ともかく、勇者を弁護してくれるような人物を探せ」

　なんなら賄賂を渡してもいい、とも付け加えたが、結局、スミオの懐ふところが痛むような事態にはならなかった。

「いやあ、まさか、全件に断られるとは夢にも思っていませんでした」

「…………妾もじゃ。一親等や二親等ならば恨みの情念も残っておるだろうが、まさかひ孫の世代にまで憎まれておるとはの。あやつは一体、どんな家庭を営んでいたのじゃ」

　と、このように勇者の弁護をしてくれるような証人を確保することができなかったのである。

「これで裁判に勝てるなら、弁護士なんて楽な商売よね」

　とはフィオナの率直な感想であるが、口外したりはしない。

　この裁判を引き受けると決めたのは自分自身であるし、弁護士は最後の最後まで依頼人の利益を守るのが仕事だからである。

　故に制服の袖そでを捲し上げて、裁判所に提出する書類を纏めようとしたのだが、運命の神はそんな弁護士の卵の心を折ることに喜びを見いだしているようだ。

「……書類が足りない」

　最初に気が付いたのはフィオナであるが、騒ぎ立てたのはスミオである。

　スミオは所長命令でフィオナとメープルに家捜しをさせたが、結局、一枚も見つかることはなかった。

　まさに踏んだり蹴ったりである。

　スミオは声高に、

「あの若造検事が嫌がらせに凄すご腕うでの怪盗を雇ったに違いない」

　と主張したが、フィオナはそれよりもこの事務所の最高責任者の管理能力を疑っていた。

　しかし、今更そんな犯人捜しをしても始まらない。

　フィオナは黙々と紛失した書類をゼロから作り直す。

　その間、余計なことは一切しゃべらなかった。

　どんよりとした空気が室内を支配したが、もはや窓を開けようと提案する気にもならないほど、フィオナの精神は摩ま耗もうしていた。
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「争いは同じレベルの者同士でしか発生しない」

　至言であり金言である。

　ならば今現在、こうして口汚く罵ののしり合っている二人のうら若き乙女（一人は見た目だけ）は同じレベルの人間ということになるだろうか。

　片方は司法界の魔女と謳うたわれた古ふる兵つわもので、もう一方は駆け出しの卵であるが、双方とも同レベルになれたことを喜んでいないことだけは確かなようだ。

「なぜ、このような勝ち目のない依頼を引き受けたのじゃ」

「依頼の受諾はわたしに全権を委任するって言ったのはスミオさんじゃないですか」

「妾は勝てると思ったら引き受けろと命じたのじゃ」

「あの時は勝てると思ったんですよ。まさか救国の勇者様があんなお方で、尚且つそのお友達である所長さんがあんなマヌケだったなんて夢にも思っていませんでしたから」

「な、わ、妾がマヌケじゃと!?　言ったな小娘。妾がマヌケならばその妾以下の貴様はなんじゃ？　オーク以下の単細胞生物か？」

「マヌケにマヌケと言って何が悪いんですか。スミオさんは勇者様のことをよく知っているのに、なんであのような暴挙に出る可能性を少しでも考慮しなかったんですか。対策を講じていればこんな結果にはならなかったのに」

「ぐう……」と口にはしているが、ぐうの音も出ないとはこのことだろう。急所を突かれたスミオは返す言葉もない……わけがない。逆に一従業員の的確な批判は雇用主の闘志に火を付ける。

　――ただ、その白熱度合いに反比例して語彙のレベルがどんどん下がっていくのはなぜだろうか。

「まな板娘!!」

「性しよう悪わるエルフ！」

「この穀ごく潰つぶし娘め!!　生意気な口を利くのならば給金分の働きをみせい!!」

「それを言うなら人並みのお給金をください！　この守しゆ銭せん奴どエルフ！」

「狸顔!!」

「顔だけ女！」

　このような低レベルな争いになると、その顚てん末まつは必然と破局に向かうものである。

　腹の中の物をすべてぶちまけて、何事もなかったかのように振る舞えるほど二人は大人ではないのだ。

「お前の顔など二度と見たくない」

「それは奇遇ですね！　わたしもですよ！」

　そんな捨て台詞と共に立場の弱い人間がドアを軋ませるのは必然だった。

　事務所はまるで嵐の前のように静まりかえった。







　さて、この広い館から小柄な少女の体積分の空間が空いたことになるが、その影響は微び々びたるものではなかった。

　少なくとも館の主の機嫌は少女と言い争っていた時よりも悪いのではないだろうか、彼女に奉仕するメイドはそう察知していたが、それを言語化することはなく、代わりに熱めのお茶に野苺のジャムをたっぷり入れることによって代弁した。

　主の第一声は、

「……甘酸っぱい」

　だったが、メープルはそのことには触れず、先ほどからスミオが筆を走らせている書類について尋ねた。

　スミオは簡潔かつ明瞭に、

「娼しよう館かんへの譲じよう渡と契約書」

　と述べた。

「よよよ……、ついにメープルは売られてしまうのですね」

　メープルは冗談半分、本気半分といった口調で戯おどけてみせたが、人形のような表情は変わらない。だが主は冗談だと解釈したようで少し口元を綻ばせた。

「売っぱらうのは役立たずの小娘の方じゃ。あの小生意気なツインテールは妾がいかに慈じ悲ひ深く寛大な上司であるか分かっておらんからの。一度、苦界にでも落ちて妾の有り難みを知るべきなのじゃ」

「まあ、それは惨たらしい。まだ恋も知らない乙女でしょうのに」

「これくらいしなければ妾の気が収まらん。くっくっく、小娘め、色町で一番の変態娼館に沈めてくれよう」

　スミオは一際人の悪い表情を浮かべながら、

「今流行の女学生専門店にしてやろうか。奴はまだ半現役じゃから、好事家共が列をなして指名するじゃろう」

「それともイメージクラブというのも悪くない。自作の台本片手に訪れる変態共を朝から晩まで相手にするのじゃ」

「あるいは意表を突いてＳＭクラブの女王も良いかもしれぬ」

　などと呟き、一心不乱に書類を作成すると、最後に譲渡人の欄にサインをし、その書類を徐おもむろに破り捨てた。

「お気は済みましたか？　御主人様」

「……まあ、そこそこにはな」

　スミオはそう漏らすと、ティーカップに口を添えわずかに残った香茶を嚥えん下げする。

　するとメープルはそのタイミングを見計らっていたかのように意外な質問をする。

「予想外でしたか？　御主人様」

「………………」

　スミオはメープルを一いち瞥べつしたが、何も応えなかった。

　いや、正確に言えばなんと応えていいか分からなかったのだ。

「どういう意味じゃ。この香茶の味か、それとも裁判のことか」

「すべてでございます」

「すべてじゃと？」

「常勝無敗である御主人様が負けようとしていること、たかが徒弟に過ぎない小娘に心乱されていること、そしてそれらにいらつく自分を自覚しつつもなかなか認められないこと」

　スミオはメープルの言葉に、

「ふんっ」

　という鼻息でしか応じることができない。

　図星を指されている、ということもあるが、それ以上に事情を知っている癖にいちいちこう主の心を忖そん度たくするような真似が気に障るのだ。

「メープルよ、貴様、妾があの小娘を、今回の裁判の為だけに利用し、使い捨てる気満々なのを知っていてそんな台詞を吐いているのか」

「正確に言えば、『そうしようと思っていた』ではないでしょうか」

　メープルは恭うやうやしく訂正する。その冷静さがますます苦々しい。

「御主人様とフィオナ様、師と弟子に成られて間もありませんが、その短い時間で御主人様は変心されたのでしょう」

「………………」

「変心、たった二文字ですが、これはすごいことだと思われます。悠久の時を生きる古エルフを、玄武岩よりも意固地な御主人様の心を、この短い期間で変化せしめたのですから」

「変化、か……」

　スミオはその言葉を聞くと怒るでもなく、ぽつりと反はん芻すうする。

　本当に変わったのだとしたら、自分の歪な心はどのような形に変わったのだろう、と思ったのだ。興味を引かれたが、胸郭を切り開いて確かめるわけにもいかない。代わりにスミオは「出掛ける。支度をせい」とメープルを本来の仕事に戻した。

　メープルは一際深くお辞儀をすると、以後、無駄口を叩くようなことはなかった。







　女弁護士スミオ・マリアヘルは趣味人である。

　彼女は清教徒ではなく、若く健康的な身体を持て余すうら若き女性（何度も言いますが見た目だけ）であるからして、それ相応に人生を謳おう歌かする術を知っていた。

　事務所に散見する古美術品の収集もその一つだったし、連夜の会員制高級レストラン通いもその一つだ。

　世間は彼女のことを守銭奴だと揶揄するが、彼女はけして吝りん嗇しよくではなく、必要とあれば金を湯水のように使うというわけだ。

　そして今夜も顧客から集めた怨えん嗟さの念が籠もった金銀を浄財していた。

　つまり彼女の高尚な趣味の一つ、ギャンブルに興じているのだ。

　馬車を降りた瞬間、カジノの従業員が列をなして敬礼し、総支配人がその薄くなった頭を地に擦こすり付けんばかりの勢いで出迎えをする。

「これはこれはマリアヘル様、お久しぶりでございます。事前におっしゃって頂ければ、こちらからお迎えに参りましたものを」

　総支配人はスミオをＶＩＰルームへ案内する。

　そこにはスミオの「ほう、スロットの新台が入ったのじゃな」の言葉通り、まっさらの機械が並べられていた。無論、総支配人は得意げに説明し、プレイを促す。

　ちなみに間断なく投入されていくチップであるが、一枚でフィオナの一日分の給金を上回ることは内緒にしておくべきだろう。

　スミオはつまらなそうに、そして惜しげもなくチップを投入していくが、当たる気配がない。ただ夢む遊ゆう病びよう患者のように青光りするスロットを眺めていた。

「な、なかなか揃いませんね、調子が悪いのでしょうか」

　総支配人は冷や汗をかく。

　ここがマフィアが経営するような裏カジノであるならば、部下に命じて当たりを出させるところだが、残念ながらここは真っ当なカジノでそのような不正はできない。

　ただ、総支配人は今、この瞬間だけでもここが裏カジノになってくれるよう祈っていた。

　その理由は、

「くそっ、なぜ揃わないのじゃ！　イカサマではないか、この機械！」

　と高価な機械を無遠慮に叩き、今にも壊そうとしているエルフにあった。

　新台を壊されたら堪ったものではない、……というわけではない。

　それは惜しいことは惜しいが、それ以上にこのエルフの機嫌を損ねることが恐ろしいのだ。

　正確にいえば職を失うのが怖かった。

　育ち盛りの子供達がいるのに路頭に迷うのが恐ろしかった。

　このカジノのオーナーに厳命されている、

「スミオ・マリアヘルが訪れたら、たとえ王族が来ていたとしてもそちらは無視し、優先的にもてなせ。もし、彼女の機嫌を損ねるようなことがあったら、息子の進学は諦めるのだな」

　という言葉を脳内に反響させずにはいられない。

　故に総支配人が揉もみ手をしながら冷や汗混じりにこう呟くのも仕方ないことだった。

「お、おかしいですな。本日は第三白竜の日なのに」

　スミオはその言を聞くと、じろり、と総支配人に視線をやる。

「ひっ、ひぃ……」

　まるで熊に睨まれたかのように仰け反る支配人。

　だが、スミオは怯える支配人の襟えり元もとを摑みあげると、

「どういう意味じゃ」

　と問うた。

「ま、誠に申し訳ありませんでした。何がお気に召さなかったかは分かりませんが、どうかお許しを。私には来年、王立大学を受験する息子と魔術師学園に在学する娘がおりまして、今首になると家にも入れてもらえなくなります」

　スミオはそんなこと知ったことか、と言わんばかりに総支配人の首を締め上げると、

「そうではない！　今、なぜ、第三白竜の日なのに、と言ったのか聞いているんじゃ！」

「え？　だ、第三白竜の日？」

　縮み上がり恐怖に支配された総支配人から有益な情報を聞き出すのには根気と時間が必要だったが、幸いなことに今のスミオには十分な時間があった。

「……ほう、今日はそのような謂われがある日なのじゃな」

　スミオは総支配人から聞き出した「第三白竜の日は賭博の神マンジュキッチが守護したもう日」という情報を独白するように呟いた。

　次いで多少落ち着いた支配人にこう問い質した。

「その第三白竜の日とやらは、一部の貴族の間だけでもてはやされているだけではなく、庶民の間でも広まっているのかえ？」




「――――――」




　小心者の支配人から聞き出した答えは想像以上のものだった。

　スミオはにやり、と口元を歪ゆがめると、「チップじゃ」と、総支配人のタキシードの胸ポケットに残りの高額チップを押し込み、すぐさま踵を返した。

　メープルは黙ってそれに付き従う。

　颯爽と闊歩するその姿は、このカジノを訪れた時からは想像できないもので、まるで戦女神そのものを連想させた。
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「――に――はいかがで――うか？」

「――え？」

　少女は思わず問い返してしまう。

　同年代と思われる少女は気を悪くするでもなく、変わらぬ営業スマイルと共に定型文を口にする。

「御一緒にドリンクもいかがでしょうか？」

　少女はその言葉の意味することをとっさに理解することはできなかったが、先ほどのような間抜けな言葉を漏らすような真似はせず、「ああ、はい」と無ぶ難なんに答えた。

　次いでカウンターに張られたドリンクのメニューを覗き込む振りをしながら、今、自分が置かれている状況を確認した。

　どうやらここは王都にある軽食屋、フィッシュアンドチップスの専門店のようである。

　王都の繁華街の至る所にチェーン店を構える人気店で、夢だけでは空腹を満たせない学生が常に店内を満たしている。

「――学生？」

　少女は自分の思考に呼応し、またしてもその場に相応ふさわしくない台詞をぽつりと呟いてしまう。少女は、店員が訝いぶかしんでいないかさり気なく顔を覗き込むが、幸いなことに彼女の営業スマイルが崩れることはなかった。

「……そうだ、わたしはもう学生じゃないんだ」

　少女は、――フィオナは、やっと自分の名前を思い出すと、洪水のように流れ込む意識と共に「水とミルク」を注文し、トレーにそれらを乗せ、自分が帰るべき場所へ向かった。

　そこには欠食孤児のように腹を空かせたフィオナの妹分がいた。

「くっつきそう。背骨と腹毛が」

「それを言うなら背中とお腹でしょ」

　フィオナはそう言いながら笑うと、彼女の前に山盛りに盛られたフィッシュアンドチップスを置いた。フィオナは連続した動作でフィッシュアンドチップスにモルトビネガーを掛けようとしたが、慌ててその動作を止める。

　先日、フィオナの雇用主とその件で喧けん嘩かしたことを思い出したからだ。

「馬鹿者!!　芋フライに酢を掛けるなど、どこの蛮族だ！」

　数時間前に喧嘩別れしたばかりなのにその声はどこか懐かしい。

　ただ、同時にあの小憎らしいしたり顔も思い出したので、フィオナは躊ちゆう躇ちよすることなくたっぷりとモルトビネガーを振り掛けた。

　ちなみにけっこうびちょびちょになるまで振り掛け、刻んだタマネギと共に食すのがフィオナのスタイルである。見た目こそはアレであるが、貴族の娘などに食べさせてもお世辞抜きで美味しいと言ってくれる粋な食べ方なのだ。

「酸っぱい。美味い。酸っぱい。美味い」

　どうやら貴族や庶民だけでなく、この味はすべての種族共通らしい。ウガも満足してくれて何よりである。

　フィオナは幸せそうに頰張るウガを見つめると、二、三、ポテトを口の中に放り込み、精神のチャンネルを完全に切り替えた。仕事モードにである。

　つい数時間前、雇用主と喧嘩をし、飛び出してきたフィオナであるが、別に事務所を辞めてきた訳ではない。正直、今からでも彼女の額に辞表を貼り付けたい衝動はあるのだが、少なくともその衝動はこの裁判が終わるまでは押さえ込まなければいけない。

　どうしてそこまでこの裁判に拘る？

　あんな人間、救う価値もないではないか。

　フィオナの内にいるもう一人の自分がそう囁ささやき、世間の人間もそれを支持してくれることを知っていたが、それでもフィオナは卒業式のあの日、セレズニア王国大憲章の上に手を置いて誓った日のことを忘れるわけにはいかなかった。




「弁護士とは常に依頼人の人権と利益を守る者のことなり」




　俗に言う大憲章マグナ・カルタの誓いという奴である。

　フィオナがあの日誓った言葉は、何よりも重く、何よりも尊いもののはずである。そうでなければフィオナが弁護士を志した意味はなく、存在意義までも喪失してしまうのだ。

　だからたかが上司と喧嘩したくらいで、戦況が著いちじるしく不利なくらいで、すべてを投げ出してしまうわけにはいかないのだ。

「………………」

「フィオナ？　痛い、お腹？　大丈夫か？」

「え、ああ、ううん、大丈夫だよ、気にせずわたしの分まで食べていいから」

　どうやらフィオナはとても気難しい顔をしていたようである。

　さもありなん、と言えばそうとしか言いようのない状況のわけなのだが、フィオナは慌てて首を振る。悲しいときほど明るく振る舞い、苦しいときほど楽しいことを考える、亡き母親の教えではないが、折角、久方ぶりに外食に訪れているのだから、年少者に心配を掛けるようでは年長者失格である。

「……ん、年長者……？」

　フィオナはふと首を捻る。ウガは見た目こそ一二歳前後の少女にしか見えないが、それは人間としての感想である。ウガは人間の理ことわりとは無縁であろうし、実際、魔族の中には神代の時代から生命を保っている者もいると聞く。まあ、そこまででないにしろウガの実年齢が見た目とはかけ離れていることも十分あり得た。

　故にフィオナは恐る恐る、そして慎重に生まれた年を尋ねたのだが、彼女は朗らかに、

「ウガ、生まれた、一〇年前。生えたのは五年前。剝けるのは五年後」

　と答えた。

「……ふう」

　フィオナは思わず安あん堵どの溜息を漏らす。どうやら年上としての威い厳げんは保てそうだ。

「まあそうよね、いくらなんでもわたしより年上はないか」

　フィオナはそう呟くと、店員にパフェを二つ注文し、チャンネルを切り替える。

　さて、フィオナの弁護士としての矜きよう持じ、そして諦めの悪さはここで改めて特筆することもないであろうが、問題は今後どう戦うか、である。

　裁判は今、フィオナ達にとことん不利である。

　もっと端的に言えば勝ち目など微み塵じんもない。

　ただその微塵の中からわずか一分子の勝利を抽出し、それを培ばい養ようして増やせるのだとすれば、どうすればいいだろうか。

「そんなものは簡単じゃ、あの検事官が連れてきた証人の証言が信用に値しない物だと裁判官達に分からせればよい」

　フィオナのボスならそんなことを言うだろう。

　勿論、それは一つの答えなのだが、今のフィオナにはそんな芸当できそうもない。

「ならば買収じゃな。裁判官や検事が無理でも、勇者に有利な証言をしてくれるものを金の力で作り出せばいい」

　フィオナは吐息する。それは証拠捏造といって立派な刑事犯罪である。法に携たずさわる人間がしていいことではないし、第一、勇者アルスの子孫はすべて彼を憎んでおり、買収に応じてくれそうな人物はいない、と太鼓判を押したではないか。

「………………」

　フィオナはしばし沈黙する。

　パフェを口一杯に頰張ったせいで頭痛がしたせいもあるが、何か発想の転換のような物が生まれそうな気がしたからだ。

（検事官が問題にしているのは、勇者の和平に於ける収賄行為、それに勇者の人格的欠点なのよね。でもそれって元々の趣旨とは違うような……）

　この弾劾裁判の訴状理由はすべての種族に対する人道的な罪である。つまり魔族と和を結んだことに対する責任という奴で、いつの間にか趣旨がずれていることになる。無論、収賄も勇者の人格的欠点もその人道的罪なる曖昧なものを証明するパーツの一つなのかもしれないが、逆に考えればそれらに反論できなくてもそれ以上の証拠があれば、勇者の罪をチャラにできるのではないだろうか。

「むう……」

　フィオナの灰色の脳細胞がきしきしと悲鳴を上げる。今、フィオナの頭蓋骨を切開するものがいれば、そのものはアルファベットとクエスチョンマークの洪水で溺でき死しすること必ひつ定じようであろう。

（つまり収賄容疑を帳消しにできるくらいの人類に対する功績があれば、一発逆転できる、というわけね）

　勇者の功績、と言えば、真っ先に思い浮かぶのが単身魔王の城に潜入し、魔王と和議を結んだことが挙げられるが、それを今更主張することはできない。そもそもその和議自体に難なん癖くせを付けられているのが今の状況なのだから。

（なら戦後、何か世のためになることを……してないわよね……）

　戦後、各国の王達は救国の英雄であるアルスの処置に困り、諸王会議にて勇者アルスに「何人にも束縛されぬ者」という名誉職を与えた。建前上は、どこか一国に属することなく公平な視点で諸国間の調停役を果たす、というものだったが、実際は有名無実な役職で、本人もそれを分かってか、数度諸王会議に出席したのみである。ちなみにその会議の議事録を読み返すと勇者は三種類の発言しかしておらず、一番長い発言でも「議長、眩しいのでカーテンを閉めてください」というものだった。

「……あー、無理、もう無理、無理ゲーだわ、この裁判……。大体、あの人も勇者なんだから、一つくらい弁護に値することくらいしてなさいよ……」

　フィオナは思わず頭を抱えると、その場にうずくまる。

　当然、ウガが心配そうに頭を撫でてくれるが、それは計算通りだった。誰かに優しく撫でられでもしなければ心が折れてしまいそうなのだ。

　フィオナはひとしきりウガの柔らかい掌たなごころを堪能すると、

「あーあ、ウガが勇者様の娘だったらなあ」

　と益体もないことを呟き、立ち上がった。

　この店の営業時間は九時までであり、トレーやナプキンなどの処理は半セルフ式なのである。フィオナはウガに一般常識を身に付けさせるため、一連の片付けをウガにやらせることにした。

　ウガは文句一つ言わずフィオナの指示に従ったが、ナプキンを燃えるゴミ入れか生ゴミ入れ、どちらに入れればいいかひとしきり迷うと、くるりと振り返り、フィオナにこう尋ねた。

「フィオナは、ウガの親父が、親父だと嬉しいのか？」

　フィオナは「まあね」と呟くと、

「魚のマークがある方が生ゴミね。焚たき火のマークが燃えるゴミで……」

　途中、「ん？」と呟いてしまう。

　フィオナの聞き違いだろうか、今、ウガが何かとんでもないことを口走ったような気がする。

　フィオナは一瞬、気が動転したが、深呼吸することによって平静を保つと、順を追ってウガに質問をぶつけることにした。

「ウガって生まれてからまだ一〇年なのよね」

　ウガは大きく頷うなずいたが、すぐに、

「だけど、ウガ、一五〇年いた。カカ様の胎は内らの中に。だからフィオナより年上。ウガ偉い」

　と訂正する。流石魔族である。フィオナは驚くと共に得心もしたが、質問を続ける。

「ちなみにウガのお父さんって人間？」

「ウガの親父、人間。でも脆弱な人間じゃない。カカ様手籠めにした。唯一の男、カカ様惚れさせた」

「……もしかして名前の一番上の文字がアだったりする」

「する」

「次はル？」

「ルだ」

「………………」

　フィオナは立ちくらみを覚えたが、すんでのところで踏ん張ると、絶対にあり得ないだろうな、と思いつつとある質問をした。

　その質問とは、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいで都合の良すぎるものだった。ただ、フィオナが教科書で習った魔族の王の性別は女であり、可能性としてはゼロではないので、一応尋ねてみたのだが、それに対する答えは想像以上のものだった。

「ウガのお母さんは魔族の中で一番強かったりする？」

　ウガは「それは違う」と大きく首を振る。

　フィオナはなんだかほっとしてしまったが、その安堵感もほんの刹那のものでしかなかった。なぜならば首を振り終えたウガが誇らしげにこう言ったからである。

「一番強い、世界で、ウガのカカ様は。最強、この世で一番。魔王だから」

「……あは……あはは……」

　フィオナはそう力なく笑うと、油汚れの付着した床にへたり込んだ。
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　大法廷にさざ波にも似た動揺が走る。

　あの雷神の息子である裁判長でさえ顔色を変え、スミオの言を聞き返したほどだ。

　しかしその動揺の発生源であるスミオ本人は至って冷静であり、淀よどみなくこう告げた。

「これから事前申請のない証人を一人召しよう喚かんしたいのじゃが、許可を貰えるかの」

　無論、驚きの源泉はその突発的な申請ではない。事前申請のない証人尋問など日常茶飯事であり、今更驚くにも値しなかったが、問題はスミオが口にした証人の名とその生い立ちにあった。

「彼女の名はウガ。本名は知らぬが、魔族は他人には決して真ま名なを教えぬそうじゃから、まあ許してたもれ」

　スミオはそこで言葉を句切ると、後の説明は助手がすると言わんばかりに自分は弁べん護ご士し席に座り、代わってフィオナがウガを伴い証人席に上がった。

　ウガは、物珍しげに法廷内を見回しながら、証人席に立つ。

「スミオ・マリアヘル法律事務所の所員、フィオナです。王国暦三一一年、つまり今年法学校を卒業したばかりの準弁護士ですが、ここからはわたしが弁護を代わります」

　フィオナはそう言うと裁判席と傍聴席、次いで国王の肖像画に深く頭こうべを垂たれる。

　未だ大法廷は動揺の波紋を広げていたが、フィオナの純じゆん朴ぼくにして小市民染みた行動が幾分それを緩かん和わしたように思われる。

「先ほど、スミオ・マリアヘルの説明にもありましたとおり、彼女、ウガは我らガイアスの民ではありません。我々人間が呼称するところの魔族という種族に当たります」

　フィオナは一旦そこで言葉を句切ると、自分自身の心の準備を整える。

「そして彼女はただの魔族ではありません。魔族の王族、つまりかの魔王の娘に当たる存在だそうです」

　その言葉を言い終えると、法廷の動揺は、いや、混乱は最高潮に達する。

　もはやざわめきと呼ばれていた雑音は、喧噪へと変化していた。

「そんな馬鹿な」

「この神聖なる大法廷に魔族の、それも魔王の娘をだと」

「あり得ない。法廷を侮ぶ辱じよくするにもほどがある」

　それらの言葉に、彼らの表情に、ウガの存在を肯定する分子は一分子も含まれていなかったが、意外なことではなかった。むしろ想像したとおりで、法廷内に衛兵が殺さつ到とうしてこないだけましな状態ともいえる。

　しかしフィオナはそんなことに喜びなど見いだしていなかった。彼女を、ウガを証人として認めさせることが最低条件なのである。

　フィオナはあらゆる弁舌を駆く使しするつもりだったが、ことは意外にも簡単に運んだ。

　グレンモア検事官の、

「このような証人、前例がない」

　という異義に即座に反論できたからだ。

「いえ、あります。王国暦二六六年、魔族に対する密貿易の裁判において、魔族が証人席に立ったことがあります。それに王国暦一九九年、後にミンチメーカーと呼ばれる連続殺人事件においても魔族の若者が証人として呼ばれ、証拠として採用されています」

　フィオナは次々と諳そらんじてみせたが、事件の詳細はともかく、それらの証人が存在したことを教えてくれたのはスミオである。流石、セレズニアに於けるすべての判例を記憶していると豪語するだけはある。単に年の功とも言うが、ともかく、前例主義に毒されている法曹界において矛にも盾にもなることは確かだった。

　グレンモア検事官は文字通り歯は軋ぎしりをし、すがるような目で裁判長を見やったが、結局、検事官の異義は却下されることになった。

　フィオナはほっと胸を撫なで下ろすが、あくまで自分の胸の中で留め、表情に出さないように留意しながら弁護を続ける。

「裁判長閣下の良識ある決断に感謝します。さて、検事官殿は次いで彼女が魔族であること、そして魔王の娘であることに疑いの念を抱くことでしょうから、あらかじめそれらを証明する証拠を提出したいと思います」

　フィオナはそう言うと裁判官と検事官に証拠を提出する。王立大学に依頼した検査結果である。

「その資料に書かれているかと思いますが、本王国において親子関係を証明する方法はいくつか存在しますが、肝心の魔王のＤＮＡを入手する方法が存在せず、科学的な証拠は提示できません」

　その言を聞いたグレンモア検事官はしてやったり、という表情をする。

「話になりませんな。確かにこの娘は魔族であることは証明せずともすぐに分かる。が、魔王の娘であることは状況証拠さえないじゃないか」

「いえ、状況証拠ならばあります。資料にも添付されていますが、彼女の背中に生えているのは、所謂、黒こく曜よう石せきの翼というものです」

「黒曜石の翼……だと……」

「この国に住まう人間ならば、幼年学校で習う常識ですね。太古の賢者ネウロスの詩の一節にもあります。黒曜石の翼、この世界に終しゆう焉えんをもたらす黄たそ昏がれの黒、その黒は闇やみよりも深く、漆しつ黒こくよりも罪深い――」

　グレンモアは「そんなことは誰でも知っている」とはあえて言わず、フィオナを睨にらみ付ける。フィオナはそれを無視する。

「それをもって状況証拠としろ……と？」

「それだけではありません。彼女の魔力は人間を凌りよう駕がしています。いえ、それ相応の魔族でさえ太た刀ち打うちできないでしょう。象ぞう牙げの塔の魔術師曰く、本王国の戦略級魔術師三人分に値する魔力を持っているそうです。……つまり彼女がその気になればこの大法廷など一瞬で消し飛ぶということですね」

「な、そ、そんな馬鹿な――」

　当然、ざわめきが生じるが、それを制止したのは、秩序と寡か黙もくを尊ぶ雷神の息子だった。質問者も彼に代わる。

「――そんな人物を法廷に、いや、このセレズニアの地に招き入れて、危険ではないのかね？」

「ウガは魔族の子供ですが、野蛮人ではありません」

「証拠はあるのか？　この娘が我らの災厄にならないと断言できるのか？」

「できます。わたしが保証します」

　ナンセンスだ、話にならない、とグレンモアは裁判長に詰め寄ったが、フィオナと雷神の息子は検事の言葉に耳を貸さず、視線さえくれなかった。

「正直にお話しすれば、ウガと私の付き合いは三ヶ月にも満ちません。ただ、この一ヶ月、わたしの狭いアパートで、寝しん食しよくを共にし、色々な話を聞いてきました。すぐに彼女には強大な魔力があると、魔術の素養が全くないわたしでさえ気が付きました。その気になれば、彼女はわたしなんて指先一つで殺せるし、この王都に壊滅的な打撃を与えることも可能なのです。でも、彼女はそんなことはしなかった」

　なぜだか分かりますか？　フィオナがそう尋ねると、雷神の息子はゆっくりと首を横に振る。

「理由は簡単です。そんなことをする気が全くなかったからです。実際、わたしが彼女と初めて出逢ったとき、彼女は枯れ木のように痩せていました。彼女はその気になれば、見知らぬ人からお金を奪うことも、商店から食糧を盗むことも容易にできたのです。

　――でも彼女は、ウガはそれをしなかった」

「それが彼女の安全性を担保する証拠たり得るのかね？」

「――わたしはウガを信じています」

　フィオナはウガへ視線をやると、彼女の頭を愛いとおしげに撫でる。

　次いでウガの掌てのひらを強く握りしめる。

　ウガ自身に法廷で発言させる決心を固めたのだ。

「この怖そうな――、……実際に凄く怖いけど、ウガには何もしないから、この人達の質問に正直に答えてあげて」

　ウガはフィオナの瞳をしっかりと見据えると、「分かった」と大きく頷いた。

　裁判長が、雷神の息子がウガに質問をする。

「君は魔族なのかね？」

「ウガ、魔族。違う生き物、お前らとは」

「それでは君は本当に魔王の娘なのかね」

　その言を聞いたウガは服を脱ごうとする。「娘」であることを疑われたことに立腹して、「女」であることを証明しようとしているのかと思ったが、違ったようだ。

　ウガは背中の部分だけ露出させると、漆黒の翼をはためかせて見せた。

「これ、ウガの翼、自慢の。とっても珍しい。誰しもが持っていない、黒曜石の翼。持っているのは、ウガとカカ様だけ」

　フィオナは補足する。

「先ほども説明いたしましたが、彼女の背中にある翼は魔族の中でも王族にしか生えない黒曜石の翼です。彼女が貴き血筋の娘、つまり魔王の娘であることは、王立大学の教授も象牙の塔の魔術師も太鼓判を押して証明してくれました」

　衆目の視線が少女の背中に注がれる。この中で黒曜石の翼を直に見たことがある人間は、そこで深い眠りについている勇者だけであろうが、その男の言葉を借りずとも、その黒い造形物は黒曜石の翼であると無言で主張していた。それ程までに美しく、説得力に満ちあふれているのだ。

　グレンモアは歯軋りを漏らし、雷神の息子は大おお仰ぎように頷く。

　それはウガを魔王の娘と認めた証である。喜ぶべき事態なのだろうが、老練な裁判長はフィオナにそんな暇を与えはしない。

「なるほど、この娘は確かに魔族の子、そして魔王の娘のようだ。――ただ、それは分かったから、もう服を着なさい。ここは神聖な法廷だぞ」

　ふと横を振り向けばすっぽんぽんになりかけている少女がいた。この御時世である、全力で止めに掛かるしかない。

「彼女が――、ウガが魔王の娘だと分かったが、その魔王の娘がなぜ、このセレズニアを訪れたのだ？　各国には一応、政治的な問題や通商問題を協議する場所として、大使館のようなものが設置されているが、そこからはなんの連絡も受けていないぞ」

「当然。ウガ、黙って出て来た。カカ様にも内緒で。知らない、四天王さえ」

「……家出という奴かな？」

「家出という奴だ」

「困った娘だな。本王国では未成年の家出は罪となり、発覚次第、親元に送り返すことになっている。もっとも魔族の娘はその法律の範囲外だがね」

「良かった。とても困る、送り返されたら。果たせない、目的を」

「目的？」

　雷神の息子はそこで眉まゆをひそめる。

　フィオナもほぼ同時に同じ行動をする。しまった、と思ったのだ。

　フィオナはウガを魔王の娘であると認めさせることを念頭に作戦を練ってきた。

　まさかセレズニアにやって来た目的まで質されるとは思っていなかったのだ。完全なるミスである。

「やって来た、父親を殺すため」

　数秒後にそう主張し、《危険人物認定》を受けてしまう未来が見える。

　ただフィオナは占い師になる素養もないようだ。

　そしてウガの賢さも見くびっていた。

　彼女はどのような発言が自分の、いや、フィオナの不利になるかちゃんと認識しており、この場にどんな言葉が相応ふさわしいか考える力も持っていた。

「ウガ、やって来た、この国に。進んでいる、セレズニアは。たくさんある、法律の知識が。学びたい、どうしてもそれを。故郷に持って帰りたい、それらを」

「魔族が法律を!?」

　法廷は驚きに包まれる。

　魔族にしてみれば失礼であるが、セレズニア国民が抱く魔族のイメージは、「野蛮人」「残ざん虐ぎやく」「未開人」「狡こう猾かつ」などの言葉に集約されるだろう。軍事力だけが奇形的に発達した「ひともどき」と揶や揄ゆする人間もいる。

　そんな種族の子供が、まして魔王の子供が、法律を学びたいなど、驚き以外の何物でもなかった。ただ――

「法律を学び、それを故郷に持ち帰るために君はこの国にやって来たというのかね？」

　裁判長のこの発言は、「我が国のやり方を盗む気か？　このスパイめ！」という意味が込められているわけではなかった。むしろ逆に新鮮な驚きと寛かん容ようさが秘められている。

　このセレズニア王国が「法治国家」と呼ばれていることは、この大陸に住まう者すべての常識であったが、そのことに誇ほこりを持っていることはあまり知られていない。少なくともセレズニア以外の国の民は、「人治国家」と「法治国家」の区別すら付いていないだろう。

　ただ、セレズニアに住まう人間、特に法ほう曹そう界かいに身を置く人間は、国王の権利さえ法律として明文化しているこの国の制度に誇りを持っていた。

　所謂いわゆる《立りつ憲けん君くん主しゆ制せい》と呼ばれる制度である。セレズニアに住まう国民は、その制度を最上のものと考え、多くの国々へ広めたいと活動しているのだが、まさか思ってもいなかった国からその申し出があるとは、望外としか言えなかった。

「その通り。とても素晴らしい、この国の法律は。暴走を防ぐ、王侯貴族の。画期的政治制度。民が虐しいたげられることもない。やる気になる、とても。生産性も上がる、国も豊かになる。思わない、戦争をしようなんて。いいことずくめ」

　ウガはその言葉によって一瞬にして法廷内の法律家の心を摑んでしまった。

　夢見がちな者ならば、魔族との間に恒久的な和平を結ぶきっかけとさえ認識しているかもしれない。

　ただ一瞬、色めき立った裁判長ではあるが、すぐに表情を繕つくろうと、

「あい分かった。この娘の処置は、後日、議会と国王陛下が決めることとしても、この娘の証人としての申請は、儂わしが責任を持ってそれを認める」

　と、いつもの冷静さを取り戻した。裁判に私情は挟むべきでないと即座に理解したのだ。

　グレンモアは「そんなこと知るものか！　この娘の目的と本裁判になんら関係はない！」という姿勢を最後まで崩さなかった。




　ウガが証人として認められた直後、すかさず休廷を申し出たのは、流石というしかないだろう。

　グレンモアはわずか一〇分の時を稼いだだけで、法廷の空気を正常に導いた。やはり検事局きってのエリートの名は伊だ達てではない。

　グレンモアは心を落ち着かせるため、深呼吸をすると、仕切り直しの言葉から始めた。

「彼女が魔王の娘であることは一旦認めよう。しかし、その魔王の娘がなぜこの場にいる？　まさか法律を学ぶために職場見学に訪れたというのではあるまいな？」

「それは気が付きませんでした。もしもこの裁判が終わったら、申請しても良いでしょうか？」

「この師匠にしてこの弟子あり、か。私は冗談が嫌いでね」

　グレンモア検事は冗談を楽しむ心境にはないようだ。フィオナは話を本筋に戻す。

「職場見学は後日のことにするとして、勿論、ウガという少女は本裁判の重要証人として召喚しました」

「この期ごに及んで何を証言させる気かね？　魔族のお姫様がお忍びで留学に来たことと、勇者の人道的な罪にどんな関係がある？」

「その答えも先ほど渡した資料に記載されています」

　フィオナはそう言うと特定のページを口にし、そこを開くよう指示した。

「本王国において親子関係を証明する方法が確立されて久しいことは、法の世界に身を置く人間ならば常識だと思うので、あえてこの場では詳細は説明しませんが、その魔法科学の粋を集めて作った測定器を用いて調査した結果がこれです」

「このＵというのはウガという少女、か……？」

「その通りです」とフィオナは首肯する。

　となると問題は彼女の遺伝的父親の欄に書かれているＡという文字だが、それが誰であるか、少なくともグレンモア検事官は察しが付いているようである。彼には血統上の異母兄弟が何十人もおり、今更兄弟が一人増えたところで痛痒も感じないはずである。ただ、それが魔王の娘なら別のようで、驚きと、そして憤いきどおりを感じずにはいられないようだ。

「皆さんもすでにお気づきかと思われますが、ウガの父親は勇者アルスその人です」

　法廷内はざわめきで包まれる。だがそれも一瞬のことであり、次いでどよめきが洪水のように押し寄せた。

　当然である。かの勇者と魔王の間に娘がいたなどという事実は、センセーショナルを通り越し、スキャンダルの域に達している。

「裁判長!!　これは明らかに国民への、いや、我々ガイアスの民に対する裏切りです！」という検事官の主張ももっともだった。

　しかし、フィオナはそんな意見に与くみしなかった。即座に反論する。

「本当にそうでしょうか？」

「この資料によると、勇者アルス殿と魔王イルミナは、最初に対峙した瞬間、即座に恋に落ちたとある。つまり、勇者と魔王の会談には私的感情が含まれていたと見るべきだろう」

「会談に私的感情を含ませるのは悪いことなのでしょうか？」

「悪いに決まっている。ことは個人間の問題じゃない。国と国、それに属する多くの民の問題だ。そんな場に私的感情を持ち込むなど言語道断だ」

「銅貨一二〇枚とひのきの棒です」

「……？　何を言っているのだね、君は」

　流石の検事官も首を傾かしげる。いや、フィオナの気が狂ったのではないだろうか、そんな哀れみの視線さえ感じる。しかし、フィオナは気にする様子もなく、得とく々とくと言葉を続ける。

「これはかの聖魔戦争のおり、勇者アルスがとある国王から受け取った支し度たく金きんです。ちなみに当時の宿屋は一泊銅貨七、八枚といったところでしょうか。そして攻撃力が五しか上がらないひのきの棒を一本持たせ、国王は魔族を討とう伐ばつせよと命令をしたそうです」

「そんな英雄譚の序章は幼児でも知っている。もし、金額の多た寡かを問題にしているのなら筋違いだ。何も当時の王は勇者アルス殿だけ援助していればいいというわけではなかったのだ。他にも無数の無名の勇者すべてを援助せねばならない。彼だけ特別扱いするわけにはいかない」

「そう、勇者アルスの栄光に隠れがちですが、当時、彼以外にも多くの勇者が存在しました。そのほとんどは志半なかばに倒れ、中には逃げ帰った者もいるでしょう。しかし、多くの若者達は文字通り己の命を賭してまで人々を守り、少しでも後の世に繋つながるよう前のめりに倒れて逝きました」

「………………」

「そんな名も知れぬ勇者達を動かしたのは何でしょうか？　お金のため？　いいえ、違います。旅立ちの支度金に銅貨一二〇枚しかくれない王に如い何かほどの褒ほう美びが期待できましょう。ならば使命感のため？　勿論、そういう人もたくさんいたでしょう。しかし、当時の資料を紐解くたび、当時を生きた人間の話を聞くたび、人を動かす原動力はいつの時代も変わらないのだと改めて驚かされます」

　フィオナは乾かわいた唇くちびるを嚙かみ締めると、拳に力を込めて言い放つ。

「当時の若者を動かしたのは、私的感情です」

　フィオナは手にしていた資料を机に伏せると、一言一句嚙み締めるように名もなき勇者達について語った。

「トレポト村の名も無き猟師。彼は森に狩しゆ猟りように赴おもむいている間に村を魔族に襲われ、奥さんと子供を亡くしました。彼は私的感情、復讐心を胸に魔族打倒の旅に加わったのです」

「………………」

「とある王都の衛兵は、王を守る衛兵が重装備の甲冑に身を包んでいるのに、魔族に立ち向かう若者達が軽装なことに疑問を感じ、職を辞して旅立ちました」

「………………」

「象牙の塔に閉じ籠こもり、研究に明け暮れていたとある魔術師を突き動かしたのは、産まれたばかりの子供です。彼が成人したときに見る世界がどうなっているか、思いを馳はせずにはいられなかったのでしょう」

「………………」

「彼らは魔族を皆殺しにするために旅立ったのでしょうか？　勿論、そんな感情を抱いていた者もいたでしょうが、そんな夢想家は一握りだったはずです。彼らは、平和な世を目指し、戦争を一日でも早く終結させるために旅立ったのです」

「……それは詭き弁べんだ」

「……確かに詭弁かもしれません。しかし、感情剝き出しで必死に生きた当時の若者達が、事の顚てん末まつ、つまり勇者と魔王の思し慕ぼの情を、その結果もたらされた三〇〇年に及ぶ太平の世を否定するでしょうか？　無論、当時を生きた人間にしかそれに答えることはできませんが、少なくともわたしは勇者と魔王の間に生まれた少女は、凶兆の使者ではなく、未来への架け橋であるように思われます」

　フィオナはすべて言い終えると、「以上です」と言い残し、毅然とした態度で席に座った。言いたいことはすべて主張し、やり残したことは一切ない、そんな顔だった。




　師であるスミオはそんな弟子の姿を横目で見ると立ち上がり、「裁判長、一つだけ付け加えることがあるんじゃが」と挙手した。

　スミオは流れるような動作でスクリーンにとある写真を映し出す。

「先ほど、妾わらわの弟子がウガは当王国の戦略級魔術師三人分と言ったが、あれは間違いじゃった。まあ四から五の間だというのが、専門家の見立てじゃそうだが、正確な数値の書類は後日提出するから許してたもれ。さて、故にこれもまだ仮想の値を元にしたデータなのじゃが……」

　スミオはそう言ってグラフを指さす。

「このように少なく見積もって一〇倍離れておる。これは魔王の娘であるウガの魔力を検証することで得られた理論値を元にしているので正確ではないが、まあ、最低でも一〇倍、最悪三〇倍は戦力差があったそうじゃ」

　スミオはそこで言葉を句切ると、一同を見やりこう締めくくった。

「つまり何が言いたいのかと言えば、当時からして魔王討伐など無理ゲーで、もし、勇者殿が魔王をたらし込んでいなかったら、今頃こんな悠長な裁判など開いていられなかったということじゃな」

「………………」

　法廷内は水を打ったかのように静まりかえったが、その中でもとある少女の静けさは特筆に値する。

　彼女は口から魂が抜け出たように放心し、こう心の中で呟つぶやいていた。

「昨日寝ずに考えた演説はなんの意味があったんだろう……」と――




　　　　　２




「シャンパンを三ダースほど用意せよ」

　大法廷内にある電報局からとある法律事務所に送られた電報の中身である。

　無論、この文章の発案者の舌と鼻孔を満足させるシャンパンが町の酒屋などにあるはずもなく、とある大商人の自宅から強ごう奪だつ、もとい善意の提供を受けることになる。

　そして宴うたげの席に必要なのは良質な酒だけでなく、山海の珍味もである。

　スミオとフィオナの一行が意気揚々と館に戻ってくる頃には、屋敷は食欲を刺激して止まない香りに包まれていた。

　もっともそれらに手を付けるのはフィオナが殆どなのだが。

「スミオさんって殆どご飯を食べませんよね。折角、メープルがこんなに美味しい料理を作ってくれるのに」

　フィオナの素そ朴ぼくな疑問にメープルは簡潔に答えてくれる。

「御主人様はエルフのお嬢様ですから」

　その言を聞いてフィオナは久方ぶりにスミオの尖った耳を思い出し、エルフと人間の違いに思いを馳せる。

　フィオナは野菜とキノコを申し訳程度に口に運ぶ美女を横目に、リスのように食べ物を頰張ると、改めて本日の釣果をメープルに語った。

「もうひゃっひゃもどうれんれす」

「………………」

「むしゃむしゃ……ごくり……、ごめん、根が貧乏性なのでどうもカロリーの山を見ると自制が利かなくて。ええと、今日の公判だけどこれ以上ないっていうほど上手く運んだよ」

「まあ、それは何よりですわ。きっと、フィオナ様も大活躍をされたのでしょう」

　メープルは表情を変えることなく喜んでくれたが、意外にもこの館内で一番フィオナを評価してくれているのは彼女ではなかった。

　その人物はほろ酔い加減もそこそこに、と言った面持ちで、フィオナの頭をくしゃくしゃに撫でながら、

「そうじゃぞ、小娘がそこで大喰らいのワームのように料理を平らげている娘を連れてきてくれたからこそ、今宵の美酒にありつけるというわけじゃ」

　と言い豪ごう快かいに笑った。

　ちなみに彼女の言の通り、ウガは無我夢中で料理を口に放り込んでいる。

「ご、ごめんなさい、躾しつけがなっていないようで……」

　流石にウガの食欲は常じよう軌きを逸いつしている。まるで普段、フィオナが食事を与えていないのではないか、と言わんばかりの勢いである。

　赤面の至りであるが、スミオは一向に気にした様子もなく、面白そうにウガの食欲を肴に酒を呷る。

「なあに、今宵の馳走代プラス今後暫しばらくの食事代程度で世紀の裁判に勝てるのなら安いものよ」

「え、ということはウガをわたしの家に滞在させてもいいんですか？」

「任せろ。今回の件で宰さい相しようには貸しが出来たし、それくらい容易やすいものじゃ」

　フィオナはその言を聞き終えると破顔し、ウガの元に駆け寄り彼女を抱きしめる。

「やったよ、ウガ、暫くこの街にいてもいいんだって！　これでアルスさんを思う存分ぶっ殺せるよ！」

「ほんとか！　フィオナ！　ウガ、嬉しい。この街にとどまれることが。一緒にいられることが。これでぶっ殺せる！　親父のことを」

　ぶっ殺せる×２と、剣けん呑のんこの上ない台詞せりふであるが、少なくともその台詞を用いる少女に悪意はない。特にくすんだ金髪の尻尾しつぽをふりふりとさせている少女は純粋にウガがアルスをぶっ殺せることに喜びを見いだしているようだ。

　しかし、この館で一番良識あるメイドは些いささか心配なようだ。

「よろしいので？　もし、この場にアルス様が来たら血の雨が降りますが」

「なあに、心配ない。殺す、というのは魔族にとって最大の愛情表現なのじゃ。親子同士で愛し合って何が悪かろう」

「でも、それって御主人様がフィオナさんを説得するときに使った大ボラですよね」

「…………まあ、奴は不死身じゃからの。大事に至ることはあるまいて」

　ちなみにウガがこの館に潜伏していたのを知っていたこと、フィオナと出逢うことを計算していたこと、そしてフィオナがウガを手懐けることを確信していたこと、それらについてもスミオはフィオナに語ってはいない。

　ただ、姉妹のように戯たわむれる一組の少女をつまらなそうに眺めるだけである。

「――ふぁーあ、酒が入ったら眠うなったわ」

　スミオはシャンパンの瓶びんを一本失敬すると、エルフらしい動作で踵を返す。

「……この際、食料庫にある賞味期限間際の物はすべて処分してしまえ」

　これは帰り際にスミオが残した言葉であるが、それは彼女の中に残された最後の良心が発したモノなのかは定かではない。

　しかし、その言葉のおかげで今宵の祝賀会は夜更けまで続きそうなことだけは確かだった。







　夜も更ふけ、数刻前の喧けん噪そうが噓うそのように静まりかえると、スミオ法律事務所は日常を取り戻していた。

　ここはスミオ・マリアヘルという法廷の魔女の根ね城じろであると同時に、法律を守護したもう者の職場でもあるのだ。

　フィオナは膨ふくれた腹を押し込めるように自分の席に座ると、そこで明日提出する書類の整理を始めた。

　魔術系研究機関や王立大学に依頼したウガの詳細なデータなど、フィオナ達にとって虎の子ともいえる重要な書類だ。

　深夜のオフィスにただ紙が擦こすれる音だけが響く。

「仕事熱心は良いことじゃ」

「――そう思うなら残業代を上げてください」

「妾の事務所は従業員の労働環境向上に注力しておる。だから残業禁止じゃ。故に残業代も出ない」

「……この裁判が始まってから、定時に家に帰れたことが一度もないんですけど」

「同時に自主性も尊重しておってな。働きたいという者も無む下げにすることはない――」

　スミオはそこで言葉を句切り、フィオナはその呼吸に同調するように口を開く。




「故に残業代は出ない」

「故に残業代は出ない」




　見事なシンクロであるが、それによってもたらされたものは銀貨でもなければ銅貨でもなく、わずかばかりのユーモアと苦笑だけだった。

「……まあ、しかし、小娘の今回の働き、正直、期待以上のものじゃったぞ」

　少しこそばゆかったが、フィオナは素直に「ありがとうございます」と頭こうべを垂たれた。

「まあ、今後もこき使う予定だから残業代は払えないが、明日提出する書類の整理は妾が代わってやろう」

「え……、冗談ですよね？」

「馬鹿者!!　残業代など一〇〇年早いわ!!」

「……いえ、そっちじゃなくて書類整理の方です」

「失礼な娘じゃな。妾もたまには勤労意欲が芽め生ばえることもあるのじゃ」

　と、スミオはフィオナから書類を取り上げる。

「まあ、という奇特な理由もあるが、それ以上にその書類は妾達の生命線だからの。最後にもう一度確認しておきたい、という気持ちもある」

「……やっぱり、ウガだけでは決め手にはなりませんか？」

「確かに形勢は一気に逆転したが、裁判長はともかく、裁判官達には反宰相派の息がかかっていると見える。つまり是が非でも勇者を有罪にして追放したい連中じゃ」

「まだまだ予断は許せない、ということですね」

「まあの。だが――」

　スミオはそこで言葉を句切ると、ヒラヒラと書類を扇ぐ。

「明日、最終弁論で勇者の収賄罪を帳消しにできれば妾達の勝ちは動くまい。そして妾達には奴らの証言を消し飛ばす秘策がある、じゃろ？」

　スミオはそう言うとにたりと笑う。敵からしてみれば不ぶ気き味みそのものだが、味方から見ればこれほど頼もしい笑みはない。

「それにしてもよく第三白竜の日に賭場が開催されていると気が付きましたね」

　フィオナは書類に書かれている最も大切な部分を口にした。

「見くびるな、小娘。妾に知らないことはない、と言ってやりたいところじゃが、まあ、第三白竜の日について知ったのは偶然じゃな」

「三巡目の白竜の舞う日、賭と博ばくの神マンジュキッチの守護したもう日。その日は王都は勿論、辺境の田舎町でさえ大手を振って賭場を開くことが許されるギャンブラーの祭典」

「そこに顔を出さない酒場の親父ではあるまいて。奴は根っからのギャンブル狂らしいからの、あの店もギャンブルの形カタで得たともっぱらの評判じゃ。黄金の夜明け亭に勤めておった従業員も、奴の博打仲間も、口を揃そろえてこう証言してくれたわい」

「自分の知る限り、黄金の夜明け亭の亭主が第三白竜の日に賭場に現れなかったことは一度もない」

「そうじゃ、当然、あの日も亭主の姿を見た者は何人もいる。そして、収しゆう賄わいの暴ばく露ろをした、と亭主が主張したのも第三白竜の日。つまり矛む盾じゆんが生まれるのじゃ」

「勇者様が一緒にカジノに赴いた可能性は？」

「奴は近隣の賭場すべてに借金があっての。それらすべての賭場に〝勇者と犬の立ち入りを禁じる〟と張り紙が掲かかげられている」

　フィオナは「わぉ」と改めて息を呑む。

「完璧ですね。これで検事は勇者様の収賄罪を立証することはできません」

「ふふふ、じゃろ」

　スミオはそう言って口元を歪ゆがめるが、フィオナは吐息混じりにこう付け加える。

「またスミオさんが書類をなくさなければ、ですがね」

　そう言ってスミオから書類を取り上げると、スミオの手から抜け落ちた書類を床から拾い上げ、一ひと纏まとめにする。

「この書類は私たちの生命線です。わたしが朝まで管理しますから、金庫室の鍵を貸して下さい。あと、お酒臭いのでスミオさんは自分の部屋で寝ていて下さい。正直邪魔です」

　フィオナはきっぱりそう告げると、書類を封筒に入れ、酔っ払いを神聖な職場から追い出した。

　スミオは以前、「職場の書類がなくなったのは検事側のスパイの仕業じゃ！」と鼻息荒く主張していたが、フィオナはそんな陰謀論よりも、大事な書類にシャンパンの染みを付ける雇い主のいい加減さの方が恐ろしかった。
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　今宵、神聖なる大法廷に三人の主役が現れる。

　最初に現れたのはこの空間を統べる法の裁定者、

　次に現れたのは復ふく讐しゆうに若き血ち潮しおを滾たぎらせる追及者、

　そして最後に現れたのは悠ゆう久きゆうの時を生きる森の精霊だった。

　三者三様、それぞれの表情を浮かべている。

　裁判長の長年掛けて彫り込まれたその眉み間けんの皺しわは、今宵も緩むことはなかったし、

　劣勢に追い込まれているはずの検事官の表情から、闘争心が潰えることもなかったし、

　己の命運が懸かっている女弁護士からは不敵とも思える余裕を感じる。

　あるいはその光景は裁判が始まったその日から何一つ変化していないのかもしれない――

　と、この弾だん劾がい裁判の行方を第一回公判から見守っているとある法曹関係者は観察していた。

　この法曹関係者の観察眼は、流石熟練と呼べるほど鋭い物だったが、彼の猛もう禽きんのような眼光をもってしても、今宵の法廷に訪れたわずかな変化を察知することは敵わなかったようだ。

　それは彼だけでなく、この法廷に集うすべての人間に言えるのかもしれない。

　この法廷にはただでさえ恒星のように輝く人物が集っているのに、その周りを回る惑星とも呼べないような小さな人物に気を配るなど、無意味なことなのだから。

　しかし、この法廷でただ一人、絶対に気が付いていなければならない人物が悠然としている。

　彼女はいつもと同じように足を組み、その見事な脚線美を衆目に晒さらしているが、一向に気にした様子を見せない。

　衆人の視線ではない。

　彼女の横に備え付けられた椅子に誰も座っていないことを、である。

　本来ならばそこには小動物のような少女がスカートの丈を気にしながら座っているはずなのだが、裁判長が開廷を宣言してからも、検事の執しつ拗ような追及が始まってからも、その椅子の主が現れることはなかった。

　ただ、スミオ・マリアヘルは、検事の最後の悪あがきをどこか遠い世界のように聞き流しながら、昨夜起きた出来事について思案を巡らしていた。







　スミオ・マリアヘルの自宅兼仕事場は、王都の目抜き通りに面した一等地である。

　古代魔法王国時代の建築様式を取り入れた豪ごう壮そうな建物で、その隣に建っている某国の大使館が安やす普ぶ請しんのアパートに見えるほどだ。

　当然のように市民の耳目を引いたが、取り分け不逞な市民、つまり犯罪者ギルドに出入りするような輩やからの目も引いた。

　この館以上に目立つスミオからして、

「ふぉっふぉっふぉ、どうじゃ、このマテウス朝時代の壺つぼは？　小国の国家予算くらいの値段がするんじゃぞ。某国の王子から巻き上げたのじゃ」

　と、新聞記者などを招き入れて自慢するほどの成なり金きんぶりで、

　新婚さんではないが、

「泥棒さん、いらっしゃ～い」

　と、公言しているようなものである。

　ただ、意外なことにこの小美術館とも呼ばれるような館に、賊の類たぐいが入ったことは一度もない。

「当然だろう。あの性しよう悪わるエルフの家に盗みに入ったら最後、魂たましいまで債さい券けん化されて売り飛ばされちまう」

　とは、事実とも誇こ張ちようとも判断しがたい冗談であるが、それを確認するよりも先に大きな壁が立ちはだかるのである。

　金持ちという存在は、とかく、自分の財産が失われることを恐れる。それは現代を生きる人間も、古代魔法王国の人間でさえ一緒だろう。ましてや数百年前の成金に達観した人生観など望むべくもなく、この館の初代主は当然のように「盗賊返し」ともいえる罠わなを館の隅々に施ほどこさせた。

　こうして伝説の怪盗をして、

「こんな魔宮に忍び込むなら、王の私室から銀細工でもちょろまかした方がマシ」

　と言わしめるほどのスポットとなり、盗賊ギルドの上役が子分にまず最初に教える「絶対に忍び込んではならない場所リスト」の上位に位置しているわけである。

　故にこの館にたった数枚の紙切れ――、つまり、裁判の証拠書類を盗み出しに忍び込む人間などいるはずがない。

　そんな曰く付きの館に忍び込む人間などいるはずはないのだ。

　ならば、この高級住宅街に優先的に設置された街灯の揺ゆらめきに呼こ応おうするように揺れる人影はなんなのだろうか？

　その答えを目にする者は誰もいない。

　時間は草木も静まりかえる静せい寂じやくの時、物音一つ聞こえないとはなんの誇張もない。

　人影は音さえも昼の世界に置き忘れたかのように柱の陰から陰に移動すると、盗賊ギルドでさえ手出しを恐れる伏ふく魔ま殿でんに躊ちゆう躇ちよすることなく忍び込む。

　堂々と、悪びれることなく、正門からである。

　その度が過ぎた度胸、そして完全と噂された警報システムさえくぐり抜けてしまう技術、それらは稀代の盗賊を想起させた。







　スミオ・マリアヘルの意識が裁判へと戻る。

　どうやらいつの間にか検事官の最後の抵抗が終わったようだ。

　これだけ追い詰められているはずなのに、奇妙にもそこはかとなく自信のような存在が見て取れる。

　まるで昨晩、スミオの自宅に賊が忍び込み、切り札とも言うべき証拠が奪われたことを知っているような顔つきだ。

　――あるいは。

　スミオは軽く頭を振り、否定する。

　今は余計なことなど考えている暇はない。

　今はただ、時間を稼ぎつつ、信頼すべきメイドがこの法廷に現れるのを待つだけである。

　それが法廷の魔女と呼ばれたスミオができるたった一つの戦術だった。

　スミオは本日二度目の休廷をするよう裁判長に進言し、それが認められると、自分の足で売店へと向かった。

　やはりこういう時に小間使いのような娘がいないと何かと不便である。

「……ったく、今時、小切手が使えないとはどうゆうことじゃ」

　スミオは売店の老婆に四二通りの悪態をついてやろうか迷ったが、苺牛乳を乱暴に受け取るだけで済ませると、渇いた喉を潤うるおした。

「……くそ、ついていないわい」

　スミオは瓶を空にすると同時にそう呟く。

　ついていないとは昨晩から起きている一連の事件のことなのであろうか。

　あるいは苺牛乳の蓋の裏に書かれている「はずれ」の文字のことを指しているのだろうか。

　恐らく双方なのだろうが、不機嫌さは見せても焦燥感は微み塵じんも見せない辺り、この女弁護士の評価に繋がっているのだろう。もっともスミオを嫌う人間に言わせればそこが可愛くない、となるのだろうが……。

　見ればスミオの一いち縷るの望みであるメープルが肩で息をしながら視界に現れる。

　彼女は主に頭を下げることを惜しんだことは一度もなかったが、流石にこの状況下でのそれはいつもの優雅さを欠いた。

「失敗、ということか」

　スミオは自分の予知能力を誇るでもなく、任務に失敗したメープルを責めるでもなく、淡々と事実を呟く。

　その言を聞いたメープルが更に申し訳なさそうに頭を下げるので、スミオは更に関心なさげにこう尋ねた。

「遠慮をするな。これ以上のマイナス要因などあるものか」

　投げやりであったが、事実でもあった。証拠の書類がなければ、あとは証人だけでなんとかするだけである。少なくとも勇者が問題発言した夜、酒場の主が賭場にいたことを証明できれば、勇者の収しゆう賄わい・背はい任にん罪だけは免まぬがれる。

　書類がなければ当時の勇者と魔王の戦力比を科学的に証明できなくなるが、勇者がこの世界を救ったという事実は揺るぎようもなく、恐らく追放という事態だけは免れる。

　判決は恐らく、

「勇者がこの数百年にしてきた行為は、とても英雄の模も範はんと呼べるようなものではないが、数百年前に我々ガイアスの民が受けた恩恵は著しく、その恩と借りを仇あだで返すような真似は、国家としてしてはならない」

　という注釈を付けて無罪となるだろう。

　無論、事前に司法取引をして『自主的に』国外退去する、という見えざる条文も付加されることだろうが。

　法廷の魔女、勝率九九パーセントオーバーの女と謳うたわれたスミオにしてみれば甚だ不本意な決着ではある。完勝を目の前にしてのこの取り引きは、負けにも等しい。

「さあ早く言え、嫌なことは早く済ませてお前の香茶が飲みたい。今はそんな気分じゃ」

「それでは……」

　珍しくそれでも言い淀よどむメープルにスミオはそう指示したが、メープルのその淡い色の唇からもたらされた情報は、昨日から間断なくもたらされる一連の凶報の中でも、取り分け悪質であり、陰湿でもあり、悪夢的でさえあった。

「……その情報に訂正の余地はないのかえ？」

「確かな情報屋からの情報です。その後、複数の筋から裏付けを取りましたが、間違いありません」

「……不正を親の敵のように憎み、同僚からのバースデイ・ケーキにさえ口を付けなかった堅かた物ぶつがのお」

「それ故に盲点でした。少なくともこちらの買収にも応じない代わりに、公正な判断をしてくださると信じ切っていましたが……」

「まあいい、その点は妾も同罪じゃ」

「しかし、それでは……」

「妾が同罪じゃ、と言ったら同罪なのじゃ。お前に罰を与えたら自分にも与えねばならぬ。妾はマゾではないからの。そんなの御免じゃ」

　スミオはそう言い放つとそれ以上の議論を制止し、メープルに証人尋問の手順を冷静に指示し始めた。

　実際、スミオの精神に焦燥や混乱などといった裁判に不要な要素は一分子も含まれていない。

　その証拠にスミオの脳内の過半は、明日の新聞の見出しと、自分の勝率が九九・九を維持できるかどうかの計算で埋め尽くされていた。

　そう、可憐なメイドがもたらした情報はそれ程までにスミオの計算を狂わせたのだ。

　清せい廉れん潔けつ白ぱくを絵に描いて鋼鉄の額縁に入れた、と謳われた裁判長閣下が、雷神の息子ではなく、勇者の息子である、という事実が。
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　昨晩、何者かの手によって盗み出された重要証拠書類。

　中立だと信じていた裁判長の意外な生い立ち。

　本来であればここからの逆転は不可能であり、さっさと判決を聞いて夜逃げの身支度でも始めるべきなのであろうが、女エルフは不機嫌な顔を更に仏ぶつ頂ちよう面づらで上書きしただけで、戦意を喪そう失しつしたわけではなかった。

　いや、むしろ劣勢に追い込まれれば追い込まれるほど、闘志を燃やすのがこの娘の特徴かもしれない。

「よし、決めた。証拠はもう諦める」

　そして即決果断もこの女エルフを構成する要素の一つかもしれない。

「よろしいので？」

「よろしいもよろしくないも、ないのだから仕方ない。ただ、証拠は提出しなくても証人は予定通り尋問する。証言の信用性は下がるかもしれないが、向こうも明確な証拠がないのだから五分五分じゃろう」

「……五分五分……でしょうか？」

「……そこに突っ込むか。確かに五分五分ではなかろう。雷神殿は法学校の教授時代、グレンモアを指導していたことがあり、二人は子弟とも呼べる関係だった。そして現在も二人は密に連絡を取り合っておる」

「裁判長閣下の家庭は貧しく、苦学して法学校に入られた。実家は元々裕福だったが、娘婿ともいえる救国の勇者様が身代を一代どころか半代で食いつぶし、家族を捨てて出て行った、が抜けていますわ」

「そりゃ、血縁上の父親を愛すべき理由が毛先の先ほどもなさそうな身の上じゃの。確かに五分五分ではなさそうだが、まあ、三分七分という言葉がない以上、五分五分で通させて頂こうか」

　忠実なるメイドは「十中八九」という言葉が真っ先に浮かんだが、訂正するような真似はせず、証人達との打ち合わせに向かった。

　しかし数歩歩くと思い出したかのように踵きびすを返し、主に問うた。

「証拠書類の在りかは摑めませんでしたが、お捜しの娘の所在は分かりました。確保致しますか？」

「その娘と証拠書類はセットのような気もするが……、まあ、お前がそう言うのならば書類はもう灰になったということか……、いや、身柄の拘こう束そくは不要じゃ」

　スミオはそう斬り捨てると、メイドに背を向け、二杯目の苺牛乳を求めて売店に向かった。

　道中、珍しく衛兵の詰め所に立ち寄り、裁判所への入所許可リストに、とある娘の名が記載されているかだけ確認した。

　衛兵は女神の来訪に色めき立ち、驚きはしたが、何よりも驚いているのはスミオ自身であろう。

「この期に及んで妾は何を期待している？」

　誰にも聞こえぬ独白だったが、誰にも届かぬ言葉なのだろうか。







　かつて王都を揺るがした稀き代たいの大盗賊、鷹たかの目のスレインさえも躊躇した館。

　その館には盗賊返し、盗賊殺し、と呼ばれる仕掛けがあちらこちらに施されており、またそこに住まう主も、かつて魔族の貴族に、

「間違ってエルフに生まれてきてしまった娘」

　と称されるほどの剛の者だった。

　故にこの館に不法に忍び込む者など、存在しないはずであったが、この月明かりに揺れる影の主ぬしは、そんなことなど微塵も感じさせぬ足取りで館への侵入を果たした。

　ならばこの影の主は鷹の目のスレインの再来なのだろうか？

　否。

　鷹の目のスレインならば何もこのように月明かりが支配する夜を選んだりなどしない。

　ならば名も知らぬ盗賊、蛮勇と勇気をはき違えた怖い者知らずなのだろうか？

　否。

　月明かりに揺れるかの影は見ようによっては幻惑的に人の目を惑わせたが、それはその主が意図的に作り出しているわけではない。

　影の主は新人盗賊ルーキーとも言えないような辿たど々たどしい動きや技法によってこの館に侵入を果たしたのだ。

　何も彼女は鷹の目のスレインのような解かい錠じよう術も身のこなしも身に付けているわけではなかった。むしろ限りなく鈍どんくさい動きで、目的の部屋まで赴くのに段差に躓つまずくこと五回、つい照明のスイッチに手を伸ばしてしまったこと三回、防犯装置以前によく入る館を間違えなかったな、というレベルの素人しろうとであることは、明々白々だった。

　だが――

　その誰の目から見ても素人の少女は、有史以来、いかなる賊も寄せ付けなかった館の中枢部への侵入をなんなく成功させた。

「………………」

　無論、金庫室へ入って何もせずに引き返すなど、盗賊は勿論、ずぶの素人でもしない。

　彼女には明確な目的があり、そしてどうすればその目的を果たせるか知っていた。

　彼女は手慣れた手付きで、金庫室の扉に設置された石版の文字を押した。

「文字の種類は三六、パスワードの文字数は一二文字」

　何万通りの、いや、何億通りの組み合わせがあるか、計算するのも馬鹿らしい。

　幾億の組み合わせを試していたら、エルフでさえ寿命が尽きてしまうであろう。

　だが彼女は一文字も間違えることなく、わずかばかりも淀むことなく、パスワードを入力し終え、金庫室への扉を開けた。

　そこには――

　黄金郷が広がっていた。

　古今東西の名品、古代魔法文明時代の遺物。商人、盗賊、芸術家、学究の徒、それぞれが全身の水分を涎にして喜ぶべき逸品の数々。その中の一つでも売れば、庶民は一生食うに困らないであろうことは明白であったが、少女はそれらには一切目もくれず、書類棚の一番手前に安置されている封筒に手を伸ばした。

　その書類は明日、勇者弾劾裁判に提出される大事な書類である。

　当時の勇者と魔王の戦力比を明確に示した実験データで、裁判の勝敗を左右する最重要証拠となる切り札。

　逆にこれを失えばスミオ・マリアヘル事務所は、いや、勇者アルスは窮きゆう地ちに追い込まれる。

　少なくともこのセレズニアの地へ二度と足を踏み入れることができなくなるだろう。

「……この書類さえなくなれば」

　少女はそう独白し、封筒に手を伸ばしたが、そのか細い腕を伸ばしきることは敵わなかった。

「ズシャンッ」

　この期に及び、ようやくこの館の防犯装置、「盗賊殺し」が作動したのだ。

　数百年前、寡黙なドワーフが丹精込めて考案したその罠は、数百年経った今、無む慈じ悲ひに作動し、雇い主の宝を守った。

「スパッ！　ぽと……、ブシャッー！」

　何百年経とうとも錆さび一つ見られないドランタス鋼の大鎌は、無感情にそれを振り落とすと、少女の腕を切り落とし、二度と盗みが働けぬ身体にした。

　――した、はずだった。

　だが、実際には少女の両腕はしっかりと胴体に繋がっている。

　床には一滴の血はおろか、一本の髪の毛すら落ちていなかった。

　ただ、少女の嗚お咽えつのような声だけがこぼれ落ちていた。

「――知っていて……、知っていて泳がしたというわけですか……？」

　少女のその言葉に反応したのは、先ほどから少女の背中越しに効果音を口ずさんでいた女エルフだった。

「知っているとはなんのことかえ？　妾が世界一美しいおなごという事実か？」

「……茶化さないでください！　貴方あなたはわたしが勇者の娘だということを知っていたのでしょうッ！」

　そう叫んだ少女はゆっくりと振り返り、女エルフの、いや、雇い主の顔を一心に見つめる。

　薄暗い金庫室、常人では少女の輪りん郭かくが朧おぼろ気げに見えるだけだろう。

　だが誰にとって幸福かは分からないが、エルフは夜目が利く一族であった。

　わずかな光さえあれば、賊の顔など印画紙のようにくっきりと焼き付けることができる。

　ましてやその賊が彼女の知己、自分の部下とあっては目を開ける必要さえなく、少女の顔を思い浮かべることができた。

　そう、この館に忍び込み、証拠書類を持ち出そうとしたのは、他でもないフィオナその人だったのである。












「なぜ？」とは今更問わなかった。動機はいみじくも彼女が口にしたとおりであろう。

　だが、それでもスミオは問わなければならなかった。

　聞かねばならなかった。

「そんなに父上が憎いかね？」

「……憎い。憎いわ。ううん、憎いに決まっている」

「どうしてじゃ」

「お父さんはわたしたちを捨てたから。帰って来てくれると言ったのに、噓を吐いたから――」

　フィオナはそこで言い淀むと首を大きく振る。

「ううん、違う。違うの。そうじゃない。わたしのことはどうでもいい。お父さんなんて帰って来なくたって、わたしにはお母さんがいる。弟や妹たちもいる」

「じゃあ、何が許せない？」

「……お父さんは殺した」

「誰を？」

「……トロねえを……、トロねえを殺したのはお父さんだ。お父さんさえいなければ、トロねえは死なずにすんだ。あんなに苦しまなくて済んだのにッ！」

「だから書類を始末して、アルス殿を追放したいのじゃな。個人的恨みで依頼人を売るというわけか」

「違う、売るんじゃないわ」

「貴様の兄貴、つまりグレンモアに通じておるのだろう。そして報酬、大方、借金の肩代わりとその後の便宜などの約束を受けておるのだろう」

「………………」

「沈黙はイエスと古来より決まっていてな」

「確かにあの人はそう約束してくれたけど、わたしは受け取らない。こんな不正を働くのだから、弁護士は辞める。でも、心配しないでください。借金はどんなことをしても必ず返しますから」

　悲ひ壮そうな決意がそこにあった。文字通り彼女はどんなことをしてでも借金を返すだろう。たとえその身で春をひさぐことになっても一片の後悔もないだろう。

　だがスミオが聞きたいのはそんなことではなかった。

　あるいはスミオの心は掻かき毟むしられたように乱れていたかもしれない。だが口をついて出た言葉は、誰よりも冷静で淡々としたものだった。

「そうか、正直者の貴様の言葉は万金に値するな。だがの、小娘、妾を舐なめるでない。妾が聞きたいのはそんなことではない。父親への恨み？　証拠を売る？　そんなことはもう別にどうでもいい」

「い、いや、近づかないで……、それ以上近づいたら、わたしは首を切って死にます。血だらけの書類なんて提出できないでしょう」

「構わん。いや、貴様が首を切ることがじゃないぞ。書類のことじゃ。もうそんな物どうでもいい。だから妾の質問に一つだけ答えてくれ」

　フィオナの手が生まれたての子鹿のように震えていること、そもそもナイフなど隠し持っていないことをスミオは承知していたが、あえて触れることなく、虚きよ心しんで尋ねた。

　純粋に確かめておきたかったのだ。

　だからスミオはわざとフィオナが逃げられるよう通り道を空けると、にじり寄りながら退路を開こうとする少女にこう呟いた。

「お前がこの事務所にやって来たあの日、妾の前で啖たん呵かを切ったあの台詞は、就職するための食言だったのかえ？」

　その言葉は、一瞬だが、確実に少女の動きを止めた。

　だがそれだけだった。

　神はまず言葉を発明されたというが、エルフの娘如きの言葉では、傷ついた少女の心の奥底に触れることさえ敵わなかったようだ。




　　　　　５




　あれは良く晴れた春の昼下がりのことだった。

　人間、いや、エルフもだが、どうにも仕事に身が入らない日というものが、割と希に良くあるもので、その日もベッドサイドに置いてあった読みかけの怪奇小説を執務室に持ち込むと、書類の山を無視していた。

　忠実なるメイドであるメープルは、主の自じ堕だ落らくなところも尊敬していたので、皮肉の一つも口にすることはなかったが、控えめにこう提言した。

「徒と弟ていを取られては如何でしょうか？」

「徒弟じゃと？」

　意外な言葉ではない。この世界に身を置くものならば、何万回も口にする言葉だ。

　だがスミオにはどこか別世界の言葉のように聞こえる。

「そう言えば、何年か前に一人弟子入りさせた娘がおったの」

「ユージェニー様ですね、お元気でしょうか」

「そうそう、そんな名前じゃったな」

「有能で働き者でしたのに、どうして解かい雇こされたのですか？」

「なんでじゃったかの？　……ああ、思い出した」

　スミオは当時に戻ったかのように眉間を歪めると、彼女が座っていた席を思い出す。

　そこには己の肩を軽く叩きながら、

「はあ、肩が凝るわ」

　と、吐息を漏らす年頃の娘が座っていた。

　ありもしない幻影に、わなわなと拳を震わせるスミオ。

「それは不当解雇ではないでしょうか？」

「ば、馬鹿者！　きゃつは妾の前で毎日そんな台詞を吐いたり、その垂れ下がった乳袋を机に押しつけながら、所長は肩が凝らなくて羨うらやましいですね、とまでほざいたのじゃぞ？　本来なら妾が慰謝料を受け取らねばならぬのに、退職金まで払ったのじゃ、批難される謂れはないわい」

　スミオはそう自己弁護をしたが、メープルは何を言うでもなく、スミオの前に書類を置いた。

「……今日は仕事はせぬぞ。この糞つまらない小説を最後まで読んで元を取らねば」

「この履歴書はその仕事を軽減してくださる方の候補生ですわ」

「徒弟は取らぬと言っておろう。面倒なんじゃよ、妾のレベルに付いて来られる者などそうはおらぬからの」

　メープルは「まあ、そう言わず」と、履歴書を広げる。

「一人はオライウォン家の御令嬢です。南部の法学校を首席で卒業しました。この方はエメリッヒ教授の推薦状を携えています。最後にこの方ですが――」

　スミオはメープルの動作を遮さえぎると、履歴書を取り上げる。

「気に入られましたか？　首都管区の法学校を次席で卒業された逸材だそうです。飛び級も繰り返しているそうですよ」

　メープルは正確に少女の履歴を述べたが、主の尖とがった耳先には届かない。

　スミオはその履歴書に張られた写真を凝視しながら、時には履歴書を傾けたり、陽光にすかしたりして、唸うなり声を上げている。

「どうかなさいましたか？」

「……いや、う～ん……、どこかで見たような気がしての」

「まあ、お知り合いでしたか」

「いや、お知り合いではないから唸っておるのじゃ。だが、確かにどこかで見たことがある。凶状持ちだったかの？」

「可愛らしい犯罪者さんですね」

「いや、違うな、もっと昔じゃ、それもこの王都ではない。もっと違うどこかで……」

　過去の膨大な情報メモリーを瞬時に検索できる脳細胞を持っているスミオだったが、流石に一〇年以上前に出逢った少女の名と顔を一致させるには、明確なヒントが必要だった。

　その鍵キーとなるものをさり気なく渡したのは彼女の忠実なメイドだった。

「能力は申し分ありません。やる気も人一倍あります。それにバストの方も御主人様の意向どおりです」

「やけに推すのう、メープル」

「ええ、この方が先日、御主人様が探してくるよう仰せつけられた少女ですから。件くだんの勇者弾劾裁判のキーマン、いえ、キーガールとなるかもしれない人物です」

「な!?　此奴が!?」

　スミオは得とく心しんすると同時に、思わず口元を緩めてしまう。

　記憶層が刺激され、当時のことを完全に思い出したからだ。

　スミオは「――あの娘がこんなに成長したのか。ま、一部は昔のままだが」と自嘲気味に漏らすと、掌てのひらに広がる薄汚れた銅貨の感触を思い出していた。







　人生とは、意識下、あるいは無意識下において、無数の二択を繰り返す単純作業である。




　とある高名な賢者が残した言葉だ。

　なるほど、と首肯する人間もいるだろうし、少し極端すぎるのでは？　と否定する人間もいるだろう。

　ちなみにフィオナは肯定派だった。

　確かにその長からぬ人生においてフィオナはいくつもの二択を強いられてきた。

　朝から晩まで働いて帰宅した母親に、幼年学校の学費の督とく促そく状じようを見せるべきか否か。

　国王陛下の恩おん寵ちようで法学校に通うべきか、村に残り働きながら妹達の面倒を見るべきか。

　お金が稼げる弁護士事務所の門を叩くか、それとも幼き頃に夢見た弁護士を志すか。

　人生の転換期ほど、重要な場面ほど、人間の選択肢は狭められ、単純化していく。

　あの時だってそうだった。

「俺は君の兄だ」

　物陰から突然現れ、フィオナの腕を引いた男は、唐突にフィオナに二択を強いた。

　悲鳴を上げるか、急所を蹴り上げるか、ではない。

　父親に復讐をするか否かをである。

　皮肉なことだが、グレンモアは父親によく似ていた。

　容姿もだが、特に性格がよく似ている。

　強引で、他人のことなど考えずに、単刀直入に二択を強いるところなど、まさに血縁といえた。

「どうだ、一緒にあの糞親父をこの国から追放しないか？　俺には秘策があるんだ。それには君の協力がいる」

　グレンモアは、「勿論、ＹＥＳと言ってくれるよね？」とは付け足さなかったが、フィオナが首を横に振るとは夢にも思っていない素振りだ。

　こういう所も父親にそっくりだった。

　だからフィオナは「三日待ってください。時間が欲しいんです」とグレンモアに告げた後、二日後には彼の家に赴き、計画に協力する旨むねを伝えた。

　グレンモアは大喜びで跳ね回ったが、フィオナはここでも二択を強いられる。

「お兄ちゃん、一緒にがんばろう」

　と、彼の胸に飛び込むべきなのだろうか。

　それとも――




　グレンモアが暴露した計画は単純なものだった。

「取りあえず君はマリアヘル法律事務所の情報を我々に流してくれればいい」

「それだけでいいのですか？　事務所に火を付けたり、書類を盗んだりしろとか言われると思っていました」

　グレンモアは、まさか、と大おお袈げ裟さに首をすくめる。

「それではあの糞親父と同等の野蛮人になってしまうではないか。まあ、いざとなれば書類くらいは持ち出してもらうが、当面は目立った行動は控えて欲しい。何しろあの女はくせ者だからね、君の生い立ちに感づかれてしまうかもしれない」

　グレンモアは、「当面と言えば」と繰り返すと、白い歯を見せる。

「明日、君の事務所を、宰相閣下が訪れるはずだ」

「使いとかではなく、本人が来られるんですか？」

「らしいね、どうやらあの女と宰相は古い知己らしい。雌狐に古狸、お似合いのカップルじゃないか。ただ、問題はそこではない。宰相があの事務所を訪れるということは、勇者弾劾裁判の日取りが正式に決まったということだろう」

「ということは、近いうちにうちの事務所に、おとう……勇者がやって来るということですね」

「そうなる。もしも君を見てあの男が娘だと気が付いたら、この計画は水の泡となる。仮病でもなんでもいい、その日だけは休むことはできないか？」

　答えは「ＮＯ」だった。

　スミオ・マリアヘルという名の雇用主が持つ辞書の中に病欠という言葉はない。

　有休という言葉は苦虫を嚙みつぶしながら、その存在を辛うじて認めていたが、法律上、半年以上継続して働かないと取得できないことになっている。

　要は下手に逃げ回れば怪しまれること必定だった。

「そ、そうか、それではあの男と会うしかないわけか……」

　グレンモアは軽く声を落としたが、フィオナには杞き憂ゆうとしか思えなかった。







「お嬢ちゃん、オレとどこかで会ったことはないかな？」

　それが父親と数年ぶりに再会したときの言葉だった。

　フィオナに多少なりとも面おも影かげを見ているのか、それとも女としての将来性に賭け、唾つばを付けているのだろうか、容易に判断しかねたが、勇者がフィオナの正体に気が付いていないことだけは確信していた。

　だからフィオナは付け加える必要がないのに、自己紹介の言葉に、自分の出身村を付け加えた。




　気が付けるなら気が付いてみろ！

　気が付いて、お父さん……。




　今にして思えばそんな気持ちを内包していたのかもしれない。

　ただこの人は昔から娘を失望させる名人だった。

　勇者は最後までフィオナのことをただの見習い弁護士としてしか認識しなかった。







　そう言えば――

　そんな枕まくら詞ことばと共に、フィオナがグレンモアにした質問は、至極当然のものだった。

「俺のバックに控えている大物は誰かって？」

　その台詞はフィオナがグレンモアと密会を重ねるようになってから何度も聞いてきた言葉だったが、腹違いの兄は勿体ぶって教えてくれることはなかった。

　フィオナが信頼に足る人物か、見極めてから打ち明けてくれるのだろう、と勝手に解釈していたし、実は特に知りたい情報でもないので、あえて尋ねる気もなかったのだが、どうやら兄上は話したくて仕方なかったらしい。

「コルセア地区選出の某大物議員、ヨルン・アストリアなどの重要国の外交官を歴任し、国王からも信任厚い検事局外部査閲委員長――」

　肩書きを記憶するだけで学生時代に詰め込んだ判例集を忘れてしまいそうな錚々たる面々だったが、その中でもフィオナの興味を引いたのは、この数週間、連日のように見上げてきた偉丈夫だった。

「まさか、公明正大をもって知られる裁判長閣下が議会派の工作に荷担するなんて……」

「信じられないかい？」

「信じられませんよ。だって雷神の息子の異名は、セレズニアだけではなく、諸外国にも響き渡っています」

「その通り。だが、その雷神の息子が勇者の息子だということは君も知らなかったじゃないか。だから彼が己の信条をかなぐり捨てて、俺たちと共闘してくれることも不思議ではない。人間の心の奥底など、神でもなければ覗のぞけないからね」

「……雷神の息子がわたしのお兄さん」

　兄というよりも祖父といったほどの年齢差だったが、その事実を知らされると親近感のようなものが湧くのが不思議だった。

　ちなみに今回の共謀劇に先立ち、二人の兄弟の間でこんな喜劇が行われている。

　勇者弾劾裁判の情報を聞きつけたグレンモアが、己の師でもあり、兄でもある雷神の息子にその情報を伝えに行った日のこと――

「貴方の父上をこの国から追放するチャンスが遂にやって来ました」

　雷神の息子は息を切らせている年少の弟に水を勧めると、表情一つ変えずにこう返した。

「君の父上はこの国に相応ふさわしくない」

　両者とも、「自分の父」とは決して口にしなかったわけである。

　雷神の異名を持つ偉丈夫と、検事局のエリートにしては、些か子供染みたところがあるな、とフィオナは思ったが、それ故に憎しみの根は深いのではないか、とも考察した。

　フィオナは他人事ながら勇者に同情した。







　それからも裁判の進しん捗ちよくに合わせ、グレンモアと密会を重ねた。

　王都郊外の廃屋。

　人気のない公園。

　ホテルのラウンジ。

　町の軽食スタンド。

　最初こそ、どこの密偵小説かというくらいの気の遣い方だったが、段々とおざなりとなり、最後は互いの職場の近くで立ち話をするようになる。

　こういった所も父親にそっくりだったが、口に出して指摘はしなかった。

　それに染まっているフィオナにもやはりその血が流れているからだ。

　ただ、こうして何度も顔を合わせ、悪事を働いていると、「兄さん」と呼ぶことは敵わなくても多少情のようなものも湧いて来るものである。

　裁判とは関係ない話も多々するようになった。

「グレンモアさんはどうして検事を目指そうと思ったのですか？」

「悪党を裁きたかったからさ」

　清々しい答えである。

「でも、検事って公職ですよね？　もしも勇者の子供だってばれたら大変じゃないですか？」

「ばれないさ。過去はすべて封印した。故郷に家族はいないし、生家も焼き払った。写真一枚残っていないよ」

　もっとも、うちは貧乏だから写真など撮ったことがないけどね、と笑いを漏らした。

　うちもですよ、とフィオナも笑ったが、その笑いを止めたのはグレンモアだった。

　意外な質問をしてきたからだ。

　いや、話の流れからはごく当たり前の話で、意外なのはフィオナがその質問の返答に窮きゆうしてしまったことだった。

「そういう君はどうして弁護士なんて目指そうと思ったんだい？」

　数ヶ月前のフィオナならば言い淀むことなどなかったであろう。

　それこそグレンモアと同じように、

「法の助けを待つ人々の力になりたかったからです」

　と答えたはずだ。

　だが、今、その言葉を口にしても良いのだろうか？

　トロねえのカタキとはいえ、自分達を捨て去った男への復讐とはいえ、フィオナはあの日誓った言葉とは正反対のことをしようとしている。

　仮にこの裁判を終え、見事本ほん懐かいを遂げたとしても、フィオナは弁護士を志したときの気持ちを保っていられるのだろうか？

　訝いぶかしむグレンモアに、フィオナは、

「へっへー、弁護士と言えばお医者さんに次ぐ稼げる職業じゃないですか。これですよ、これ」

　と、指で金貨を作り、戯おどけて見せた。

　グレンモアは理解したようだが、フィオナは納得することができなかった。

　フィオナは見習い弁護士となって以来、他人を騙すのは案外簡単であると気が付いてしまった。

　だが、いくらこの世界に身を置いても、自分のことを騙すのは不可能だということに、今更ながらに気が付いてしまったのだ。




　グレンモアに別れを告げると、フィオナは真っ直ぐ我が家であるボロアパルトメントに向かった。

　道中、反はん芻すうせずにはいられなかった。

　自分はなんの為に弁護士となったのだろうか、と。

　なぜ、弁護士になろうと思ったのか、と。

　考えてみれば幼き頃よりフィオナは弁護士志望だった。

　物心付いたときには弁護士になる、と周囲に宣言をしていたような気もする。

　近所の子供達とおままごと遊びに興じていたときも、母親役や娘役ではなく、父親に慰謝料を請求する弁護士役をやっていたような気がするし、

　村長の家の書庫に入り浸っては、必死に小難しい本を読んでいた気がするし、

　幼年学校の最終年、進路を決める用紙に第一志望以外は記入しなかった記憶がある。

　ただ、これがきっかけ、というエピソードだけがどうしても思い出せなかった。

「あれ？　ほんとになんでわたし、弁護士になろうと思ったんだろう？」

　どんなに頭を捻ろうとも、その答えが出ることはなかった。

　ただ、止めどなく涙が出てくるだけだった。
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「それでは御主人様は一〇年以上も前にフィオナ様と出逢っていたのですか？」

「出逢う？　言葉は正確に使うのじゃな。あれはそんな高尚なものではない。そうじゃな、もしも日記にその日のタイトルを付けるなら、『遭遇エンカウント』という言葉が適切じゃろうて」

　スミオはそう毒づくと、薄汚れた銅貨と当時の面影が残る少女の写真を頼りに、記憶を再生させた。




　――王都から、汽車を乗り継ぐこと二日、馬車に揺られること一日、道中、王都では決して見ることの出来ない自然を堪たん能のうする。

　というか、それしかすることがない。活版印刷のような里山と麦畑が延々と続き、間違い探しをする気さえ起きないほどの退屈な時間を過ごすしかないのだ。

　そんな苦痛に耐えること一日、スミオは久々に土の感触を己の足の裏に覚えた。

　どこか懐かしい感じだ。幼い頃は毎日のようにこの感覚に包まれていた記憶がある。

　だが王都に住むようになってからは久しい感触である。森を飛び出し、初めて街へ赴いたときのことを思い出す。

　あの頃は何もかもが珍しく、初めて踏みしめた石畳の感触に舞い上がり、小一時間ほどその場ではしゃいでいた。

「――ふ、妾も若かった」

　そんな台詞が自然と出たが、慌てて首を振る。

「わ、妾はそんな年寄りではないぞ」

　誰に弁解するでもなく、心の中でそう叫ぶと、スミオは件の村長の家へと向かった。




　村長の家は粗そ末まつな物だった。勿論、村の長の家なので周囲の家よりも多少立派であるが、ただ伝統的価値と広さだけが自慢といった感じで、機能性や居住性は王都の集合住宅以下だった。

「まあ、片田舎の村長ならこんなもんじゃろう」

　スミオは無礼にも本人の前でそう評すと、話題を仕事へ転じた。

「見たところかなりの寒村のようじゃな。こんな有様では、妾の着手金さえおぼつくまい」

「いえ！　そんなことはありません。今、村中から徴ちよう収しゆうしております。裕福な家からは相応に、貧しい家庭からもできる範囲で協力頂いている。どんなことがあってもマリアヘル様にこの依頼を受けて頂き、勝訴して頂かなければ、どのみち、このマナンマ村はお終いですから――」

「ほう、そうか、ではさっそくその集めた金を村の人間に返してまいれ」

　村長はまるで白昼に幽霊でも見たかのような顔をする。

「し、しかし、折角、村の総意で集めたものを……。それに失礼ながら、マリアヘル様は報酬の多寡によって依頼を受けるかどうか決めると伺っていました。まさか無償で受けてくださるわけでもありますまい。もしかして、我が村に勝ち目なしと、見放される気ではありますまいな？」

　村長は、「どうかそれだけは御ご勘かん弁べんを」とスミオに泣きつくが、スミオは一言で斬り捨てる。

「あほう、誰が引き受けぬと言った。これは妾の戦術の一環じゃ」

「せんじゅつ？　でございますか？」

　惚ほうける村長にスミオは説明する。

「企業に対する集団訴訟という奴は、何よりも団結が必要なのじゃ。相手弁護士はまず、我らの切り崩しに掛かる。村の有力者や権力者に袖の下を渡したり、脅おどしたりしてな」

「わ、私はそんなことしませんよ」

「では、村人全員がそうだと言い切れるか？　中には金に困ってるものもいるだろう。ネクタイを着けた都会者を無条件で偉いと思い込んでる卑屈者もいるだろうて」

　村長は表情を曇らせる。心当たりがあるようだ。

「裁判の途中で裏切られたら堪らんからの。故に今のうちに布ふ石せきを打つ」

「と、申しますと？」

「気の弱い村長が、心を鬼にして各家庭からなけなしの金を徴収する。村人は村のためだと断腸の思いで僅かな蓄えを差し出す。そして約束どおり、村にやって来た美少女弁護士は、やってくるなり早々にこう宣言をする」




「妾は着手金など一銭たりとも受け取らない。妾は困っている村人のために、村人を食いものにする悪徳霊薬会社を懲こらしめるためにこの村にやってきたのじゃ!!」




「こう宣言をすれば妾は村の女神じゃ。一致団結できるし、企業側に寝返ろうとする輩を牽制できる」

　村長はその言を聞くと、「おお！」とその肉厚の両手を数度叩く。

「噂に違わぬ有能な弁護士様だ。それに噂とは違い、なんと正義感の強い。これは明日にも神殿に貢ぎ物を持って行き、神に感謝を捧げねば」

　その言を聞いたスミオは瞬時に眉をひそめる。

「いや、妾に感謝して、神殿でも聖せい陵りよう墓ぼでも、なんでも建てるのは構わないが、妾は着手金を受け取らないと言っただけじゃぞ？」

「え？　つ、つまりどういうことで？」

　村長は恐る恐る尋ねる。

「雀すずめの涙の着手金など受け取らんが、その代わり、成功報酬は五〇パーセントから六〇パーセントに変更じゃ。あと、経費とかは別途で請求するからの」

「………………」

　なんでこんな女に弁護を頼んでしまったのだろう。

　あるいは逆に心強いまでに強欲だ。

　村長は、そんな思いに駆られた表情を浮かべた。

　ただ、数週間後には大法廷にて村の完全勝訴の判決を聞き、そんなやり取りなど忘却の彼方かなたへと飛ばしてしまう。

　潤じゆん沢たくになった村の予算からスミオ・マリアヘル記念館を建設しようか、本気で考えたほどだ。

　そして三日三晩、スミオをもてなすと、御丁寧に村はずれまで村人総出で見送った。

　田舎者の律儀さに多少辟易もするスミオだったが、馬車に乗って三〇秒も経過すれば意識は完全に莫大な報酬の使い途に切り替わる。

「ああ、スペルミコの宗教画を買おうか、それとも湖こ畔はんにある古城でも買い取ろうか」

　思し惟いの種が尽きることはない。少なくとも王都までの三日はいくらでも考える時間があるのだ。ゆっくり考えればいい。

　そう思い一眠りしようと背筋を伸ばしたとき、がたがたと揺れる鞄があることに気が付いた。

　衣装を詰めたはずのケースで、中に入っている物は上質ではあるが、付加魔法エンチヤント・マジツクなどが施されているわけではない。故に動くはずなどないのであるが、ケースはまるで生き物のように蠢うごめくと、次いで勢いよく蓋を開けた。

　中から現れたのは、

「ぷはぁー」

　と、息を漏らす少女だった。

　顔は真っ赤と真っ青の中間といったところ、窒ちつ息そくしかけていたのだろう。

　スミオは寛大にも少女の息が整うまで待ってやると、頃合いを見計らい、少女の名を呼んだ。

「フィオナ、じゃったかの。貴様、なぜ、こんな真似をする？」

「まね？　フィオナまねなんてしてないよ、フィオナはフィオナだよ」

　少女は不思議そうに言い返す。どうやら言語のレベルを下げねばならぬらしい。

　スミオはフィオナの頭部を鷲摑みにすると、鬼のような形相で尋ねた。

「こ・む・す・め!!　依頼は受けぬといったじゃろ!!　妾は貧乏人と勇者の依頼は受け付けぬのじゃ!!　故に、そのうち二つを兼ね備える貴様の依頼は死んでも受け付けない!!」

　その言を聞いても幼い少女は首を傾げて、「どうして？」と問うだけだった。

「………………」

「てゆーか、ゆうしゃってなに？　フィオナのおとーさんはゆうしゃって名前じゃなくて、アルスって名前だよ？　お母さんはあなた、フィオナはおとーさんって呼ぶの」

「勇者とは人間の屑のことじゃ。つまりのお前のおとーさんじゃ」

「フィオナのおとーさんがゆうしゃでおとーさんでクズでアルスで人間で……、うー、なんだか分からない。べんごしさんは頭がいいんでしょ？　もっと分かりやすく教えてよ」

「………………」

　埒らちがあきそうにない。

　スミオは軽快に走る馬車から、己の身長の半分にも満たない物体を投げ捨てたい衝動に駆られたが、辛うじてとどめると、再び口を開いた。

「それにしても、なんで貴様はあのろくでなしの勇者を助けたいんじゃ。助けてもいいことなど一つもあるまい。また家の金を持ち出して散財するだけじゃぞ」

「さんざい？」

「お前の家がより一層貧乏になって、もう二度とオモチャも買ってもらえなくなるということじゃ」

「それはこまる」

「じゃろ。なら、さっさとこの馬車から降りて、家に帰れ。勇者が帰ってきてもドアを開けるなよ」

「それもいや」

「……じゃあ、開けても良いから、ともかく、妾にはもう関わるな、しっしっ！」

　ぞんざいに扱うスミオだが、それでも少女は折れようとしない。

　ある意味、この頑迷さは勇者の血筋そのものだ。

　どうして、あんな男をこんなにも慕うのだろうか？

　スミオは不覚にも興味の種子のようなものを抱き始めていた。

　スミオはそのことを悟られぬよう、興味なさげに尋ねる。

「どうして、貴様はそれほどまでに父親を助けたいのじゃ？　聞けばあの男は希少種の一角獣を捕らえるために禁猟区に入ったというではないか。大方、一角獣の角でも売り払って遊ぶ金にでもする気だったのだろう」

「あそぶかね？　ちがうよ」

　フィオナは即座に否定する。正直、あそぶかねの意味も理解しているのか不明だったが、彼女がもたらした情報はとても意外なものだった。

「おとーさんは妹のびょーきをなおすために森に行ったんだよ。しかたなかったんだよ。だからおかーさんはせけんの人がなんて言っても、おとーさんをかばってあげなさいって言ってた」

「………………」

「ねえ、それでもおとーさんはいけないことをしたの？　妹のいのちより、ユニコーンさんの角の方がたいせつなの？」

「……さての、それは法律で決めることではないわ。ただ法律では禁猟区の森に入ってはいけない、そこで狩りをすれば厳罰を受ける、それだけが決まっていて、ことが露見すればその罪を償つぐなわなければいけないだけじゃ」

「そ、そんなあ……」

「が、まあ、本来ならばそうなのだが、今回は多少、弁護の余地がある――」

　がっつり肩を落とす少女を気遣ったわけではないが、スミオは少女を絶望の淵に落とすことはなかった。

「先日の裁判で分かったが、この管区の裁判長は典型的田舎者で、情に脆もろいところがある。娘の命を助けるためだと主張すれば、減刑くらいには応じてくれるじゃろう。それに今回は一角獣の命は奪わず、角だけを切り落としたのじゃ。それも結果的には勇者の有利に働くじゃろうて」

「え、それじゃあ――」

　幼い少女の顔に希望の光が灯るが、スミオは即座にそれを打ち消す。

「――が、それも優秀な弁護士が弁護すれば、じゃな。無論、妾以外、のじゃぞ」

　が、そんな言葉は少女の耳には届かない。なりふり構わずといった態で、目に涙を溜めながら哀願してくる。

「ねえ、べんごしさん、おねがい、フィオナのおねがいをきいて。べんごしさんって、困ってる人をたすけてくれるえらい先生なんでしょ？　村の大人たちが言ってた。スミオ先生は神様だ、村のきゅーせーしゅだって。お願い、フィオナのおとーさんも助けてあげて」

　スミオは自分の豊満な胸に泣きつく少女が憐あわれになったわけではなかった。

　ただ少し、村から貰った報酬がやはり少ないと今更ながらに思ったのだ。

　スミオは「いらいりょう」と書かれた麻袋を受け取る。

　掌に載せて数えてみたが、銅貨二〇枚に満たない数だった。

「――鋳ちゆう造ぞうすれば古城の鍵くらいにはなるか」

　独語のように呟く。

　スミオは「やれやれ」と溜息を漏らしながら、馭者に行き先の変更を告げると、あのろくでなしをどう弁護するか、頭を悩ませ始めた。




　この出来事がフィオナの弁護士志望へと繋がったのかは定かではないが、この出来事を覚えているのは世界でただ一人だった。

　誇らしくも印象深くもない、どうでもいい出来事だったが、結局、スミオは現在に至るまで、この日の出来事に《忘却可》の判を押すことはなかった。




　　　　　７




　弁護側最後の証人尋問、証拠の提示、それに関する質疑応答が滞りなく行われると、裁判長は眉一つ動かすことなく、冷徹に、

「証拠等、提出する物はないか？」

　と尋ねた。

　事情を知っているスミオはある意味、その演技力に敬意を表したが、この場で不正を追及しても意味のないことだと分かっているので、何も言わなかった。

　ただし、それは証拠についてだけであり、抵抗を諦めたわけではなかった。

「裁判長、非常識なことは分かっておるが、最後に証人を一人追加したいのだが」

　裁判長は眉をひそめ、グレンモアは露骨に顔を歪める。

「最終日に事前申請のない証人を追加する者がどこにいる」

「ここにおる。それに非常識は百も承知と言っておろう」

「裁判長閣下、ここでそれを許せば結審が遅れ、判決が次回ということもありえる。国王陛下から迅速に処理せよとのお言葉を賜っている手前、ここに来ての延長は認められません」

「陛下は迅速、だが慎重に詮議せよ、ともゆっておるな。裁判長、ここまで来て拙速に物事を決めて、後日、不都合な真実が露見することを考えたら、証人一人くらい大目に見るのが大人の対応じゃと思うが」

　聞き入れられなければ後日、貴様らの悪事を世に公表するぞ、と言っているわけだが、その脅しが効いたか、証人の追加はあっさり認められた。

「………………」

「ま、待て、しょ、証人は認めたが、このリストにある名前は聞いていないぞッ！」

「そりゃ、言っていないからの。まさか、大法廷の裁判長様と、若手検事のホープ様が、一度首を縦に振ったものを反故にする、とは言わないであろうな」

「ば、馬鹿者。そんなの関係あるか。さては小娘を籠ろう絡らくしたか!?　法廷で我らのことを証言させるつもりだな？　だがな、法廷の魔女よ、それは女の浅知恵というものだ。裁判官はおろか、議会の主流派はこぞって我らの味方ぞ。法曹界の鼻つまみ者である貴様の言うことなど信じるものか。第一、ことが露見したら困るのは貴様の事務所とて同じだろう」

「貴様も馬鹿じゃのう。自分から馬脚を現しおって。この会話、録音してるぞ」

「え……」

　グレンモアの顔は文字通り青くなったが、すぐに赤みを帯びる。スミオが笑いながらこう補足したからだ。

「マヌケめ、裁判所に録音玉など持ち込めるわけなかろう」

　スミオはその滑こつ稽けいな姿を思う存分楽しむと、視線を裁判長に向け、

「貴様らのやったことは不正中の不正じゃ。だが同時に妾の事務所の恥でもある。墓まで誰にもしゃべらず持って行くわ。だから貴様らも玉が付いているなら、小娘が一人、証人席に立つくらい黙って見ておれ」

　そう言うとそれ以上許可を求めることなく、証人を呼ぶようメープルに指示をした。

　予定外のことに居並ぶ関係者は軽くどよめいているが、裁判長が制止しない以上、黙って見つめているしかない。

　やがて壇上に一人の少女が現れた。

　目ざとい人間ならばそれがスミオ・マリアヘルの徒弟であり、この裁判で助手を務めていた者だと判別できたかもしれないが、それに気が付いた人間がこの法廷に何人いるか。

　仮にいたとしても大勢に何も影響はないだろうが。

　少なくともこの法廷にいる人間で勇者アルスの無罪を信じているのは、一人しかいないと思われる。無論、それは酒を飲んで深い眠りについている当人ではなく、それを弁護する女弁護士だ。

　彼女はゆっくりと立ち上がると、証人であり、徒弟でもある娘に宣言した。

「証人、マナンマ村のフィオナは、神と国王の前で宣誓し、真実のみを述べると宣言した。故に妾からはこれ以上とやかく言うことはない。妾の質問に忌き憚たんなく、己の思っていることを素直に話してくれればそれでいい」

　フィオナはスミオの目を見ることなく頭を垂れ同意した。

　正確には目を合わせられない、か。

　フィオナとスミオはあの夜以来、一度も顔を合わせていない。スミオはフィオナはこの法廷に来るはず、とメープルに命令してロビーの前に立たせていただけで、事前の打ち合わせなど一切していない。

　だがスミオは臆おくすることなく、淡々と尋ねた。

「まずフィオナよ、貴様は勇者の娘じゃそうだが、ほんとかえ？」

　フィオナも躊躇することなく答える。

「正式な娘ではありませんが、二一女にあたるそうです」

「なるほど、それじゃ、今日、公文書に記載されるのだから、公の娘ということになるわけじゃな」

「そうですね。嬉しくありませんが」

　フィオナはそう言い父親に視線を移したが、そこにいるのは俯せになった酔っ払いと空の酒瓶だけだった。

「嬉しくない、と言うからには、貴様はあまり父上のことを良く思ってないのじゃな」

「………………」

　フィオナは一瞬、言葉に迷ったが、躊躇することなく、

「父親のことをこの世で一番憎んでいます」

　と宣言した。

「何故、憎んでおるか、は聞かない方が良いかの」

「いえ、聞いてください。この証言は後世まで残ります。あの男、勇者アルスがどのような人間か、後世にトロねえのような被害者を生まないよう、世にもっと周知すべきです」

　フィオナはそう言うと堰せきを切ったように、父親の悪口を列挙した。

　約束を一度も守ったことがないこと、

　娘の名前を間違えること、

　お金にだらしないこと、

　女の人にだらしないこと、

　仕事をしないこと、

　いつも夢みたいなことを言っていること、

　挙げれば切りがなかった。

　勇者の悪口ならば朝まで言っている自信があったのだが、感情が高ぶると思ったように口にできなかった。まるで幼児のような悪口しか思い浮かばない。

　スミオはそんなフィオナに助け船を出すかのように尋ねる。

「こういう時はなかなか言語化できないものじゃ。そうじゃな、貴様が一番父親を憎々しく思ったエピソードでも思い出してみよ」

「一番父親を憎んだ日、ですか……？」

　そんなことを言われてもなかなか思いつかなかった。すべてが憎いと言えばそうだし、トロねえの自殺については確かに父親を恨んではいるが、実際に彼女を死に追いやったのは、法律や因習という名の社会制度だったような気もするのだ。

　散々頭を捻っていると、あの日のことがすうっと思い浮かぶ。

　ああ、そうだ、わたしが最後に父親に逢った日は、あの日だった、と――




　それはフィオナがまだ法学校に入学したての頃だった。

　周知の事実であろうが、法学校というものはとかく、金がかかる。

　貴族が出来の悪いどら息子を入学させるのに、領地の一部を手放した、という話も聞くほどで、本来であればフィオナのような村娘が通うべき所ではない。

　一介の村娘であるフィオナにそんなパトロンはおらず、当然、国王陛下の恩寵、つまり奨学金に頼るわけだが、流石に妹弟達への仕送りや細々とした日用品や学術書などの支払いは、自腹で行うことになる。

　必然的にフィオナは学業と並行して労働もこなさなければいけない立場になるわけだが、他人の目からどう映るかは分からないが、フィオナはその境遇が辛いとも恥ずかしいとも思ったことはなかった。

　むしろ都会の色々な種族や人間を見ることが、接することが、勉強詰めの学校生活の良い息抜きになっていたかもしれない。

　それにその時勤しんでいたバイト、マクドウェルという名のホットドックショップのまかないはとても高カロリーで、食費を大分浮かせることができたのも大きい。

　仲間にも恵まれ、店長も優しい人で、仮に法学校を退学になってしまったら、ここに就職しても良いかな、そんな風に想像を巡らせていたとき、あの人は唐突に現れた。

　別に普段から意識していたわけではない。

　時間帯によっては目の回る忙しさで、客の顔など見る暇もないし、ましてや数年も逢っていない男の顔など、正確に思い出すことさえできない。

　だが、あの人が店内に入った瞬間、フィオナはすぐにその男が自分の父親であると察することができた。

　ただ、男の方は違ったようだ。何十人もいる自分の娘の顔など、名前など、思い出す素振りさえなかった。ただ、少し気恥ずかしそうに頭を掻きながら、

「ええと、キッズセットをくれ」

　と、指を指すだけだった。

「お客様、大変申し訳ありませんが、キッズセットはお子様限定のメニューになっております」

　マニュアルにはそう書かれており、何回も同じような台詞を口にしてきたフィオナだったが、その言葉を口にすることができなかった。

　父親との邂かい逅こうが、思わぬ再会が、フィオナの唇を石にしてしまったわけではない。

　父親の横で微笑ほほえむ少女が、フィオナの時を止めてしまったのだ。

　見れば父親の大きな左手をその小さな右手で握りしめる小さな存在がいた。更に少女の左手は優しく微笑む妙齢の女性の手に繋がっている。

　三人が赤の他人である可能性は限りなく低く、彼らにはキッズセットを頼む正当な権利があった。

　フィオナは同僚や店長に窘たしなめられるまでもなく自我を取り戻すと、以後、わずかの乱れもなく、マニュアル通りにオーダーを取り、時間が掛かる旨を伝え、出来上がったホットドックを梱包し、女の子にどのオモチャが欲しいか尋ねた。

　その動作には何の不備もなく、口調にはなんの淀みもなかった。

　その人達は紙袋を受け取ると、それぞれに感謝の意を示し、店を出て行ったが、フィオナは直後に店長のお叱りを受ける。

　不覚にもソーセージを焼く鉄板の上に塩分と粘液がたっぷり詰まった体液を落としてしまったからだ。

　店長に控え室に行くよう指示されたフィオナだが、三〇分後に戻ってくると、以後、店を不衛生にしてしまう失態を犯すことはなかった。

　その後、あの人は時折、店を訪れては家族サービスをしているようだったが、フィオナが彼らに掛ける特別な言葉は、いつも同じだった。

「――御一緒に、ポテトもいかがですか？」

　そう、あの日に掛けた最初の言葉とまったく同じ言葉だ。




「………………」

　法廷は水を打ったように静まりかえる。

　法廷は連日のように、残虐な事件や悲しい物語が語られる場である。

　フィオナの何気ない話など、取るに足りないような話なのかもしれない。

　だがあるいは、だからこそより人々の心に突き刺さるのかもしれない。

　もはやこの法廷で勇者アルスに同情を示すものなど、誰もいないだろう。それはスミオも一緒だ。元より同情などする気はないし、今後もないと断言できる。

　だが、スミオは弁護士である。

　どんな畜生であろうと弁護するし、弁護すると決めたからには、全身全霊を傾けて無罪にすることが、スミオの信条だった。

　故にスミオは、徒弟であるフィオナの心の傷を衆目に晒さらした上、その傷に塩を塗り、心の園に土足で押し入ることに躊躇ためらいを覚えなかった。

　スミオは、証人席で毅然と佇たたずむ少女に、最後に一つだけ質問した。




　その質問に辿り着くまで、スミオは無数の質問と、伏線を張っている。

　曰く、

　子供の頃、そんなどうしようもない父親の帰りを、一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで待っていたのはどうしてか、

　曰く、

　なぜ、そんなろくでなしの弁護を引き受けようと思ったのか、

　曰く、

　そんな父親のために、どうして花のような乙女が法廷で泣く必要があるのか。




　――その質問は、そのようなやり取りの後にもたらされたものだった。

　簡にして要を得る単純な質問だった。

　あるいはその質問は、先ほどから、フィオナの一挙手一投足を食い入るように見つめる二人の男にも向けられているのかもしれない。




　今でも父上のことが好きかえ？

　――わたしはお父さんのことが世界で一番憎いです。

　――だけど、わたしはお父さんのことが――















　フィオナの答えを聞いた聴衆は、驚きの渦に飲まれることになる。

　その答えを聞いた復讐者は、憑き物が落ちたかのように放心する。

　深く瞳を閉じ、本来の役目を思い出した老人は、その重い唇を動かし、淡々と判決を読み上げる。

　彼らの脳裏には幼き日の思い出、夕焼けに染まる大きな背中と、一いつ対ついの影法師が揺らめいているのかもしれない。

　こうして勇者の無罪が決まり、今後、この国での自由を保障されることとなった。
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　さて、こうして世紀の大スキャンダルとなるはずだった勇者弾だん劾がい裁判は、宰さい相しよう閣かつ下かの計画通り、何事もなかったかのように秘密裏に処理されることになったわけです。

　新聞社には記事の差し止めが命じられ、証人達にも箝かん口こう令れいが敷かれました。

　もっとも、人の口に栓をするのは海の水を飲み干すのも同じ、という諺ことわざがあるとおり、やがてこの件は漏もれ出て庶民の多くが知ることになるでしょう。

　宰相閣下もそんなことは承知なのでしょうが、ただ、その立派な顎あご髭ひげを持て余しながら、こんな事もおっしゃっていました。

「この一件を聞いた庶民はどう思うでしょうな。救国の英雄を恩知らずにも糾きゆう弾だんした我々を批難するか、それとも厄介者の勇者様を追い出し損ねた、と嘆なげくか」




　裁判長閣下は勇退という形で退職することが決まりました。ただ、これは責任を取らされたというよりも、年齢が年齢ということもありますね。要は定年退職という奴です。

　雷神の息子と畏敬の念を抱かれた名物裁判長も、引退した今は孫まご煩ぼん悩のうの好こう々こう爺やでしかないようです。




　血気盛んだったグレンモア検事も、

「自分を見つめ直す良い機会かもしれない」

　と、自ら辞表を書き、「たびびとのふく」と「どうのつるぎ」をずだ袋に詰めて東の方へ旅立っていきました。餞せん別べつに「やくそう」を贈ろうか「合成獣キマイラの手て羽ば先さき」を贈ろうか迷いましたが、結局、お給金をはたいて「やくそう」をありったけ贈りました。某師匠が、決心を固めた男に「合成獣の手羽先」を贈るなど、子作り宣言をしている夫婦に避妊具を渡すも同然とアドバイスしてくれたからです。まあ、例えはアレですけど、言っていることは間違ってないかな、そんな気がします。




　ちなみにそのアドバイスをくれた女弁護士さん。彼女こそ今回の騒動の最大受益者かもしれない。わたしは経理に全くノータッチなので詳しいことは分からないけど、勝利報告をしに行った際の宰相閣下は、文字通り顔を青色に染め上げていたし、小切手帳に文字を書く腕も震えていたような気がする。

　それに反比例するかのように出入りの業者は揉もみ手でえびす顔である。なんでも事務所と応接室の内装を総取り替えする契約を纏まとめたとか。そんなに儲かっているのなら、少しで良いからお給金を上げて欲しいなあ。




　これで今回の件に関わった主要人物の顚てん末まつを纏めたわけだけど……、

　え？　肝心の人物のことが書かれていない？

　そう、そう、忘れていました。

　件くだんの勇者様の件を忘れていました。

　もっとも、彼はいつも通りです。裁判後も裁判前も、そしてこれからも。

　相も変わらずお酒を飲み、好みの娘を見かけたら、モーションをかけています。

　ただ、正確を期すなら一つだけ変わったところを教えなければならないかも。

　それは、街でわたしを見かけると震え上がるようになったことです。

　ほんと、失礼ですよね、こんなにも可愛らしい女の子を怖がるだなんて。

　理由は見当もつきませんわ、とだけ言っておきましょう。







　さて、短いようで長かったこのお話もこれで終わりです。

　これ以上お話しすることもありませんしね。

　それじゃ、また機会がありましたら……、いた、いたた、あ、あの、自慢のツインテールを引っ張らないで頂けますか？

　え？　まだその後を話していない人物がいるだろうって？

　ああ、ウガのことですね。彼女は今日も元気にご飯を食べてましたよ。白竜騎士団、教皇私設軍、薔薇十字連盟、他にもたくさんの機関の密偵が、ご苦労様にも二四時間監視してくださっていますが、まあ、只で警備してもらっていると思えばあまり腹も立ちません。

　ちなみにあの裁判以来、ウガはこの国の法律に興味津々です。今では「親父殺す！」という言葉よりも「みんぽー八条」や「けいほー一二条三項」という言葉を聞く機会の方が増えたかもしれません。家に帰れば法律談義に花を咲かせていますが、まあ、それなりに楽しく日々を過ごさせて頂いております。

　え？　ウガでもない？

　ん？　え？　ええー!?　もしかしてわたしのことですか？

　え？　主役の事の顚末を話さない物語が何ど処こにある？　って、わたしって主役だったんですか？　てっきり、主役はスミオさんだと思ってました。

　意外な事実です。大どんでん返しという奴ですね。

　では御希望通り、この、リーガル・ファンタジーの主役のその後をちょびっとだけお話しします。

　おほん、驚かないで聞いてくださいね。

　まず、彼女はその後、すぐ正式な弁護士になります。

　今回の一件もそうですが、その後、エイト・グレイブヤード事件と呼ばれる事件を無事解決したり、マテリアル社への集団訴訟も完勝しちゃったりで、一躍、業界の寵ちよう児じとなり、とても一介の弁護士の徒と弟ていで収まる器ではなくなります。

　勿論、売れっ子弁護士ですから、ささっと借金も完済して、嬉しい……、いえ、残念ながらマリアヘル事務所とも関係がなくなり、強きを挫くじき弱きを救済する正義の弁護士としての道を……。

　いたッ！

　いたあい、誰よ、法律大全を後頭部にぶつけるなんて、下手したら死に……、げ、ス、スミオさん……。

　え、大おお噓うそを吐つくなって？

　き、聞いてたんですか……。べ、別にいいじゃないですか、願望くらい言ったって。

　そんな願望とも言えないような妄想に浸っているなら、仕事の一つでも取って来いって……、あ、そうだそうだ、仕事と言えばとってもいいのを見つけたんです！

　却下って、まだ何も言ってないじゃないですか。

　言わないでも分かるって、貴方あなたは千年樹族トレントですか？

　せめて聞いてくださいよ、依頼者はほんとに困ってるんです。

　なんでも、村の広場で「武器と防具は装備しないと意味がないぞ」と言うだけの伝統的役職の人が、なんの咎とがもないのに一方的に解かい雇こされちゃったらしいんです。ほら、スミオさんの大好きな労働争議ですよ、村からふんだくってやりましょう!!

　え、そんな金にならない仕事は厭って……、そ、そんな～――
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　裁判が結けつ審しんし、スミオ側の勝利に終わると、メープルはほっと胸を撫なで下ろした。

　無論、メープルは主の勝利を疑ったことなどなかったが、それでも流石に今回の一件は、綱渡りも度が過ぎた。

　フィオナが法廷に現れなかったら？

　現れてもスミオが意図するとおり証言しなかったら？

　そう考えると、やはり今回の一件は薄はく氷ひようを踏むようなものだったのではなかろうか、そう思うのだ。

　もっとも、主に言わせれば、

「すべて計算通りじゃ」

　という事になるのだろうが。

　でも――

　ほんとにそうなのだろうか？

　スミオは最初からフィオナを利用するつもりで彼女を雇やとい入れたのだろうか？

　最後の最後の瞬間、個人的な憎しみよりも、弁護士としての誓いを守ると踏んでいたのだろうか？　あるいは心の奥底に眠る感情を引き出せると思っていたのだろうか？

　無論、神ならざるメープルに主の本心を読み取ることなど不可能ではあるが、今のフィオナの表情を見ていると、そんな打算的な結末によってもたらされたものだとはどうしても思えないのだ。

　見れば先ほどまで心を震わせていた少女は、いつものように朗ほがらかに笑っていた。

　面倒を掛けたことを素直に謝り、そしてこれからもよろしく、と手を差し出す。

　メープルが手を差し出し返さなかったのは鼻水と涙で汚れることを嫌ったわけではない。単に彼女を両腕で抱きしめたくなってしまっただけだ。

「御苦労様です……、そしてお帰りなさい」

「ちょ、ちょっとぉ、大おお袈げ裟さだよ、メープルは……」

　メープルとフィオナはひとしきり互いの体温を求め合うとゆっくりと離れる。

　フィオナは少し気恥ずかしげに、

「ただいま」

　と言う。

　終生の友人、というものはこういう瞬間に出来るものなのだろうか？

　友人というものを持ったことがないメープルには確信が持てなかったが、今なら一つだけ分かることがあった。

　メープルは千鳥足で法廷を退出しようとしている男を見つけると、彼を指さした。

　それだけで友人には意図が伝わった。

　フィオナは父親の元へゆっくりと歩み寄る。

　勇者アルスは流石に自分の窮地を救ってくれた弁護士であり娘でもある人物の名を忘れるほど愚かではないようだ。何年かぶりに娘の名前を鷹おう揚ように口にする。

「よう、フィオナ、久し振りだな、いやあ、今回の件はほんとに助かった。持つべきは馬鹿息子より頭の冴さえる娘だな、ほんと」

　フィオナはその言葉を聞くと、初夏の訪れのように破は顔がんし、父親の手を自分の胸へと誘いざなった。

「お父さん、これがなんだか分かる？」

「んー、洗濯板か？　ガハハ、もっと肉食べろよ。こんど、とーちゃんがビフテキ奢ってやるよビフテキ」

　無論、フィオナが欲しかった回答はそんなものではなかった。

　だが、フィオナは眉まゆ一つ動かすことなく、笑みを絶やさず、粛しゆく々しゆくと拳を振り上げた。勿論、ゲンコツである。

「――これはわたしの壊れたハートだッ!!」

　その身体を数メートルは宙に浮かしながら、勇者は何を思うだろうか。

　生まれて初めて人を殴った娘は何を思っているのだろうか。

　フィオナは倒れ込んだ父親の胸元を摑み上げると、腹の底から声を張り上げる。

「あと、これはお母さん達の分、それにこれはグレンモアさんの分、あと最後に、トロねえの分だぁー!!」

「ヒ、ヒィ、ごめんなさい、まじ勘弁してください」

　暴行の現行犯であるが、そのことを咎とがめる野や暮ぼはこの法廷には存在しないようだ。





ｆｉｎ



















この作品は、第15回エンターブレインえんため大賞小説部門、優秀賞受賞作品『リーガル・ファンタジー』を改稿・改題したものです。
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　はじめまして！　羽は田た遼りよう亮すけです。本屋さんで本書を購入するとき、ハネダ・リョウリョウと言ってしまった方には申し訳ありませんが、正式な読み方はハタ・リョウスケらしいですよ。

　紛まぎらわしいペンネームですが、どうか今後もお引き立てください。




　さて、このページを見ているということは、すでに本書を読み終えたと仮定してお話ししますが、どうだったでしょうか？

　ファンタジー世界のあるあるを裁判仕立てにしたら、面白いのではないだろうか。

　ある日突然、ぽわーんと浮かんだそのアイデアを凝縮し、文章に纏まとめ上げたのが本作となります。

　書いている途中に、カテゴリーエラーなる言葉を耳にし、「女の子が主人公のラノベは受賞できないよ」という流言飛語に惑わされたのも今となっては良い思い出です。

　受賞後、担当のＷ氏にそのことを話し、「女の子が主人公で大丈夫ですかね？」と怯える僕に、「なんならフィオナを男にして書き直しますか？」と冗談とも本気ともつかない返しをされたことも今は懐かしいです。

（……いや、冗談ですよね？　Ｗさん）

　ただ、こうしてあとがきを書きながら本作を振り返ってみると、フィオナとスミオが主人公で良かったと思っています。

　構想や改稿作業などを入れると、かれこれ半年以上彼女たちと付き合っており、もはや自分の娘といっても過言ではないほどの愛着を持ってしまっているのです。

　そのうち、彼女たちも「お父さんのパンツと一緒に洗わないで」とか「友達が家にくるから出てこないでよ」とか、心を折りにくることを平然と言うようになるかもしれませんが、それでも愛おしい娘たちです。最後の最後まで生き生きと描きますので、どうか末永く応援してやってください。（でもお嫁にはあげないんだからね!!）




　最後に、本書を書き上げ、上じよう梓しするにあたって協力してくださった関係者の皆様に感謝です。特に忙しいのにもかかわらず僕の小説を毎回最後まで読み、感想をくださったＳ田Ｔさん、貴方あなたがいなければ今の僕は存在していませんでした。いつかあとがきに貴方のことを書くと冗談のように言いましたが、ついに実現しました。本当にありがとう。




　本書を最後まで読み、あとがきにまで目を通してくれた読者にも感謝です。
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座右の銘はキジも鳴かずば撃たれまい。

右投げ左打ちの遊撃手、適正ポジションは右サイドバック。

超インドア派だが、散歩は好き。

長年犬と兎を飼っていたが、実は猫派。

野菜は好きだが、果物は苦手。

いつかハーゲンダッツをコンビニで買える身分になりたいです。
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前はいくつか趣味があったような気がするのですが、最近は絵ばかりかいています。

http://npdesu.sakura.ne.jp/
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